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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　旅客機の窓から見える地中海の景色は、見事なほどに青一色だった。

　飛行機は今、地中海の片かた隅すみに浮うかぶリゾートアイランドを目指し、空と海の間をゆっくりと進んでいる。

「いやあ、絶景かな絶景かな」

　窓の外の光景を眺ながめ、日本人の少年が感かん慨がい深げに唸うなった。

　故郷を遠く離はなれた異国へとやって来た少年は、一見して普ふ通つうの学生だ。年の頃ころは十七で、白ブラウスと黒ズボンという服装が、平へい凡ぼんな見かけの印象に拍はく車しやをかけていた。閉じているのか開いているのか分からないほど細い目が、唯ゆい一いつの特とく徴ちようだろう。

「アル。見えるかい？　あそこが僕らの目的地だ」

　一方、はしゃぐ彼の隣となりの席で読書に耽ふけっていた同年代の少女は、あまりにも非ひ凡ぼんだった。

　柔やわらかそうな長い金きん髪ぱつ、大おお粒つぶの宝石を思わせる碧へき眼がん、マーブルの彫ちよう刻こくのような白い肌はだ、薄うすく色づいたバラ色の頰ほおと唇くちびると、まさに絵に描えがいたような美少女である。

　身に纏まとった上品なドレスも合わさって、深窓の令れい嬢じようといった佇たたずまいだ。

「ウイ、ムッシュ。でも、あまり大おお騒さわぎしては他ほかの利用客の皆みなさんに迷めい惑わくですわよ」

　少女はページに栞しおりを挟はさんで本を閉じ、傍かたわらの少年へと視線を移す。

「おっとすまない。何せ僕は日本を出るのが初めてなものでね」

「まあ！　ニッポンが鎖さ国こくされていたのは、もう随ずい分ぶんと昔の話ではありませんでした？」

「日本は、アルの故国であるフランスと違ちがって、地続きの外国を持たないからね。積極的に海外旅行をしない限り、僕の歳としまで未経験でも珍めずらしくはないんだ」

「確かに、外国のことを海外とおっしゃる時点で、わたくしたちとは少しばかり事情が異なりますわね」

　少年の言葉に、アルと呼ばれた少女は品の良い微び笑しようを見せた。

「変わり者の父上はよく海外に出かけていたけどね。だからこそ、アルのお父上とも知り合ったわけだ。だけど祖父も曾そう祖そ父ふも、そのまた昔のご先祖様たちも、ほとんど日本から出たことはないはずだ」

「フランスでは考えられませんわ」

「何せ、うちの家の初代が活かつ躍やくしたのは安あ土づち桃もも山やま時代。日本はその後の江え戸ど時代に入ると、さっきアルが口にしていたように鎖国してしまうからね」

　興奮を隠かくしきれないのだろう、少年は細い目をことさらに細め、饒じよう舌ぜつになっていた。

　しかし、その声が気に障さわったらしい周囲の利用客が、物ぶつ騒そうな目で二人を睨にらみつける。

　物騒というのは、別に言い過ぎではない。この旅客機の中で、観光気分なのは少年と少女の座る二席だけなのだ。残りの席は全すべて、様々な国から集まった見るからに悪そうな連中が陣じん取どっている。それも、飛行機の中でさえ拳けん銃じゆうを隠し持っていそうな連中ばかりだ。

　アメリカのギャングにイタリアのマフィア、下手をすれば中東のテロリストさえいるだろう。それもそのはず、今この旅客機が向かっているのは、世界中の犯罪シンジケート御ご用よう達たしのリゾートアイランドなのだ。

　別名、悪党の楽園。

　世界中のどんな凶きよう悪あくスポットよりも危険極きわまりない行先へと向かう旅客機に、完全に場ば違ちがいな少年少女が乗っている。周囲の悪党たちは逆に気味悪がって警けい戒かい心しんを強め、二人に対して苛いら立だちを募つのらせているわけだ。

「いやいや皆さん、若じやつ干かん申し訳ない。快適な空の旅に水を差してしまったかな？　僕らのことは気にしないで欲しい」

　そんな最悪の空気もまるで気に留めず、少年は席を立ち、へらへらと笑いながら軽く会え釈しやくした。並み居る悪党たちを前に怯ひるむ様子もない。

「直じきに到とう着ちやくですわ、席を立つと危ないですわよ、ムッシュご──」

　そのとき、不意にアルがぽろりと少年の名をこぼしそうになった。

　ところが、少年は彼女の口から不用意な発言が飛び出しそうな気配を察し、瞬しゆん時じに手を動かしていた。すかさず指先を伸のばしてアルの口を塞ふさいだのだ。

　その速度たるや、常人の反応速度ではない。さらには、彼の不自然とも言える素す早ばやい動きは、周囲の利用客たちに気取られることもなかったようだ。

　アルをじろりと見下ろした少年は、薄うっすらと目を開けると、若干腹立たしそうに席に座り直した。

「アル。他の参加者たちの目がどこで光っているかも分からないんだから、お互たがいの名前は出さないようにときつく言っておいただろう」

「うい……申し訳ありませんわ。ごめんなさい」

　少年の指先に口を塞がれたまま、アルが唇を動かす。途と端たん、少年は急に顔を真っ赤にして、慌あわてて彼女の口元から手を離した。

「ムッシュ？　どうなさったんですの？」

「い、いいい、いや、なんでもない、なんでもないんだ。ただ、その、ちょっと予想以上に柔らかかっただけで……ああいや、今の発言は忘れて欲しい」

　先ほど垣かい間ま見せた刃は物もののように鋭するどい雰ふん囲い気きはどこへやら。少年は、不慣れな感かん触しよくを指先に残したまま、しどろもどろで目を泳がせる。

「まあ、僕の名前は世界規模だと全然有名じゃないだろうけどね。所しよ詮せんは日本ローカルの悪党でしかないってわけだ」

「そんなことありませんわ。わたくしは存じ上げておりますもの」

「うん、それが困りものなんだ。いいかい、アル。今夜から始まる例の大会は、世界各国から実力者たちが集まってくる。それも、名前がバレれば簡単に素性や生おい立ちを調べられるような大物ばかりだろう。だからこそ、大会を有利に進めるためにも情報は一つでも多く隠しておきたいわけだ。分かるかい？」

　少年はそう言って、平凡な面おも影かげからは信じられないほどに鋭い切れ長の瞳ひとみで、周囲を睥へい睨げいする。

「ウイ。分かりましたわ。つまりムッシュのお名前だけではなく、例えば、数えて十四代目であるといった情報なども、隠しておいたほうがいいんですのね」

　しかし、アルはいともあっさりと口を滑すべらせていた。本人は大おお真ま面じ目めに意気込んでいるのだが、今度は少年が彼女の口を塞ぐ暇ひまもなかった。

「アル……」

「うい……」

　早くも十四代目だとバラされた少年のため息に、アルはまたしても肩かた身みが狭せまそうに縮こまってしまう。

「……本当に頼たのむよ。僕は是ぜが非でも、自分の名を世の悪党たちの間で広めようと思っているんだからね」

　少年は懐ふところから黒い招待状を取り出し、目を細める。

「ムッシュ。つまりそれは、今夜から行われる世界大おお泥どろ棒ぼう選手権であなた様が優勝すると、そう宣言しているわけですのね」

　アルもまた、自信満々の少年へと頼もしげに目を向け、はにかむ。

　世界大泥棒選手権。

　それこそが、悪党の楽園で開かい催さいされる催もよおし物の正体だ。

　各国から名高い大泥棒の子孫たちを集め、誰だれが一番か競わせる、正気を疑う世界大会である。だが、実は地球上の善良な人々の目に映らない隠れた場所で、今までも何度か開催されてきた事実がある。

　とある有名な大泥棒の十四代目にあたる少年は、この大会に日本代表として招待され、こうして開催地である悪党の楽園行きの旅客機に乗っているわけだ。

「もちろんだとも。僕の父上は前大会で優勝を逃のがしたからね。汚お名めい返上するのは子の務めだ。世界一の大泥棒の座は僕が盗ぬすみ取ってみせる」

　二人の周囲にいる利用客の中にも、世界各国の代表が交じっている可能性は大いにある。十四代目はそんなライバルたちを挑ちよう発はつするかのような物言いを続けていた。

　そんな中、アルがおずおずと口を開く。

「でも、普通に考えれば仕方ありませんわよね。わたくしだって、他の国のドロボウさんの名前までは詳くわしく存じませんもの」

　悪党たちの中に交じっているのが信じられないくらいの、慈じ愛あいを秘ひめた天使の微笑を浮かべ、アルは自分の頰に手を当てた。

「フフフ、アルまで僕が傷つくことを言ってくれる。そんなに僕の名前が世界的にはマイナーと言いたいのかい？」

「そ、そういうつもりではありませんわ！　そういうつもりではありませんもの！」

　拗すねる十四代目の姿に、アルは慌ててフォローに入る。

「わたくしは単に、どんなドロボウさんでも世界的に見ればたいして有名じゃないんですのよと、そう言いたかっただけなのです」

「……それをキミが言うのか」

「ウイ、ムッシュ。ほら、アルセーヌ・ルパンというわたくしの名前だって、きっと誰もご存じないに違いありませんわ！」

　そうしてアルが口走った名前に、周囲の悪党たち全員が顔色を急変させた。

「え？　え？　え？」

　四方八方から驚きよう愕がくと混乱と敵意の目を向けられ、おまけにどこに隠し持っていたのか銃口まで向けられ、アルはおろおろと困り果てた様子で落ち着きを失う。

「……有名に決まっているだろう。アルセーヌ・ルパンといえば、世界一有名な大泥棒だ。それに、キミのお父上である先代ルパンは前大会の優勝者でもあるんだよ。どうして娘むすめのキミが、なんの警戒もなくその名を口にしてしまうんだい？」

　他の参加者から完全にマークされたアルを尻しり目めに、十四代目は一人頭を抱かかえた。

「うい？」

　一方、少女はあくまで事の成り行きが理解できずに、今も小首を傾かしげている。

　アルセーヌ・ルパン。それこそが、世界大泥棒選手権にフランス代表として出場する、かの有名な怪かい盗とう紳しん士しルパンの末まつ裔えいにあたる少女の名前であった。

















第一章　大ドロボウが多すぎる










１






　事の始まりは、日本に住む十四代目のもとに送られてきた一通の黒い招待状と、見知らぬ異国の少女の来訪だった。

「ボンソワール。わたくし、アルセーヌ・ルパンと申します」

　その少女は現れるや否いなや、白い手て袋ぶくろをした指先でドレスのスカートの端はしを摘つまみ、十四代目の前で優ゆう雅がに一礼してみせた。流りゆう暢ちような日本語は使い方も完かん璧ぺきだ。

　軽く頭こうべを垂れるとともに零こぼれ落ちる金きん髪ぱつや、深く澄すんだブルーの瞳、華きや奢しやな体つき、日本人の体型とはまるで違ちがう腰こしの位置の高さや脚あしの長さ。日本での生活に慣れ親しんだ少年からすれば未知なる存在以外の何物でもない。

「こんな夜分に失礼いたします、ムッシュ」

　たった一目で、十四代目の細い目は少女の美び貌ぼうに釘くぎづけにされてしまっていた。

「いや待て！　ちょっと待て！　まずい、これはまずい！」

　しばらくして彼は我われに返ると、慌てて状じよう況きようを思い出す。

　泥棒の末裔であることを隠かくし一いつ般ぱん人じんを装よそおって通っている高校から今しがた屋や敷しきに帰宅し、ポストに届いていた何やら怪あやしげな招待状を家の中で開かい封ふうしようとしたところで、チャイムが鳴った。何気なく玄げん関かんへ赴おもむき、来客を出で迎むかえたはず。

　ところが、近所の知り合いか学校のクラスメイトか、はたまた宅配便か訪問販はん売ばいかと思いきや、玄関に立っていたのはとびっきりの美少女だった。それも、ここ日本では普ふ段だんお目にかかれない金きん髪ぱつ碧へき眼がんの外国人だ。

　おまけに少女が名乗った名前は、世界でも指折りの大泥棒の名である。よりにもよってアルセーヌ・ルパンなのである。

「何がまずいんですの？　お困りですの？」

「何がって？　それは言うまでもないことだ。ご先祖様である初代に始まり、子子孫孫、十三代目の父に至るまで、代々うちの家系は女に弱い！」

　おっとりと小首を傾げる少女に対し、十四代目は早口でまくしたてながら詰つめ寄る。

　そこで彼は、お互いの顔があまりに近いことに、今いま更さらながら気付いた。少女は不思議そうに瞬まばたきを繰くり返しているが、対する十四代目の顔はすでに真っ赤だ。

　彼は慌あわてて身を仰のけ反らせ、赤面する顔を少女から背そむけた。

「ムッシュー？」

「待て。近付くな。用件を聞こう。いや、それ以前に一つ確認しておきたいことがある。キミの名前をもう一度教えてくれないか」

「ですから、アルセーヌ・ルパンですわ」

　少女は何の迷いもなく、形の良い唇くちびるを動かしてそう答えた。

　アルセーヌ・ルパン。それは、およそ泥棒と呼ばれる稼か業ぎように手を染めた人間でなくとも、誰しもが一度は耳にしたことのある名前だ。

　初代ルパンは、今より百年ほど昔にフランスで活かつ躍やくした怪かい盗とう紳しん士しである。

　その二つ名の通り、泥棒でありながら手て荒あらなやり方を嫌きらい、知略や変装を得意とし、警察や探たん偵ていの裏をかいて捜そう査さの手から何度も逃にげおおせた。

　彼の手口は常に手品のようであり、貧しい民衆から盗みを働くことはしなかったので、当時のフランス国民からの人気も高かった。

　また、いくつもの顔と名前を持ち、冒ぼう険けん家かや探偵としても活躍した人物だ。

　代々のルパンも初代同様に大泥棒として大成しており、その名は最も早はや、泥棒業界ではある種の絶対的なステータスとさえ言っても過言ではないだろう。

「お決まりのシルクハットと夜会服にマント、さらに片眼鏡モノクルを着けていなければ、アルセーヌ・ルパンだとは分かりませんか？　あれは誤ったイメージ流る布ふですわ。初代ルパンがそういうキザったらしい格好をしていたことはありませんもの」
















「いや……それ以前の問題じゃないかな。たとえキミが世間一般に知られているルパンの格好をしていようと、コスプレにしか見えない。そりゃまあ、初代ルパンのパートナーと言えば、かの有名な金髪婦人……くらいの連想は僕にも出来るけれどね」

　少女の鮮あざやかな金髪に目を向けつつも、十四代目はいささか脱だつ力りよくした様子を見せていた。

「ムッシュ、連れん絡らくもなく突とつ然ぜん押しかけたことはお詫わび致いたしますわ。しかし、父とあなた様のお父上様は、知らぬ仲ではない間あいだ柄がらだと聞いております」

「キミは日本語が上手だね。つまるところ、父親の知人の娘を追い返すのは失礼だろうと、そう言いたいわけだ」

「ウイ。父は色々な国の言葉に堪かん能のうでしたので、勉強の機会が多かったのですわ」

　可愛かわいらしく小首を傾げ、アルセーヌはもう一度スカートの端を摘まんでみせる。

「大泥棒たる者、どこの国の言葉でも自在に使えて当たり前だからね。それがルパンとなればなおさらだ」

　感心する十四代目だが、彼もまた主要な外国語の読み書きはマスターしている。やろうと思えば、アルセーヌともフランス語で会話できるくらいの語学力はあった。

「しかし、キミみたいな美少女が、あの怪盗紳士ルパンとはね」

　何気なく呟つぶやいた十四代目は腕うでを組み、普段より余計に目を細めて少女を値ね踏ぶみした。

「い、今なんとおっしゃいました？」

「え？　いや、キミみたいな美少女って……」

　十四代目の台詞せりふに、アルセーヌは顔を真っ赤にしてもじもじと俯うつむいてしまう。

「イヤですわ、そういうお世辞をさりげなく口になさるのは……」

　そんなアルセーヌの様子に十四代目は首を傾げたが、先ほどから屋敷の玄関で騒さわいでいることに今更気付き、露ろ骨こつに顔色を変えた。

　何せ一般人を装って暮らしているのに、ルパンだの泥どろ棒ぼうだの、隣りん人じんに聞かせられる話ではない。それでなくても、異国の美少女とのツーショットを見られるだけで、あらぬ噂うわさを立てられるのは間ま違ちがいない。

「んー。とりあえず入りなよ。確かに、女の子を扱あつかう態度じゃなかった」

　仕方なく、十四代目は未いまだに照れているアルセーヌを促うながし、家に招き入れることにした。

「ありがとうございますわ！　ありがとうございますわ！」

　途と端たん、アルセーヌは天てん真しん爛らん漫まんに顔を輝かがやかせ、何度も頭を下げた。素す直なおなアルセーヌの反応に、十四代目は何とも不思議そうな顔で玄関を潜くぐる。

　彼の住む屋敷は、手て頃ごろな広さの庭やいくつかの蔵を有し、時代錯さく誤ごな忍にん者じや屋や敷しきのような外観をしていた。二人は玄関の門を抜ぬけ、庭の石いし畳だたみを進み、本宅へと向かう。

　本宅の玄げん関かん口ぐちに差し掛かかったところで、土足のまま家に上がろうとしていたアルセーヌの姿を見、十四代目の眉まゆが吊つり上がった。

「ええっ、何かいけませんでしたの？」

　彼の微かすかな苛いら立だちを敏びん感かんに察したのか、アルセーヌはおろおろと困り果てた様子で身をすくませる。

「日本では、家の中では靴くつを脱ぬぐのが当然のマナーなんだ」

「そ、そうでしたわ。申し訳ありませんわ！」

　十四代目に言われ、アルセーヌは必死な様子でぺこぺこと謝罪した。

　そうして、急せかされるように自分の靴を脱ごうと試みる。だが、慌てているせいで白いブーツの靴くつ紐ひもを解ほどき間違い、おまけにバランスを崩くずしてその場で躓つまずいてしまう。

「きゃあ！」

「おっと。大だい丈じよう夫ぶかい？」

　悲鳴とともに倒たおれ込む少女の華奢な体を、十四代目は瞬しゆん時じに受け止めた。そして、彼女のどんくささについ失笑してしまう。

「お、お手を煩わずらわせて申し訳ありません、ムッシュ」

　再びアルセーヌは赤面してしまい、消え入るような声でそう呟いた。

「こ、こ、ここ、こちらこそ急に体を摑つかんでしまって済まない、アルセーヌ・ルパン」

　だが十四代目もまた、異性と接近してしまったことで、緊きん張ちように全身を硬こう直ちよくさせてしまっていた。そもそも彼は学校でも硬こう派はを気取り、美少女相手でなくとも女子とのお付き合いはほとんど経験のない男なのだ。

「ムッシュ。いちいちアルセーヌ・ルパンでは、呼び名としては少々長くありません？」

「そ、そうだね。でも、ルパンと呼ぶには少し……そういうイメージとは縁えん遠どおいかな」

　十四代目はアルセーヌから手を離はなし、一定の距きよ離りを保つことで落ち着きを取り戻もどす。

「それでしたら、アルで構いませんわ。だって、アルセーヌもルパンも、ドロボウさんのお名前でしょう？」

　自分の名前をあまり気に入っていないのか、アルセーヌは苦笑いを浮うかべてそう言った。

　彼女の言葉に、十四代目は訝いぶかしげに首を傾かしげる。

「アル。遠えん慮りよなくこう呼ばせてもらうけど、ええっと、その、キミは自分の名前が嫌いなのかい？　そもそもキミも泥棒だろう？　アルセーヌ・ルパンなんだろう？」

「わたくし、父からはドロボウさんの技術について何も教えていただいておりません」

　淑しとやかに微笑ほほえみ、アルセーヌは十四代目の問いかけを否定した。一方、それを聞いた少年は、彼にしては非常に稀け有うなことだが、驚おどろきに目を丸くする。

　何せ彼自身は、先祖より代々伝わっている盗ぬすみのテクニックを幼い頃ころから徹てつ底てい的てきに仕込まれてきたのだ。高校生にして一流の泥棒なのである。実際、現代日本のセキュリティを相手に、難なく標的を盗み出したこともあった。

　ルパンの子孫が泥棒としては素人しろうとなどと聞かされては、絶句するのも無理はない。

「父には感謝しています。いくらアルセーヌ・ルパンの子孫とはいえ、やっぱりドロボウさんは悪いことですから」

　しかしアルセーヌは、自分が泥棒に関しては素人であることを誇ほこるように胸を張った。ドレス姿からでも一いち目もく瞭りよう然ぜんの豊かな胸元が、得意げにツンと突つき出される。

「いや、まあ、余所よその家の教育方針に口出しするつもりはないけれど……」

　異性に対する免めん疫えきがまったくない十四代目は、すぐさま目を細め、アルセーヌの胸元をまじまじと直視しながら、気のない返事を返した。

「そうかー、あのアルセーヌ・ルパンも当代で廃はい業ぎようかー、いやー勿もつ体たいない。絶景かな絶景かな」

「ムッシュ？　どちらを見ていらっしゃるんですの？」

　アルセーヌの言葉に、十四代目は正気を取り戻す。彼は何事もなかった顔つきで平静を装い、そのまま壁かべに向けて自ら頭ず突つきした。これにはアルセーヌもびっくりしてしまう。

「……修行が足りないな」

　打ち付けた頭を振ふりつつ、十四代目はアルセーヌと再び距離を置く。女性に惑まどわされやすい歴代の弱点は克こく服ふくできそうにないなと、彼はため息をこぼした。

「おでこ大丈夫ですの？」

「ああうん、大丈夫。それより、この屋敷はいわゆる忍者屋敷でね。廊ろう下かを移動する際は、ぴったり僕の後ろを付いてくるように。でないと、罠わなに巻き込まれてしまうからね」

「承知しておりますわ。わたくしだって、また酷ひどい目にあうのは嫌いやですもの」

「……また？」

　アルセーヌの返答に十四代目は首を傾げたが、その疑問は、彼女が背後にぴったりと張り付いてきたことですぐさま頭の中から消し飛んだ。

　何せ、アルセーヌの見事な胸の膨ふくらみの先せん端たんが、彼の背中に軽く押し当てられたのだ。密着しているわけでもないのに微かに触ふれるほどの大きさに、十四代目は戦せん慄りつする。

「ぴったりは言い過ぎた！　半歩でいい、もう半歩下がってくれ！」

「うい？　ムッシュがご自分で近寄れとおっしゃったのでしょう？」

　普ふ段だんは決して屋や敷しきの廊下のうぐいす張りを鳴らすことのない十四代目だが、このときばかりは背後のアルセーヌとともに盛せい大だいに合奏してしまうこととなった。

　そうして辿たどり着いた畳たたみ敷じきの来客用応接間で、アルセーヌは与あたえられた席に腰こしを落ち着けると、ポシェットから一通の黒い招待状を取り出す。

「ではムッシュ、本題に入ってもよろしいですの？　実は、わたくしがあなた様のところに押しかけた理由は、この手紙にあるのです」

「ああ、それ僕の家にも今日届いていたな。中はまだ見ていないけど」

　言って、十四代目も自らの招待状を懐ふところから取り出した。

　アルセーヌに促され、十四代目は招待状の封ふうを切る。その中身に目を通し、彼は驚きの面おも持もちを浮かべた。

「世界大泥棒選手権？」

「ウイ。近く開かい催さいされる催もよおしで、今まで数回行われたことがありますわ。世界中から名のあるドロボウさんたちの子孫を集めて、誰だれが一番か競わせるそうです」

「聞いたことがある。以前、僕の父上である十三代目もこの大会に日本代表として出場していたってね。しかし、優勝したのは当時のフランス代表だった先代ルパンだ。言ってみれば、この大会こそが先代たちの因いん縁ねんの始まりなんだろう」

「二人は敵味方に分かれて争ったり、かと思えば一いつ緒しよに手を組んだりする、不思議な間柄だったと、そう父から聞かされたことがありますわ。そして当代のルパンであるわたくしも、この度たびの大会でフランス代表として出場を求められたわけですの」

「え？　アルは泥棒じゃないんだよね？」

　この問いかけに頷うなずいたアルセーヌは、見るからに意い気き消しよう沈ちんした様子で落ち込んでいた。

「何度もお断りしたんですの。しかし、前回優勝者であるルパンが不参加では主しゆ催さいの方々も納なつ得とくできないらしく、強きよう硬こう手段に出られてしまいましたの」

「強硬手段？」

「我が家には、初代ルパンの代から伝わる数々の家宝があります。もちろんあまり言いたくないことではありますけれど、代々のルパンが集めたコレクションですわ。そのうちの一つ、カリオストロ伯はく爵しやくの黄金の懐かい中ちゆう時計を、何者かに盗まれてしまったんですの」

　アルセーヌの言葉に、十四代目は啞あ然ぜんとする。

「女盗とう賊ぞくカウンテス・カリオストロが父親から受け継ついだという、黄金で作られた精せい巧こうな機械式時計で、白金製の時計盤ばんには大おお粒つぶのイエローダイヤモンドがあしらわれているあの有名な……盗まれたって、ルパンの屋敷が泥棒に入られたってことなのかい！」

「うい……」

「しかし、それはちょっとびっくりだね。ルパンの面めん目ぼく丸まる潰つぶれだし、それ以前に盗みに入った奴やつの腕うで前まえが凄すごい。そいつが大会主催者だとすれば、どんな大物なんだか」

「運悪く父は何やら厄やつ介かいな事件に巻き込まれているらしく、長く音信不通で消息も不明なんですの。まあ、家を空けがちな方なので、別段珍めずらしいことではないのですが」

「うん。その点に関しては僕の父上も似たような感じだ」

「まさかルパンが警察に盗とう難なん届とどけを出すわけにもいきませんでしょう？　そもそも元が盗品なのですから、訴うつたえも出せません。盗人ぬすつと猛たけ々だけしいとはまさにこのことです」

　アルセーヌは心底困り果てた様子でため息をこぼした。

「黄金の懐中時計を取り返したいのなら大会に出場して優勝しろと、脅きよう迫はくの手紙が届きましたの。どうにかして取り戻さないと、アルセーヌ・ルパンの名前に傷をつけることになってしまいます。わたくしドロボウさんはあまり好きではありませんけれど、偉い大だいな冒ぼう険けん家かでもあった曾そう祖そ父ふのことは尊敬しておりますので」

「それで、アルみたいなまったくの素人のお嬢じよう様さまが大会に出場する羽目になったわけだ。しかも、あろうことか優勝を狙ねらってだなんてね」

「ウイ。何者かは存じませんけれど、盗まれた時計を取り戻すには優勝しなければなりません。でも、わたくし如ごときが大会で優勝できるはずもありませんもの」

　腕うでを組んで話を聞いていた十四代目が、同情の眼まな差ざしをアルセーヌへと向ける。

　彼も自分の名に誇りを持っているし、たとえ泥どろ棒ぼう稼か業ぎように手を染めていなかったとしても、先祖の顔に泥を塗ぬる真似まねは出来るはずもない。少女の気持ちは分からないでもなかった。

「キミが僕を訪ねてきた理由もそれで分かったよ。つまり手を組みたいわけだ。なるほど、確かに僕らは先代同士が付き合いのあった間あいだ柄がらだし、おかしな話じゃない」

「ウイ、ムッシュ。あなた様のことやこの家の住所は、父から聞かされておりましたの。怪盗紳士ルパンはわたくしの代で引退したも同然。となると、頼たよれるお相手も数が限られますもの。わたくし、優勝の栄えい誉よには興味がありません。代々のルパンが愛してきた懐中時計さえ取り戻せれば、それで満足なのです。ですから、あなた様に優勝していただき、わたくしのために時計を取り戻していただきたいのですわ」

　切実に訴えるアルセーヌは、膝ひざをついて十四代目を見上げた。そのすがるような上うわ目め遣づかいを前に、少年は快かい諾だくしそうになるのを堪こらえ、敢あえて意地悪く尋たずねる。

「しかし、キミの手を借りなくても元より僕は自力で優勝するつもりだ。泥棒のスキルも持たず、言ってしまえば完全にお荷物でしかないアルと組むメリットはあるのかい？」

　たじろぐかに見えたアルセーヌだが、十四代目の物言いを予想していたとばかりに、不敵な笑みを浮かべる。

「メリットはあります。かつて悪党の楽園で前大会が行われた際、先代ルパンが戦いを有利に進めるために事前に用意しておいた、隠かくれ家がと隠し通路、その一いつ切さいをあなた様に献けん上じよう致いたしますわ。もちろん、旅費や現地での必要経費も全すべてわたくしが持ちます」

「ほう」

「それにもう一つ。自分で言うのもなんですけれど、わたくしこう見えて、お料理は得意中の得意です。大会中の栄養管理に関しては、万全の用意をお約束出来ますわ。そのためには、わたくしの同行を認めていただかなければいけなくなりますけれど」

「え？　料理？」

　予想外の女の子らしい申し出だったが、アルセーヌにそう言われ、空腹を思い出したかのように十四代目の腹が鳴った。

「それならキミの腕を見せてもらおうか。冷蔵庫の余り物で何か作ってみてくれ」

　お嬢様にどれほどのものが作れるのか、物見遊ゆ山さん気分で十四代目はそう申し出た。

　しばらくして、キュートなエプロンを身に纏まとったアルセーヌの手料理が食しよく卓たくテーブルに並べられ、今まで本格フレンチなど食べる機会もなかった十四代目は、細い目を僅わずかに瞬まばたかせ、思わず身構えてしまう。

「あの残り物でどうやってこんな立派なディナーを！」

「ではムッシュ。どうぞ召めし上がってくださいまし」

　そもそも、父も母も音信不通で一人暮らしが長い十四代目にとって、誰かが手て間ま暇ひまかけて作ってくれた手料理はあまりに久しぶりのものであった。おまけにそれが美少女の手料理とくれば、人生初めての体験だ。

「手を組もう、キミは天使だ。どれも信じられないくらいに美味おいしいし、特に、揚あげ物が出て来ないのがいい。我が家としては、揚げ物だけは絶対にいただけないからね」

　順々に運ばれてくる料理の数々に、彼の胃い袋ぶくろはアルセーヌに掌しよう握あくされてしまった。料理の腕を誉ほめられて嬉うれしげな少女の姿を、十四代目はデレデレとした様子で見つめる。

「……修行が足らないな」

　口ではそう言いつつも、十四代目は嬉しそうに料理を平らげ、舌した鼓つづみを打つ。日本代表の大泥棒とフランス代表の怪盗紳士ルパンが密ひそかに手を組んだ瞬しゆん間かんであった。

　だが、アルセーヌの料理の腕は完かん璧ぺきでも、泥棒としての腕はからっきしだという。パートナーとなる以上、どの程度のことまでなら彼女でもこなせるのか知っておくのは、十四代目にとっても必要不可欠だった。

　食後、彼はアルセーヌを屋敷の蔵へと案内することにした。そこには、泥棒稼業十四代にわたる数々のコレクションが眠ねむっているのだ。

「ムッシュ。これは何でしょう？」

「ちょっとしたテストだよ。うちの先祖は代々錠じよう前まえのコレクターでね」

　十四代目がアルセーヌの前に並べたのは無数の錠前であった。形も素材も、そしてもちろん仕し掛かけも、種々様々だ。そしてそのどれもが、一流の泥棒でさえ開かい錠じように時間のかかる一級品ばかりであった。

「中には、アルのお父上である先代ルパンでさえ鍵かぎを開けられなかった物も一つ交じっている。これは僕の父上の自じ慢まんでね。前大会で優勝を搔かっ攫さらったルパンに吠ほえ面をかかせた一品として、家宝にしてやるとまで言っていた。時は戦国時代、伊い賀が忍にん者じや頭領の百もも地ち丹たん波ばが記した伊賀流忍にん術じゆつの秘伝書を封じていた、唯ゆい一いつ無二のからくり錠前さ」

　小首を傾かしげて錠前を手に取っているアルセーヌへと、得意げに目を細めた十四代目は優ゆう越えつ感かんに浸ひたった物言いをした。

「で、何をテストなさるんですの？」

「このコレクション、何個まで開けられるか試してもらおう」

「ウイ、ムッシュ。では鍵を貸してくださいまし」

「なんだって？」

「なんですの？」

　顔を見合わせる十四代目とアルセーヌ。鍵を所しよ望もうしたアルセーヌの顔は大おお真ま面じ目めだった。

「……いや、鍵を使わずにどれだけ開けられるか試すテストなんだけど」

「わたくしを馬ば鹿かにしていらっしゃるんですの？　鍵もなしにこんなものを開けられるはずがありませんわ」

「鍵があれば誰だって全部開けられるだろうが！」

　十四代目に怒ど鳴なられ、アルセーヌは涙なみだ目めになりながら錠前の山に向き直った。

「こんなもの解けませんわ！　こんなもの解けませんわ！」

　知ち恵えの輪に悪あく戦せん苦く闘とうするお子様じみたアルセーヌの後姿を、十四代目はため息とともに見つめる。

「ワザとやっているようには見えないし、どうやら本当に素人しろうとなんだな……まさか鍵開けの一つも出来ないとは」

「うい……」

「それでも頑がん張ばってみようか。なあに、腕はなくても才能はあるかもしれない。何か一つくらい鍵開けできるかもね」

「ひどいですわ！　ひどいですわ！」

　今にも泣きそうな顔ではあったが、アルセーヌは言われた通り錠前へと挑いどみ続ける。

　十四代目が世界大泥棒選手権に向けて荷造りしたり、得物や仕事道具の手入れをしたり、学校への休学届を用意したり、知り合いに連れん絡らくを取ったりしている間にも、彼女は挑ちよう戦せんを諦あきらめなかった。

「やった！　やりましたわ！」

　目の下にクマを作ったアルセーヌが狂きよう喜き乱らん舞ぶしたのは、テストを始めて三時間が過ぎた頃ころだった。

「どうです？　わたくし、一つ成功しましたわ！」

「ああうん、おめでとう。白状すると、一つも成功しないだろうと思っていたよ」

　錠前を手にしたまま上じよう機き嫌げんにぴょんぴょんと跳はねるアルセーヌを尻しり目めに、十四代目はあくびを嚙かみ殺した。テストを出題した側が完全に飽あきてしまっている様子だ。

　鍵を一つ開けるのに三時間もかかってしまうなど、泥棒として悠ゆう長ちようにも程ほどがある。開けられないのならすぐに諦めるのが盗人ぬすつとの鉄則だ。

「ねえムッシュ、わたくしの初めてのドロボウさん成功の記念に、この錠前さんを頂いても構いません？」

「え？」

「だめですの？」

「いいよいいよ、どうせ一番簡単なヤツだろうし」

　しょんぼりと肩かたを落とすアルセーヌを前に、十四代目はつい甘い顔をしてしまう。ろくに確認することなく、安やす請うけ合いした。

「じゃ、次のテストは変装術だ。手本を見せてあげるから、少し待っていてくれ」

　十四代目は席を立ち、そのまま蔵の中の部屋から出て行ってしまった。

「ウイ。お待ちしておりますわ」

　アルセーヌは素す直なおに返事をした後、先ほど自分が開錠に成功した錠前を、まるでお気に入りのぬいぐるみを相手にしているかのように、撫なでたりいじったりして時間を潰つぶした。

　しばらくして、十四代目が戻もどってくる。

「お帰りなさい、ムッ……シュー？」

　その姿を目にしたアルセーヌの驚おどろきようは、手にしていた錠前を取り落としてしまうほどだった。

　現れたのは、まさしく鏡映しのようなアルセーヌであった。

「まあ、簡単に済ませてこんなところだけど」

　もう一人のアルセーヌが口を開く。聞こえてきたのは紛まぎれもなく十四代目の声だが、顔はアルセーヌと瓜うり二ふたつの可か憐れんな美び貌ぼうを備えているのだから、違い和わ感かんが凄すさまじい。

「ど、どういうことですの！　どういうことですの！」

　大きく狼狽うろたえたアルセーヌが、もう一人のアルセーヌへと詰つめ寄った。

　十四代目も肌はだの色までは短時間で変えられなかったようだが、目はパッチリ開いてカラーコンタクト、金きん髪ぱつのウィッグやドレスを始めとした着用品はもちろん、面おも立だちや姿形、さらには些さ細さいな仕草まで完璧にアルセーヌを真似ている。

「これが変装だよ。アルのご先祖である初代ルパンが得意とした技術さ」

「いくらなんでもそっくりですわ！　わたくし、一いつ瞬しゆん自分に双ふた子ごの姉妹がいたのかと思いましたもの！」

　そんな十四代目の変装姿を頭のてっぺんから爪つま先さきまでじろじろと眺ながめるアルセーヌ。ふと彼女の視線が、彼の胸元で止まった。

　アルセーヌはおもむろに手を伸のばし、自分に変装した十四代目の胸の詰め物をむんずと摑つかむ。

「どうしてサイズまで完璧なんですの！」

「いや、その、さっきガン見していたから……」

　顔を真っ赤にしたアルセーヌに怒おこられ、得意げに変装を披ひ露ろうしていた十四代目は苦笑いを浮うかべる。ついつい、変装していることも忘れて目を細めてしまっていた。

「まあそれはともかく、次はアルの番だよ。奥に衣い装しよう室しつがあって、変装道具が一通り並んでいる。何でも好きなものを使っていいから、今度は僕に化けてみるんだ」

「そ、そんなことわたくしに出来るんですの……？」

「初代ルパンは高度な変装技術がなかった時代でさえ、自由自在に他人の姿を盗ぬすみ取った。子孫のアルにも高い変装術が備わっていれば、間ま違ちがいなく大会本番でも展開を有利に進められるはずだからね」

「わ、分かりましたわ。わたくし頑張りますから！」

　意を決した面持ちで、アルセーヌは衣装室へと足を運ぶ。

　程なくして帰ってきたのは、ただの男装の美少女だった。

「見かけはともかく、仕草くらい真似まねできなくて何が変装だ！　男は歩ほ幅はばを狭せばめて上品に歩いたりはしない！　その程度の観察も出来ずに何がアルセーヌ・ルパンだーっ！」

「ひーん、ごめんなさいですわ！　ごめんなさいですわ！」

　どんな役者よりも名優であると謳うたわれた初代ルパンの血を引くとは思えない少女の才能の無さに、思わず十四代目もキレた。まさか服を着き替がえただけの素で現れるとは予想もしていなかったらしい。

　この後も初歩的なテストを何題かアルセーヌに課した十四代目だったが、結果は惨さん憺たんたるものだった。

　こうして十四代目は、何とも頼たよりにならない少女をパートナーに、近く開かい催さいされる世界大おお泥どろ棒ぼう選手権に出場することと相成ったのである。





２






　自分の名前をバラすという旅客機でのアルセーヌの軽率な言動に、十四代目が頭を痛めはしたものの、二人は無事に悪党の楽園へと降り立つことが出来た。

「こっちは日本よりかなり暑いんだな。まるで夏じゃないか」

　空港を後にした十四代目は額の汗あせを拭ぬぐいながら、初めて訪おとずれる外国の景色を一望する。

　リゾート化されているとはいえ島の規模はそこまで大きいものではないので、空港は街のすぐそばに造られていた。海側にはリゾートビーチが広がっており、それを望む背の高いホテルがいくつも並び立っている。

　道行く異国の人々や空の色はもちろん、照り付ける太陽や空気に至るまで、日本とはまるで別物であるかのように十四代目には感じられた。

「ムッシュったら、あまりきょろきょろしていると、おのぼりさん丸出しですわよ」

「すまない、アル。じゃあそこらで時間を潰してから大会の会場へと向かおうか」

「え？　まずは隠かくれ家がに行って荷物を下ろしませんか？　開会セレモニーにはもう少し時間がありましてよ」

　不思議そうに首を捻ひねるアルセーヌへと、十四代目はあくまで目を細めてニッコリと微び笑しようを浮かべたまま、ゆっくりと向き直る。

「アルは気付いていないかもしれないが、すでに何人か尾び行こうが付いているんだ。どうしてこんな状じよう況きようで隠れ家に行けるのかな？　そして尾行が付いてしまった理由も分かっているだろう？　さる有名な怪かい盗とうが惜おしげもなく自分の正体をバラしたからだ」

「うい……」

「言っておくけれど、次また同じようなミスをしたり、あるいは僕の名前なんかを口にしたりしたら、そのときはキミとの同盟関係はなかったことにさせてもらうからね。僕としては、キミを裏切ってでもこの大会で優勝するつもりでいるわけだからね」

「重ね重ね申し訳ありません……以後気を付けますわ。お口に封ふうをしますわ」

「キミのためにもよろしく頼たのむよ。何せうちの初代は、足手まといになった恋こい人びとを自分の手で始末したほどの、冷れい酷こく非情な泥棒だからね」

　目に見えて震ふるえ上がるアルセーヌの姿を見、十四代目は嫌いや味みや脅おどしが過ぎたかなと若じやつ干かん反省した。

　その後二人は尾行を連れたまま繁はん華か街がいへと向かい、シチリアのマフィアが経営する本格イタリアンレストランで昼食をとることにした。

　利用客は旅行者や現地の住人など様々だったが、やはり物ぶつ騒そうな連中ばかりだ。のんきに昼食のオーダーをしていたのはアルセーヌ一人で、周囲はワイン片手に非合法な薬の密売や銃じゆう器きの取引など危険極きわまる密談を続けている。

　ついつい泥棒の癖くせで聞き耳を立てていた十四代目は、そのあまりの内容に、ろくに食しよく欲よくも湧わかなかった。前菜の次に運ばれてきたパスタを皿に残してしまっている有様だ。

「まあ！　イタリアのドルチェもなかなかのものですわね」

　一方のアルセーヌは、自分が犯罪者の巣そう窟くつにいることも忘れた様子で、前菜もパスタもメインディッシュも全すべて食べ終え、今は食後のデザートをご満まん悦えつの表情で頰ほお張ばっている。細身で華きや奢しやな体格の割に、アルセーヌはなかなかどうして健けん啖たん家かのようだ。

「どうかなされたのですか、ムッシュ。とっても美味おいしいですのに」

「ああうん、順調に尾行の数が増えているのを確認していたんだ」

「順調に……？」

　次に二人は、各国のギャングたちが利権を争うショッピングモールへと足を運んだ。

　見た目だけで言えば普ふ通つうのショッピングモールと何も変わらない。そして、店内で販はん売ばいされている商品もまた、一見してありきたりの物ばかりだ。

「ムッシュムッシュ、見てください、可愛かわいいぬいぐるみさんたちですわ！」

「犯罪者御ご用よう達たしのショッピングモールに、ファンシーショップ？」

　所ところ狭せましと並べられた愛らしいぬいぐるみに大はしゃぎのアルセーヌだったが、十四代目の表情は暗い。

　他ほかの利用客たちは、誰だれもがいかつい凶きよう悪あく犯はんじみた風ふう貌ぼうの男たちばかりだ。バッチリとスーツで決め、サングラスを着用している。危険な臭においを放つ彼らが、まさかぬいぐるみがないと眠ねむれないとでも言うのだろうか。

　十四代目はトンプソンと名札の付いた、両手で抱かかえられるくらいの大きなブタのぬいぐるみを手に取る。

「お、重い……」

　ぬいぐるみにはあるまじき重量感に、その顔が引きつった。

「それに、触さわり心地ごこちが最悪だ。ごつごつしているじゃないか」

　ぬいぐるみの中身を察したのだろう、十四代目は苦笑いを浮かべるしか出来なかった。

「まあムッシュ。とっても可愛いブタさんですわー。お名前はトンプソンちゃんと言うんですのね。その子をお買い上げなさいますの？」

　トンプソンを抱えた十四代目に他の客の鋭するどい視線が集中する中、アルセーヌが何も知らずに近付いてきた。

　彼女は無む邪じや気きに値札を確認して、そして仰ぎよう天てんした。

「お高いですわ！　トンプソンちゃんお高いですわ！」

　ぬいぐるみの値段とは思えない金額にアルセーヌが悲鳴を上げる中、十四代目はトンプソンを恐おそる恐る棚たなへと戻す。

　手て頃ごろなぬいぐるみを油断なく構えていた他の利用客たちも、十四代目の反応を見て安あん堵どのため息をこぼし、各自ぬいぐるみを手放す。緊きん張ちよう感かんに包まれていた店内が仮かり初そめの平和を取り戻した。

　棚を見てみれば、英語を始めとした数カ国の言葉で、店内で商品に触ふれるべからずと警告の文が記されている。

「こんなぼったくりなお店で買うことはありませんわ。さあ、次のお店に行きましょう」

「……いや。適正価格だと思うよ、うん」

　アルセーヌに腕うでを引っ張られ、十四代目は慌あわただしく店内を後にした。その際、尾行の人数を確認したところ、数はさらに増えていた。

　尾行者たちは、大会の参加者である名立たる泥棒の子孫や、あるいは彼らが雇やとったその道のプロばかりのようだ。存在を気取られようとも、顔だけは完かん璧ぺきに隠し通している。

「さすがの腕うで前まえだな。どこぞのアルセーヌ・ルパンとはえらい違ちがいだ」

「ムッシュ？　何かおっしゃいまして？」

　フラワーショップに入ろうとしていたアルセーヌが、不思議そうな顔で十四代目へと振ふり返る。

　もちろん悪党の楽園にあるフラワーショップが、ただの花屋であるはずがない。並べられた鉢はちは全てご禁制の品だ。どこの国でも非合法の、ハッピーな気分になる、ないしょのお薬の原料であった。

「アル。その店もよそう」

「ええっ、どうしてですの？　あそこのお花はとっても可愛らしくて、隠れ家の花か瓶びんに飾かざってあげたくなりますのに」

「値段値段」

　十四代目が指差した値札へとアルセーヌが目を向けたところ、またも彼女は飛び上がって驚おどろく羽目になった。先ほどのぬいぐるみの数倍の値が付いていたのだ。

「もう、この島のお店はどこもけしからんですわ！」

　その後も散々ショッピングモールの中を練り歩いたが、どこもかしこもヤバイ品を扱あつかう危険な店ばかりで、その正体に最後まで気付かなかったアルセーヌはあまりの高額さに憤ふん慨がいしてしまった。

　頰ほおを膨ふくらませたアルセーヌに続き、十四代目も疲つかれ切った顔でショッピングモールを後にする。無論、今も尾行者たちを引き連れたままだ。

「アル。ちょっと飲み物でも買って、どこか見晴らしのいいところで休きゆう憩けいしよう」

　十四代目とアルセーヌは近くの普通の露ろ店てんでシチリア産の赤いオレンジジュースを二つ購こう入にゆうすると、街の中央に位置する広場へと移動した。

　広場は大きく円形にスペースを取っており、屋外で旅行者たちが気ままに利用できるよう、それなりの数の椅い子すやテーブルが並べられていた。

　二人はそのうちの一つに腰こしを下ろし、テーブルを挟はさんで向かい合う。それに伴ともない、周囲の席もちらほらと埋うまっていく。尾行者たちがそれとなく腰を下ろしているのだ。

「アル。なるべく自然に、これから僕の台詞せりふに話を合わせて欲しい」

「どういうことですの？」

　周囲の状況などまるで知らず、美味しそうにジュースのストローに口をつけていたアルセーヌが、戸と惑まどいの表情を浮かべた。

「だから、そういう顔をしないで。今まで通りの態度のまま、僕らが会話をしているように演出して欲しいんだ。そうだね、周囲にはカップルか何かにでも見えるように」

「か、かかか、カップルですの？」

　頰を赤らめて上ずった声を上げるアルセーヌを尻しり目めに、十四代目は自然な仕草でテーブルの上に肘ひじをつく。

　その際、服の袖そでに取り付けておいた小型マイクを口元に近づけ、指に隠し持っていたイヤホンを自分の片耳に押し込んだ。そうして、混乱するアルセーヌに小さく目配せをし、十四代目はマイクに向けて語り始める。

「もしもし、首しゆ尾びはどうだい？」

「きょ、きょ、今日はとってもいいお天気ですわね！」

　何やらどこかと連れん絡らくを取り始めた十四代目へと、アルセーヌは上ずった声のまま相あい槌づちを打って会話を演じる。

「こちらで視認しただけでも二十はいる。そちらからはどう見える？」

「と、とっ、とと、とっても素す敵てきな、で、でで、デート日和びよりだと思いますわ！」

「そんなに。どうやら尾行に関しては僕より上手な参加者もいるらしい」

「そ、そんなに？　わたくしたち、そんなにカップルに見えますの？」

「手に入れた顔写真は後で受け取る。報ほう酬しゆうは千両箱一つと言っていたが、働きによっては上乗せも考えよう。じゃ、今後もよろしく頼む」

「う、うい。こ、こちらこそ今後ともよろしくお願い致いたします……」

　十四代目が連絡を終えた頃ころには、アルセーヌはジュースを飲み干し、顔を真っ赤にして肩かたを縮こまらせていた。

「ん？　どうしたんだい、アル？」

「ふ、不ふつ束つか者もので、ご迷めい惑わくをかけてしまうかと思いますが……」

「ああうん、ありがとう。会話のフリはもういいよ」

「え？　あ、そ、そうでしたわね。フリでしたわね」

　もじもじとしていたアルセーヌは、消え入りそうな声で返事をした。連絡に集中していた十四代目はどうして彼女が赤面しているのか理解が及およばない。

「アル、熱でもあるのかい？」

「大だい丈じよう夫ぶですわ！　大丈夫ですもの！」

「ふうん、まあ、問題ないならいいんだけど」

「……と、ところで、どなたとお話しなさっていたんですの？」

　声を潜ひそめてアルセーヌが十四代目に尋たずねた。
















「いや、この大会のルールには目を通したけれど、他の参加者に危害を加えない限り、使えるものは何でも使っていいってルールだったからさ」

　十四代目はマイクとイヤホンを隠かくし、自分のジュースを口に含ふくんだ。

「凄すご腕うでの協力者を雇っておいたんだ」

「協力者ですの？」

「本来、どんな怪かい盗とうも一人きりで盗ぬすみを成功させるのはなかなかに難しい。それが難度の高い仕事なら尚なお更さらさ。初代ルパンにだって、子分がかなりいたと聞く」

　そう言って、十四代目はコップの中の氷を一つ頰張り、不敵に微笑ほほえむ。

「鼠ねずみ小こ僧ぞう次じ郎ろ吉きち。それが僕らのもう一人の仲間の名前さ。僕の家が代々日本の関西を縄なわ張ばりにしてきたのに対し、向こうは関東を根城にしている。日本代表に選ばれなかったことを根に持って、快く引き受けてはくれなかったんだけどね。結構な額の報酬を用意して、何とか助すけっ人とになってもらったのさ」

　十四代目が口にしたのは、江え戸ど時代の有名な大おお泥どろ棒ぼうの名だ。初代鼠小僧は、裕ゆう福ふくな商人や大名の家に忍しのび込んでは多額の金銭を盗み取ったという、凄腕の盗人である。

　彼の呟つぶやきとともに、街の喧けん騒そうに交じって誰かのくしゃみがアルセーヌにも聞こえた。

「そんな方とお知り合いだったんですの？」

「日本は狭せまいし、有名な泥棒も少ないからね。現代は警察のほうが泥棒なんかより遥はるかに優すぐれているし、ま、持ちつ持たれつって関係がここ何代か続いている。幼おさな馴な染じみみたいなものだよ」

　旅客機での一件でアルセーヌの存在は知れ渡わたり、目立ってしまった。

　十四代目はそれを逆手に取り、あえて彼女を人通りの多い場所へ連れ回し、囮おとりにしたわけである。機上で隣席だった十四代目の姿も常に隣となりにあり、尾び行こう者しやも自分たちを監かん視ししている第三者にまでは気が回らなかったようだ。

　もっとも、参加者全員がこの囮に引っ掛かかったわけではない。警けい戒かいし、敢あえてアルセーヌを無視した泥棒たちも数多くいた。

「そういえば、先日ニッポンでわたくしが鍵かぎ開けに挑ちよう戦せんしていた時、ムッシュがどなたかと連絡を取っていらっしゃった覚えがありますわ」

「正解。本当なら鼠小僧以外の、普ふ段だんから付き合いのある子分たちに情報収集を任せたかったところだけど、こんな悪党のリゾート地に東洋人がぞろぞろといるのも不自然だからね。お金はかかるけれど、少数精せい鋭えいで行くべきと思ったのさ」

「なるほど……ムッシュは賢かしこい方なのですね」

　感心するアルセーヌの顔を、十四代目はため息交じりに見つめる。

「アルも本当なら一味を連れて来るべきだったんだよ。これほどの大会に単身挑いどもうとしている泥棒はさすがにキミだけだろう」

「あら。わたくし、一人ではありませんわ」

　そう言って、アルセーヌは十四代目へと微笑みかける。

「だって、頼たのもしいパートナーがいてくれますもの」

　その笑顔と言葉に、十四代目は耳まで真っ赤にして、つい顔を背そむけてしまった。

「い、言っておくけれど、僕は必要となったらキミを捨て駒ごまにすることもありうるんだぞ。あくまで僕の狙ねらいは優勝のみ。泥棒なんて所しよ詮せんは悪党だし、信用し過ぎるものじゃない」

　瞬しゆん間かん、耳から離はなしていたイヤホンから、ノック音が二度、微かすかに漏もれた。鼠小僧側からの連絡の合図である。普ふ通つうなら音など聞こえるはずもないが、泥棒として鍛きたえられた十四代目の聴ちよう力りよくをもってすれば反応も可能だった。

　極ごく小しようの音量を聞き分け、彼はすぐさま自然にイヤホンを再び耳に装着する。

『デレデレするな、バーカ』

　イヤホンを通して聞こえてきたのは、少女のぶっきらぼうな声だった。当代の鼠小僧次郎吉の名を継けい承しようした幼馴染からの一言に、十四代目は痛つう恨こんの表情を浮うかべる。

「修行が足らない……」

「ところでムッシュ。その鼠小僧さんは男性ですの？」

「え？　もちろん初代鼠小僧次郎吉は男だったけれど、当代の鼠小僧は女の子だよ」

「……先ほど幼馴染とお伺うかがいしましたけれど」

「うん。一度も男の幼馴染とは言っていない」

　途と端たん、終始上じよう機き嫌げんだったアルセーヌは何故なぜか突とつ然ぜん頰ほおを膨らませ、席を立ってしまった。

「ちょ、アル、どうしたんだよ！」

「わたくし、小僧と言うからてっきり男性の方かと思っておりました！」

「だから、それでどうしてキミが怒おこるのさ！」

「女は、殿との方がたの隠し事に別の女が関かかわると不機嫌になるものなのです！」

　十四代目も席を立ち、彼女の背を慌あわてて追う。

『やーいやーい、バーカバーカ』

　再びイヤホンから次郎吉の声が彼の耳に届いた。

「どういうことかまるで理解が及ばない！　やっぱり修行か！　何かしらの修行が足りないっていうのか！」

　泥棒としては優ゆう秀しゆうな十四代目も、女心を学ぶ修行は未経験なのだから、男女の機き微びに関しては年相応の少年でしかなく、困り果てるのも無理はなかった。
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　その夜、十四代目とアルセーヌは世界大泥棒選手権の開会セレモニーに参加すべく、会場となる街の巨きよ大だいドームへと足を運んだ。

　もっとも、ドームでは目下サーカスが行われている。アンダーグラウンドな住人たちの祭が開かい催さいされるのは、その地下だ。参加者だけが立ち入ることを許されたエレベーターを使い、二人はセレモニー会場へと降り立つ。

　そこには、古今東西の泥棒の子孫たちが勢せい揃ぞろいしていた。ざっと八十人はいるだろう、誰だれも彼もが正体を隠すために仮面をつけている。出いで立ちも周囲に軽かろんじられないよう正装しており、まさに仮面舞ぶ踏とう会かいといった様相だ。

　もちろん十四代目とアルセーヌもまた、それぞれタキシードとドレス姿で、お互たがい顔を隠す仮面をつけていた。十四代目は純和風の狐きつねのお面で、アルセーヌは黄金こがね色いろのアイマスクだ。

「まさしく、世に盗ぬす人びとの種は尽つきまじ」

「どうかなされたんですの、ムッシュ？　それに今のお言葉は？」

「いやね、今のは我が先祖の辞世の句の一部さ。世の中から泥棒がいなくなることはないって意味だよ。この会場にいると、何だか初代の言葉に実感が湧わくなあ、と思ってさ」

　十四代目は、自分やアルセーヌを含めた各国を代表する大泥棒の末まつ裔えいたちが賑にぎ々にぎしく集まっている会場の景色を眺ながめ、仮面の奥で感かん慨がい深げに目を細めていた。

　名高い泥棒たちが何代にもわたって繁はん栄えいを続けている証明とも言える景色に、彼はある種の感動を覚えている様子だった。

「もしここに警察官がいて、僕ら全員を捕つかまえられたとしたら、その警官がどんなノンキャリアでもインターポールの最高幹部か各国の警視総そう監かんクラスに出世できるだろうね」

「ウイ。何せ伝説級の泥棒たちの子孫がこうして一堂に会しているのですから」

　配られたパーティグラスを片手に、十四代目とアルセーヌが冗じよう談だん交じりに呟き合う。

　とはいえ、この島に警察官が捜そう査さで立ち入ることは不可能だろう。世界中の悪党が結束し、妨ぼう害がいしているのだ。普段は利権争いに明け暮れる彼らも、悪党の楽園が脅おびやかされることになれば、一いつ致ち団結して外敵を排はい除じよする。

「それにしても、おかしな扮ふん装そうをされている方も何人かいらっしゃるようですわね。特にあの方は、わたくしが言うのもどうかと思いますけれど、とっても場ば違ちがいですもの」

「アルに言われるのは向こうも心外じゃないかな」

　アルセーヌが指差したのは、会場の一角で演説している少女だった。

　目元はサングラスで隠しているものの、その少女は何とシスターであった。どこからどう見ても神にその身を捧ささげた修道女なのである。しかも彼女は居並ぶ悪党たちを相手に、何と神の教えを説いて聞かせているのだ。

「いや、しかし、アルが言うのももっともだ！」

「でしょう？　さすがにあれはわたくしも頭を抱かかえてしまいますわ」

　シスターの姿に、アルセーヌ以上に泥棒の祭典に不似合な人間などいないだろうとタカをくくっていた十四代目は、すぐさま考えを改めた。

「まったく、どこの国の代表なんだか」

「オレの見立てでは、彼女はアメリカ人だ」

　思わず呟いた十四代目だったが、耳元で突とつ然ぜんささやかれ、すぐさま身構える。

「何者だ！」

「どうしたんですの、ムッシュ？」

　小首を傾かしげるアルセーヌを庇かばうように、十四代目は声の主へと向き直った。

　黒地の布マスクをつけているため正体は分からないが、ラテン系らしい彫ほりの深い顔立ちの、赤あか髪がみの青年だった。

「これは失敬失敬、お騒さわがせしてしまって済まないセニョール、セニョリータ。オレの名はディエゴ。スペイン代表のドン・ディエゴだ」

　赤髪の青年は気取った態度で優ゆう雅がに一礼した。

「ドン・ディエゴ？　そんな泥棒いたっけ？」

「わたくしも覚えがありませんわ」

　十四代目とアルセーヌが顔を見合わせたところ、ディエゴと名乗った青年はがっくりと肩かたを落とす。

「アンタら酷ひどいな！　スペインのドン・ディエゴといったら、かの有名なアルセーヌ・ルパンと並ぶ、もう一人の怪盗紳士とまで言われたほどの大泥棒だぜ！」

　すぐさまディエゴは気さくな様子で文句を言ってきた。どうやら気取った態度は取り繕つくろったもので、こちらが彼の素すなのだろう。

「いや、知らない。聞いたこともない」

「ムッシュ、そんなこと言っては失礼ですわ。どんなドロボウさんも、自分の国では有名でも余所よその国ではまったく知られていないのが普通ですもの」

「大体、ドン・ディエゴってスペインじゃありきたりな名前だろう。日本で言うところの太た郎ろうみたいなものじゃないのか」

　ボソボソと耳打ちしあう十四代目とアルセーヌに対し、ディエゴは懸けん命めいに弁解する。

「言いがかりも甚はなはだしいぜ！　第一、スペインで最も多い名前はドン・ホセとカルロスだ。ディエゴはさすがにそれより少ないぞ」

「あー、分かった。分かったから落ち着いてくれ。日本で言うところの三さぶ郎ろうなんだな。よーく分かった。で、どんな行いをして有名になった泥棒なんだい？」

「何だか馬ば鹿かにされている気がするんだが……セニョール、追い剝はぎと言ったらさらに馬鹿にするか？」

「とんでもない。追い剝ぎも立派な泥どろ棒ぼうさ。この場に相応ふさわしいかどうかはさておきね」

　十四代目の反応にディエゴは肩をすくめた後、不意にアルセーヌへと顔を近付けた。

「しっかし、こんなに魅み力りよく的なパリジェンヌが当代の怪盗紳士ルパンなのか。驚おどろきだぜ」

「ええっ！　どうしてわたくしの名前を知っていらっしゃるんですの！」

「どうしてってそりゃ、一日かけてあれだけ宣伝していたんだ。もうこの島でアンタのことを知らない奴やつはいないって」

「まあ！　どうしましょうムッシュ」

　上品に驚くアルセーヌに、十四代目も苦笑を禁じ得ない。

「ところでディエゴ。僕やアル相手に名乗ってしまって良かったのか。この大会の今後を考えれば、素性は明かさず隠かくしておいたほうが有利だろう」

「そう言われてみればそうですわね。わたくしやムッシュが偶ぐう然ぜんあなた様の名前を知らなかったから良かったものの」

　またも名前を知らないと言われてディエゴは再び肩を落としていたが、開き直って不敵な笑えみを浮かべた。

「何の問題もないぜ。オレとアンタたちには、泥棒としての共通点があるからな。正体がバレたとしても、外げ道どうじみた真似まねはしないと信しん頼らいできる」

「共通点？　アルはともかく、僕の正体も知っているかのような口ぶりだな」

「なあに、大会開始前にルパンとつるんでいるとなると、それはつまり元々知り合いだってことだろ？　ルパンと縁えんのあるニッポンの泥棒なんて、候補は限られるぜ」

　ディエゴの推理に、十四代目は内心ひやりとした。そもそも、十四代目の父である十三代目は、前大会の参加者であり、先代ルパンのライバルの一人なのだ。そこから辿たどれば、目の前の赤髪の青年が十四代目の正体を調べ上げていたとしても不思議ではない。

「ズバリ、怪かい人じん二に十じゆう面めん相そうだな！」

　だが、切れ者かと思わせたのも束つかの間、ディエゴは破顔一笑し、馴なれ馴れしく十四代目を肘ひじで突つついた。その様子はどこからどう見てもただのお調子者だ。

「違ちがいますわ。ムッシュのお名前は──むぐ」

　アルセーヌの失言の気配を察し、十四代目はすかさず彼女の口を塞ふさいでいた。そして、仮面の下から警けい戒かいの眼まな差ざしをディエゴへと向ける。

「カマをかけてアルがうっかり僕の名前を出すことを期待したのか？　油断のならない奴だな」

「買い被かぶりだって。まあ、名乗る気がないのなら、とりあえずはフランシスとでも呼ばせてもらうとしよう。大会ではライバルだが、仲良くやっていこうぜアミーゴ！」

　ディエゴがそう口にした瞬しゆん間かん、セレモニーの開催を告げるメロディが会場中のスピーカーから流れ始める。

　大泥棒たちが歓かん談だんを止やめ、手にしていたグラスをテーブルへと戻もどす中、次いで、今まで閉じられていたメインホールへと続く巨大な扉とびらが開いた。

『皆みな様さま、長らくお待たせ致いたしました。定刻となりましたのでホールへとお進み願います』

　さらには、スピーカーから慇いん懃ぎんな口調の男の声が聞こえてきた。

　しかし、世界各国から集められた泥棒の子孫たちは、誰もホールへ足を踏ふみ入れようとしない。何の警戒心も持たないアルセーヌだけが二、三歩進んだあたりで、誰も歩き出さないことに怪け訝げんな表情を浮うかべた。

「皆さん進みませんの？」

　小首を傾げるアルセーヌだったが、十四代目ですら、隣となりにいるディエゴと無言で見つめ合うばかりだ。次に彼女は周囲の参加者たちへと顔を巡めぐらせたが、一向に誰もホールへ移動しようとしないので、ため息をこぼして一人背を向けた。

「ではお先に失礼致しますわ」

　そう言って、アルセーヌはホールへと足を踏み入れていく。

「あれが当代のルパンか」

「まったく大だい胆たん不ふ敵てきにも程ほどがある」

「どんな罠わなが待ち構えているかも分からないのに」

「見かけによらず肝きもっ玉は鋼鉄製だな」

　他ほかの参加者たちから称しよう賛さんや感かん嘆たんの声が上がったが、どうして彼らがそれほど感服しているのか、アルセーヌにはまったく理解が及およばなかった。

「もしかしてレディファーストなのでしょうか？　皆さんドロボウさんなのに、とっても紳しん士し的ですわ」

　地上のサーカス会場と同規模の巨大なメインホールには、無数の座席が用意されており、さらには全すべての席に世界各国の国旗マークが設置されていた。

　また、ホールの壇だん上じようには仮面で顔を隠した司会者姿の中年の男が立っており、マイクを手に、参加者たちの入場を待ちかねている様子だった。先ほどのスピーカーの声の主もどうやら彼のようだ。

「ようこそ。勇気あるマドモアゼル」

「ウイ、ご招待をお受けすることに致しましたわ。怪盗紳士アルセーヌ・ルパンの名にかけて」

　一礼とともに語りかけてきた司会者へと、アルセーヌが微笑ほほえんだ。

　彼女にとっては、この大会の主しゆ催さい者しやとそのスタッフは全員が敵も同然である。何せ彼らはルパンの屋や敷しきに忍しのび込み、黄金の懐かい中ちゆう時計を盗ぬすみ出しているのだ。

　しかしアルセーヌは毅き然ぜんとした態度で壇上の司会者を見み据すえ、そのまま素直にフランス代表の席に腰こしを落ち着ける。

　そして彼女は、さらに周囲を驚かせる行動に出た。

　あろうことか仮面を外し、素顔を晒さらしたのだ。これには参加者たちはもちろん司会者さえ絶句し、すまし顔を見せるアルセーヌへと驚きよう愕がくの目を向けている。

「どうかなさったのですか？　わたくし、何かおかしいことをしてしまいまして？　席についたら帽ぼう子しやマスクを取るのは当然のエチケットでしょう？」

　アルセーヌはどうして自分がそんな目で見られるのか分からず、微び笑しようを浮かべたまま上品に小首を傾げた。

「大物だ……さすがは怪盗紳士ルパンの末まつ裔えい……」

　アルセーヌの態度に参加者たちは感心しきっていたが、しかし、依い然ぜんとして誰だれもホールに入ろうとはしていない。

「あれはマズイな」

「同感だぜ、フランシス」

　扉の外から室内の様子を眺ながめていた十四代目が、傍かたわらのディエゴへと苦々しげに語りかけていた。一方のディエゴも困り顔だ。

「もうとっくに正体がバレているアルは別にしても、これだと自分がどこの国出身の泥棒なのか大っぴらにするようなものじゃないか」

「オレも気前はいい方だが、正体を明かす相手は選びたいぜ」

　何せ、指定された席に腰を下ろした時点で正体がバレる可能性があるのだ。いくら顔を隠しているとはいえ、特とく徴ちようは記き憶おくされてしまう。

　それが理由で、十四代目やディエゴを含ふくめた全員が二の足を踏んでいるのだ。

「ん、待てよ……あるいは、今が切り札の使いどきか？」

　不意に十四代目は顔を上げ、周囲の様子を窺うかがった。

　そして、何やら悪わる巧だくみでもしたのか、仮面の奥で酷こく薄はくな笑みを浮かべ、わざとらしく大おお仰ぎように肩をすくめてみせた。

「やれやれ。世界に名立たる泥棒たちの子孫と言うからどれほどのものかと期待したが、どうやらあんな小さな女の子にさえ後おくれを取る臆おく病びよう者ばかりらしい！」

　十四代目の突然の嘲ちよう笑しように、参加者たちを取り巻く空気が一変する。

「お、おいフランシス……」

「だってそうだろう？　当代のルパンは自らの姿を晒すことに何の躊躇ためらいも持たないのに、誰も彼女に続こうとしない。それとも何かな？　キミたちが偉い大だいな先祖から継けい承しようした名は、やはりアルセーヌ・ルパンに比べれば格が落ちるのかい？」

　侮ぶ蔑べつの言葉は続き、参加者たちは怒いかりで顔色を変える。

「まあ仕方ないか。所しよ詮せんは、自分の国で名を馳はせただけのローカルな泥棒なんだろう。ここでマスクを取って名を明かす勇気もない。泥棒としての矜きよう持じもなければ見栄もない。そういうコソ泥しかいないんだろう。ハッ、小さい小さい」

　そこで言葉を切って、十四代目は仮面とタキシードを脱ぬぎ捨てた。一瞬のうちに着き替がえ終えたのは、彼の大泥棒としての正装だった。

　闇やみに溶とけ込む黒装しよう束ぞくの上から、豪ごう華か絢けん爛らんな金装そう飾しよくが施ほどこされた分厚いドテラを羽織っている。まなじりにはアイシャドウのように朱しゆの隈くま取どりを入れ、今までアルセーヌには見せることのなかった悪党じみた笑みを口元に張り付けている。

「僕はルパンに続かせてもらうとしよう」

　歌か舞ぶ伎きじみた大見得を切り、十四代目は片目を鋭するどく開眼する。

「今大会に優勝して世界一の座を盗み取るのは、日本代表、天下の大泥棒こと、十四代目石いし川かわ五ご右衛え門もんだ！」

　十四代目はそう言うなり、怒りのあまり摑つかみかかってきた一部の参加者たちの手を華か麗れいに搔い潜くぐり、見事な跳ちよう躍やくでもってホールの中へと飛び込み、飄ひよう々ひようとした足取りで日本代表の席へと向かった。

　石川五右衛門。

　日本を代表する泥棒と言われれば、十中八九、日本人なら誰もがその名を挙げるだろう。大昔の日本で名を馳せた天下の大泥棒であり、度たび重かさなる悪事の末、生きたまま大おお釜がまの油で煮にられるという、世界に類を見ない方法で処しよ刑けいされたことはあまりにも有名だ。

　先祖代々泥棒稼か業ぎように手を染め、数えて当代で十四代目、これこそが今まで隠されていた少年の名であった。

　ホールに歩みを進めた五右衛門は日本代表の席にどっかりと腰を下ろし、アルセーヌと司会者に向けて軽く手を振ふってみせる。

「ムッシュー？　なんだか雰ふん囲い気きがとってもダーティですわ」

　五右衛門の豹ひよう変へんぶりに、アルセーヌはびっくりした様子で目をぱちくりとさせている。

「……挑ちよう発はつだな」

　残されたディエゴは、突とつ如じよとして正体を明かした五右衛門の態度からその狙ねらいを察し、ため息をこぼしていた。

「しっかし、効果はてき面だぞこりゃ」

　五右衛門の芝しば居いがかった嘲あざけりが挑発であることくらい、ディエゴ以外の参加者たちも見み抜ぬいていたに違いない。

　だが、先祖への侮ぶ辱じよくを甘んじて聞き流すには彼らのプライドは高すぎた。

　それも仕方のないことだろう。この会場に集まった全員が、かつて世間を震ふるえ上がらせた大おお泥どろ棒ぼうの子孫であり、尊敬する先祖の名を受け継ついでいる。

　だからこそ、名を明かせば不利になると分かっていながらも、彼らは五右衛門の安い挑発に乗らざるを得なかった。古今東西どんな悪党も、面子めんつを守ることを最優先に考えるものだ。

　いや、むしろ嬉き々きとして乗っかったのかもしれない。実のところ、彼らは名乗りたくてうずうずしている様子だ。何せこの場の全員が、自分の名前が本国で有名過ぎるあまり、世界規模でも知れた名だと信じて疑っていないのだ。

「アッタマきた！　そのケンカ、買ってやるッ！」

　ざわめきだす参加者たちの中から突如として少女の怒りの声が上がるとともに、数発分の銃じゆう声せいが響ひびいた。

「うわああああ！　鉄てつ砲ぽう撃うちやがったのはどこのイカレ野や郎ろうだ！」

「こんなところに銃なんぞ持ち込むヤツがあるか！　暗あん黙もくの了りよう解かいだぞ！」

　騒そう然ぜんと悲鳴を上げる参加者たちだったが、拳けん銃じゆうを天てん井じようへと向けたその少女は、更さらなる威い嚇かく射しや撃げきで周囲を黙だまらせる。

　そうして彼女はモーゼのように人の群れを真っ二つに割り、ホールへと歩みを進めた。銃を手にしているのは何と、先ほどまでこの場で神の教えを説いていた、青い修道服姿のシスターであった。

　彼女はサングラスを乱暴にかなぐり捨て、素す顔がおを露あらわにする。その下に隠かくされていたのは、神の教えを守る修道女にあるまじき、凶きよう暴ぼうな肉にく食しよく獣じゆうの如ごとき目つきだ。どんなギャングも裸足はだしで逃にげ出す凄味があった。

「アメリカ合衆国代表、ジェシー・ジェイムズだッ！」

　ジェシーと名乗った少女はシスター服のスカートを蹴け飛とばして、太ふと股ももに巻き付けたガンベルトのホルスターへと銃を戻し、アメリカ代表の席に腰を下ろす。そして遠く離はなれた五右衛門に向け、何と中指をおったてた。

「……それがシスターのすることか」

「まあ！　女の子がなんてはしたない！」

　ジェシーの仕草を見、五右衛門とアルセーヌがそれぞれの席で頰ほおを引きつらせる。

　と、たじろぐ五右衛門のすぐ隣の席に、音もなく降り立つ人ひと影かげが一つ。突とつ然ぜんの襲しゆう来らいに身構える五右衛門を冷然と見下ろしたのは、彼と同じ東洋人の青年だった。

　暗色の衣服に身を包んだ長身瘦そう軀くのその男は、たなびくマフラーをずらし、口元を露わにする。

「韓かん国こく・北きた朝ちよう鮮せん代表、洪ホン・吉ギル童トン」

　再びマフラーで口元を隠すと、洪吉童は明らかな敵意を滲にじませた目で、五右衛門を睨にらみつけた。

「ホン・ギルトン？　ふーん、お隣さんか。雰囲気が穏おだやかじゃないな」

　五右衛門の軽口に洪吉童は何の返事も寄よ越こさなかった。二人はそのままお互たがい無言で睨み合い、火花を散らす。

　もちろん、アルセーヌや五右衛門の後に続いたのはジェシーや洪吉童だけではなかった。その他の参加者たちも仮面を外し、ホールへと怒ど鳴なり込んでくる。

　五右衛門と洪吉童に並ぶ中国代表席。そこに腰を下ろしたチャイナドレス姿の美少女は、いがみ合う二人の姿を見、古風な口調で語りだす。

「我われは天てん魁かい星せいの宋そう江こう。中国が誇ほこる世界最強の盗とう賊ぞく団だん、梁りよう山ざん泊ぱくの頭領じゃ。ぬしらも水すい滸こ伝でんくらい読んだことはあるじゃろう？　同じ東洋人のよしみで、我のおムコさん候補にしてやってもいいんじゃぞ？」

「結構だ！」

　大きく開いたドレスの胸元から婚こん姻いん届とどけを取り出した宋江の申し出に、五右衛門と洪吉童は一転して声を揃そろえて拒きよ否ひする。

　瞬しゆん間かん、何の前まえ触ぶれもなくセレモニー会場全体が大きく震え始めた。会場の奥に飾かざられていた巨きよ大だいな甲かつ冑ちゆうがひとりでに動きだし、地じ響ひびきとともにホールへと押し入って来たのだ。

「オーストラリア代表、ネッド・ケリー。勇ゆう敢かんなる鎧よろいのブッシュレンジャーだ」

　メタルヴォイスじみた声とともに、誰もが置物と思っていた甲冑はオーストラリアの席に鎮ちん座ざし、フルフェイスの兜かぶとの奥からカメラアイの輝かがやきを発した。

「ドロボー……？」

「ロボ……？」

　大会参加者たちは啞あ然ぜんとしているが、大だい迫はく力りよくのネッドの甲冑姿は仮装ではなく正装だ。ネッド・ケリーこそ世にも珍しい金属鎧で武装した強盗であり、当時のオーストラリアで恐きよう怖ふの象しよう徴ちようと言われた兜や鎧は、現代では完全にロボットと呼んで差し支つかえがないほどに進化していた。

「イタリア代表、シチリアのロビン・フッド、山さん賊ぞくサルヴァトーレ・ジュリアーノ！」

　続けてホールに入ってきたのは、武骨なロボットとは正反対の誰もが見み惚ほれる美男子だ。しかし、優やさ男おとこじみたその外見とは裏腹に、彼が口にした名は、世界で最も恐おそれられたシチリアマフィアのゴッドファーザーが唯一恐れた残ざん虐ぎやく過激なシシリアンの名であった。

「インド代表、盗賊女王プーラン・デーヴィーです。よしなに」

　荒あらくれ者の集団には似つかわしくない礼れい儀ぎ正しい一礼とともに、褐かつ色しよく肌はだの美少女が姿を現す。とはいえプーラン・デーヴィーといえば、故国のカースト制度を破は壊かいすべく、半生を盗賊団の女首領として、残る半生を政界で国会議員として戦い抜ぬいた女じよ傑けつの名だ。

　マレーシア代表は、ターバンとサングラスがトレードマークの盗賊ハリマオ。ブラジル代表は、カンガセイロ夫婦として知られるランピアンとマリア・ボニータのタッグ出場。そしてアイルランド代表は女海かい賊ぞくアン・ボニー。

　他ほかにも数え切れないほどの大泥棒たちの名前が列挙されていく。最も早はや、謎なぞの司会者の存在など完全に蚊帳かやの外だ。

「やれやれ。フランシスの目もく論ろ見み通り、どいつもこいつもハメを外しやがって」

　スペインのドン・ディエゴも、渋しぶ々しぶ素顔を晒さらして自分の席へと足を運んでいた。五右衛門の挑発に乗り、誰だれも彼もが素性を明かしているせいで、むしろ顔を隠していては逆に目立つと判断したのだろう。

　今も名乗りの怒ど号ごうが飛び交かい続けているホールの様子を、最初に着席していたアルセーヌは丸々と目を見開いて、驚おどろきとともに見つめていた。

「皆みなさん、とってもやる気充じゆう分ぶんですのね。張り切り過ぎてケガなどなさらなければいいのですけれど」

　この事態を引き起こしたのが自分の破は天てん荒こうな行動にあるなどと、彼女は夢にも思っていないだろう。

「──お隣となりいいかしらぁ、ミス・ルパン？」

　そんなアルセーヌの隣の席に、一人の少女が歩み寄ってきた。一見してアルセーヌと同年代くらいの、何やら挑発的な目つきの美少女だ。

　縦ロールの長い銀ぎん髪ぱつとシックな黒のドレス姿は、お嬢じよう様さま然としたアルセーヌにひけをとらないくらいに場ば違ちがいな淑しゆく女じよぶりである。

　少女の灰色の瞳ひとみが、アルセーヌの金髪碧へき眼がんを値ね踏ぶみする。

「イギリスの方ですの？」

「もちろん。だって、もう席はここしか空いていないわぁ。あたくしで最後のようねぇ」

　アルセーヌが少女のためにイギリス席の椅い子すを引き、銀髪の少女は英国式の会え釈しやくとともに腰こしを下ろす。

　彼女の言うとおり、ホールへの入場者はイギリス代表である少女で最後だった。

「会えて嬉うれしいわぁ、アルセーヌ・ルパン。貴女あなたとは是ぜ非ひとも会ってみたいと常々思っていたのよぉ」

「そう言っていただけて恐きよう縮しゆくですわ。わたくしのことをご存じなんですのね。国も近いですし、もしかして今まで家同士で交流があったりしたのでしょうか？」

　同年代の少女相手に警けい戒かい心しんが緩ゆるんだのか、アルセーヌはにこやかに微笑ほほえみかけた。だが、一方のイギリス代表はこの問いかけを意地悪くはぐらかす。

「さぁ、どうかしらぁ。うちの家は秘密主義だもの、接点があったとしても記録は残さないでしょうねぇ。でもでもぉ、共通点はあるわよぉ。強しいて一つ挙げるなら、あたくしの母方のご先祖様と初代ルパンが、同じ人物をライバルとして見ていたことかしらぁ？」
















「うい？」

　意味深な少女の言葉に、アルセーヌは小首を傾かしげる。

「この場でお名前をお尋たずねするのは失礼ですか？　それとも、お尋ねしないほうが失礼でしょうか？」

「んふふ。どちらにせよぉ、答える気のないあたくしのほうが失礼だもの、気にしないで頂ちよう戴だい」

　銀髪の少女は手にしていたステッキを傍かたわらに置くと、両手の指先を突つき合わせながら、まるで映画の開演を待ち侘わびているかのような、期待感に満ちた面おも持もちを見せた。





４






　騒然としていた会場が落ち着く頃ころ合あいを見計らって、司会者から大会の説明が始まる。要約すれば、特筆すべきルールはそう多くはなかった。

　まず、大会期間は一週間。主しゆ催さい側が指定した標的を奪うばい合い、終しゆう了りよう時間に所有していた者が優勝となる。

　次に、盗ぬすみ以上の効率的な手段の禁止。つまるところ、他の参加者を負傷させてリタイアさせるなということである。盗みの際の戦せん闘とう行こう為いは認められているものの、あくまで対象の無力化が目的でなければならないわけだ。もちろん誘ゆう拐かいや殺害など論外である。

　悪党たちの祭典だけあって、この項こう目もくを甘っちょろいとしてブーイングをつけた参加者は少なからずいた。しかし、認めてしまった時点でアメリカのジェシー・ジェイムズが今すぐ拳銃を抜きかねないので、司会者からのきつい念押しが入った。

「ハァ？　ダメなのか！　やろうと思っていたのにさー！」

　その言葉にジェシーは心底残念そうに歯ぎしりをこぼし、そんな彼女の姿に他の参加者は自分たちが守るべき最低ラインを自覚せざるを得なかった。

　そして最後が、島の住人や施し設せつに被ひ害がいを出さないことであった。言ってしまえば、逗とう留りゆう中に大会と関係ないところでの泥どろ棒ぼう稼か業ぎようを禁じられたわけだ。

「これもダメなのか！　めんどーなルールばっかりだな！」

　ジェシーはキレたが、周囲の目は冷ややかである。大会主催側の提示したルールは必要最低限かつ公正なものだ。

「アメリカ人は皆みんなああなのかしらぁ？」

「そ、それは、さすがにないと思いますわ」

　イギリス代表の少女が革手て袋ぶくろ越ごしに指先で眉み間けんを押さえ、彼女の隣でアルセーヌが苦笑とともにフォローを入れる。

「でも、このルールがドロボウさんにとってどのくらい重要な情報なのか、わたくしではまるで分かりませんわ。後でムッシュ五右衛門にお聞きしないと……」

　ふとアルセーヌが離れた席にいる五右衛門へと視線を巡めぐらせてみると、何と彼は未いまだに隣の席の洪吉童と睨み合いを続けていた。

　アルセーヌはため息をこぼし、ルールを確認する。

　先ほど挙げた三つの項目の他には、注意点や禁止項目などほとんど記き載さいされていなかった。五右衛門がしているように、大会参加者以外の泥棒の手を借りるのも禁じられていないし、それこそ参加者同士での一時的な同盟でさえ認められていた。

「イギリスとフランス。隣りん国ごく同士いっそのことぉ、あたくしたちも同盟を組んじゃう？」

　と、ルールと睨めっこを続けていたアルセーヌの耳元で、銀髪の少女が囁ささやいた。

「だ、ダメですわ！」

「さっき口にしていた五右衛門とやらの許可がないとダメってことかしらぁ。まさか、他国の代表同士が大会開かい催さいに先んじて手を組んでいるなんてねぇ」

「ど、どうしてそんなことまで分かるんですの！」

「んふふ。顔に書いてある……なんてクラシックな台詞せりふを口にさせないで欲しいわぁ」

　言い当てられて慌あわてふためくアルセーヌを、イギリス代表の少女はまるでお気に入りのオモチャで遊んでいるかのような顔つきで眺ながめている。彼女のからかいに、アルセーヌは顔を赤らめてしまった。

「皆様、静せい粛しゆくにお願い致いたします」

　そのとき、壇だん上じようの司会者が勿もつ体たいぶった言い方で呼びかけてきた。

「これより、今大会で皆様に奪い合っていただくことになる標的を発表させていただきたいと思います。もちろん、今はこの島にある物でございます」

　ざわついていた面々も、司会者の言葉にようやく黙だまる。

「今回皆様に狙ねらっていただくのは、前大会の優勝者であるアルセーヌ・ルパンのコレクションの一つ、カリオストロ伯はく爵しやくの黄金の懐かい中ちゆう時計！」

　司会者の言葉が終わらぬうちに、参加者全員の目がアルセーヌへと集まっていた。

「……うい？」

　アルセーヌが小首を傾げた途と端たん、参加者たちが動いた。彼らは標的を知らされるや否いなやアルセーヌのもとへと殺さつ到とうし、飛び掛かかってきたのだ。

「わ、わ、わたくし今は時計を持っておりませんの！」

　押し寄せる人の波に涙なみだ目めになったアルセーヌが弁明の叫さけびを上げたが、信じる者などいるはずもなかった。

「じゃあねぇ、ミス・ルパン。グッドラックぅ」

　イギリス代表の少女だけが、巻き込まれないようステッキを手にしてすぐさま飛び退のく。

　残されたアルセーヌは、咄とつ嗟さに逃にげ出すことも出来ず、完全に混乱してしまっていた。このまま参加者たちにもみくちゃにされ、最悪押し潰つぶされるビジョンが彼女の脳裏によぎった、その瞬間。

「アル！　立ち上がってバンザイだ！」

「は、はいですわ！」

　遠くから響ひびいた五右衛門の叫びに、迫せまる参加者たちの姿に震ふるえながらもアルセーヌは反射的にその場で立ち上がり、両手を頭上にかざす。

　五右衛門は常人離ばなれした跳ちよう躍やく力りよくで並み居る参加者たちを軽々と飛び越こえると、アルセーヌが伸のばしていた手をしっかりと握にぎり、彼女の体を引き上げた。

「なんだアイツ、まるでニンジャみたいな動きしちゃってさ！」

　ジェシーを含ふくめた参加者たちが驚きよう愕がくする中、五右衛門はアルセーヌを抱かかえたまま一目散にホールから飛び出し、同時にドテラから煙けむり玉だまを取り出して放り捨てていく。

「ちくしょーッ！　このまま逃がすつもりはないからな！」

　背中から聞こえるジェシーの発はつ砲ぽう音おんに急せかされながらも、五右衛門はエレベーターの中へと駆かけ込んだ。

　洪吉童を始めとした数人の参加者たちが煙をものともせずに背後まで迫っていたが、間かん一いつ髪ぱつ彼らの手が届くより先に扉とびらを閉めることに成功する。

「ムッシュ五右衛門。この、マントに似たお召めし物には一体何が入っているんですの？　先ほどのお手並み、まるで手品のようでしたわー」

「アル……何をのほほんとしているんだい、まったく」

　上じよう昇しようするエレベーターの中、アルセーヌは五右衛門の腕うでに抱だきかかえられたまま、彼の仕事道具一式が入っているドテラを不思議そうに眺めていた。

「いいかい、アル。会場の外は、参加者たちが雇やとっている手下でごった返しているはずだ。となると、彼らの注目を集めながら隠かくれ家がへ逃げ帰るのは難しい」

「もう一度わたくしが時計を持っていないと説明すれば、皆さん分かってくださいませんでしょうか」

「ルパンの言葉を誰だれが素す直なおに信じてくれるんだい？」

「うい……」

　しょんぼりと肩かたを落とすアルセーヌを腕に抱いたまま、五右衛門はエレベーターが地上に出るのを待つ。

　ふとアルセーヌは顔を上げ、不思議そうに五右衛門の顔を覗のぞき込んだ。

「でも、あなた様はわたくしの言葉を信じてくださいましたわ。だからこうして、至らぬわたくしに手を貸してくださっている……どうしてですの？」

「え？　いや、それは……」

「どうしてですの？」

　アルセーヌにまじまじと見つめられ、五右衛門はしどろもどろのうちに細い目を泳がせ、視線を逸そらしてしまった。

「……前にも言っただろう。石川五右衛門は、女の子に弱いんだ」

　そっぽを向いた五右衛門がそう口にした瞬しゆん間かん、エレベーターが地上に到とう着ちやくし、扉が開く。一階では現在上演中のサーカスが盛せい況きようなのか、いくつもの歓かん声せいが上がっている。

「さ、おしゃべりは中断だ。アル、舌を嚙かまないように気をつけて、そして僕の体にちゃんとしがみ付いておくように！」

「ウイ、ムッシュ。あら？　でも、先ほど会場の外には出られないとおっしゃっていませんでした？」

　アルセーヌの疑問に答えることなく、五右衛門はすぐさま駆け出す。その足は会場の外ではなく、逆方向に位置するサーカスの舞ぶ台たいへと向かっていた。

「こちら五右衛門、今到着した！」

　五右衛門は鼠小僧次郎吉と連れん絡らくを取るための袖そでのマイクを口元へと近付け、アルセーヌを抱えたまま観客席へと飛び込む。

　同時に、観客席の各所から、先ほど五右衛門が使用した煙玉と同種の爆ばく発はつが起こった。突とつ然ぜんの煙に、観客たちは悲鳴を上げて逃げ惑まどう。

「なるほどですわ。この騒さわぎに乗じて逃げ出すわけですのね！」

　感心するアルセーヌを運びつつ、五右衛門は一目散に観客席の一角を目指す。そこには、騒そう然ぜんとする観客たちの中でただ一人、落ち着いた様子で席に腰こしを下ろしている少女がいた。

「わ、わたくし？」

　彼女の姿に、アルセーヌが目を丸くする。

　金きん髪ぱつ碧へき眼がん、優ゆう雅がな佇たたずまい、清せい楚そなドレス、どれをとっても、観客席の一角にいた少女はアルセーヌ・ルパンそっくりだったのだ。

「初めまして。あたしが噂うわさの鼠小僧次郎吉だよ」

　アルセーヌに向け、もう一人のアルセーヌは得意げにブイサインを披ひ露ろうする。

「じろちゃん、打ち合わせ通りに頼たのむ！」

「合点合点。そう急かさないでよ、ごっちん」

　焦あせる五右衛門に対し、アルセーヌに扮ふんした次郎吉は観客席の下からごそごそと着ぐるみを取り出した。このサーカスのマスコットキャラクターであるクマの着ぐるみだ。あらかじめ次郎吉が失敬していたらしい。

「まあ！　大きなクマさんですわー」

「さ、アルちん、これに着き替がえて。早く早く」

「アルちん？　わたくしのことですの？」

　戸惑うアルセーヌは、次郎吉によってひょうきんなクマの着ぐるみを頭から被かぶせられてしまった。

「ど、どういうことですの？　どういうことですの？」

　わけの分からぬまま着ぐるみ姿で首を傾かしげるアルセーヌを尻しり目めに、五右衛門も素早く変装を済ませていた。目立ちすぎるドテラを脱ぬぎ、サーカスのピエロに扮している。

「最初に言っただろう、アルの正体が早々にバレてしまった以上、人目につかず隠れ家に向かうのは至難の業わざだと。開会セレモニーがどう転ぶにせよ、初めからこうして騒ぎを起こすつもりだったんだ」

「ごっちんは人使いが荒あらくて困るね」

　ピエロの鼻をため息交じりに突つつきながら、次郎吉が唇くちびるを尖とがらせる。

「すまない、じろちゃん。囮おとりを頼む」

「合点。何とか逃げおおせてみる。隠れ家で合流しよう」

　次郎吉は軽く頷うなずくと、ピエロと着ぐるみをその場に残し、逃げる観客たちの中に紛まぎれてしまった。

　人ごみの中へと消えたウィッグの金髪とドレスの後姿を、五右衛門は頼もしげに見送る。

「理解が及およびましたわ。つまり、マドモアゼル次郎吉がわたくしの身代わりを務めている間に逃げる手て筈はずですのね」

「アルに初代ルパン譲ゆずりの変装術があれば、話はもっと楽だったんだけどね」

「お手数をおかけします……」

　縮こまろうとする図体のデカいクマの着ぐるみの手を引き、ピエロが駆け出した。二人は逃げ惑う人ごみに紛れ込み、そのまま会場の外を目指す。

　時を同じくして、屋外からも悲鳴が聞こえてきた。さらには動物たちの声まで聞こえてきている。どうやら、屋外の檻おりに閉じ込められていたサーカスの動物たちを次郎吉が解き放ったらしい。

　今しがたジェシーや洪吉童など地下にいた大勢の参加者たちも地上に到着したが、彼らはエレベーターから飛び出すなり、予想だにしていなかった事態に戸惑う。

「やれやれ。こっちは初日からマジメにやるつもりはないっていうのに、とんだとばっちりだぜ。この有様じゃ、ディナーの予約をしている店に辿たどり着くのも一苦労じゃないか」

　参加者たちのほとんどがアルセーヌを追いかけようとしているが、人の流れに逆らうことが出来ずに四苦八苦している。そんな光景を尻目に、ディエゴは困り顔でため息をこぼしていた。

「当代の石川五右衛門はなかなかの切れ者ねぇ」

　喧けん騒そうを他人ひと事ごとのように眺めながら呟つぶやいたのは、イギリス代表の少女だ。

「あたくしの見たところぉ、大だい胆たん不ふ敵てきという点においては、おそらく今大会の参加者の中でも二か三はくだらないって感じかしらぁ。んふふ、一番はあたくしだけれどねぇ」

　彼女は縦ロールの銀髪をかきあげると、アルセーヌを追うことなく、サーカス会場で合流した数人の男たちを連れ、人知れず裏口へと優雅に足を運ぶ。

「あーもう、アタシのジャマをするなーッ！」

　そんな中、先せん陣じん切ってアルセーヌを追おうとしていたジェシー・ジェイムズが、押し寄せる人ごみにキレたのか、頭上に向けて銃じゆうを乱射し始めてしまう。

　突然のシスターの凶きよう行こうに周囲の混乱はさらに悪化し、阿あ鼻び叫きよう喚かんの様子を見せる。観客が銃声に怯おびえ、ジェシーを中心にした人だかりが彼女の傍そばから大おお慌あわてで逃げ出し、人の流れはさらに乱れ、いくつもの衝しよう突とつ事故が起きてしまったのだ。

　サーカスを見に来ていた子どもが一人、他ほかの観客に蹴け飛とばされ、泣き声を上げ始める。

「これは見過ごせませんわ」

　それを見たアルセーヌは、クマの着ぐるみを着込んだまま、急に五右衛門の手を払はらって、暴走するジェシーのもとへと駆け出す。

「なっ、おい、アル！」

　慌てて呼び止めようとする五右衛門だが、彼は運悪くジェシーから逃げてきた集団に吞のまれてしまい、手の届かない位置まで移動したアルセーヌを追いかけられなかった。

「着ぐるみのクマがアタシに何の用だッ！」

　キレたジェシーが目を血走らせて銃口をアルセーヌへと向ける。

　瞬間、鈍どん重じゆうそうな見かけからは想像も出来ない見事な瞬しゆん発ぱつ力りよくで、着ぐるみのクマが跳はねた。あくまで身を屈かがめたまま、ジェシーが引き金を引くより速く飛び掛かかる。

　突き出されていたジェシーの腕を銃ごと捻ひねりあげた着ぐるみのクマは、彼女の足に華か麗れいな足払いを決める。

「──は？」

　状じよう況きようが理解できなかったのか、ジェシーの素すっ頓とん狂きような声が周囲に響ひびいた。

　彼女の体は着ぐるみのクマによって鮮あざやかな背負い投げを食くらい、宙を一回転していたのだ。

「ごめんあそばせ」

　あまりに綺き麗れいに決められた背負い投げに呆ぼう然ぜんとするジェシーを床ゆかに叩たたきつけ、着ぐるみのクマは優雅に頭を下げて非礼を詫わびた。

「ヒュー、たいしたもんだぜ」

　見事な一本背負いを見物していたディエゴが、お気楽な調子で口笛を吹ふいた。

「今だ！　あのイカレ女を取り押さえろ！」

「銃を取り上げて簀す巻まきにしてしまえ！」

「んぎゃー！　やだ何するのさー！」

　ジェシーが着ぐるみのクマに無力化された隙すきに、大会参加者や観客たちが彼女へと駆かけ寄り、その体を近くにあったテープでぐるぐる巻きにしてしまう。

「さあムッシュ、今のうちに逃にげましょう」

「あ、ああ」

　簀巻きにされるジェシーを尻目に、ピエロと着ぐるみのクマは避ひ難なん口へと急いだ。

「なあアル、さっきのは一体……？」

「先ほどの？　ああ、あれはジュージュツですのよ、柔じゆう術じゆつ。ニッポン人なのですから、ムッシュのほうがお詳くわしいでしょう？」

　逃とう避ひ行こうの最中に五右衛門が小声で尋たずねたところ、アルセーヌは被り物のクマの口から顔を出し、普ふ段だん通りのマイペースでそう答えた。

「そうじゃなくて、何でキミにそんな芸当が出来るのかってことなんだけど」

「初代ルパンは護身術として柔術を愛好していたそうですわ。以来、代々のルパンは柔術をマスターするのが習わしですの。わたくしこう見えて、黒帯を持っていますのよ」

「く、黒帯……」

　よく見れば、アルセーヌは着ぐるみの重さを感じさせない軽快なフットワークで走り続けている。どんくさい彼女からは想像も出来ない身のこなしだ。

　そのままアルセーヌと五右衛門は会場の外へと脱だつ出しゆつし、混雑する人だかりを抜ぬけて隠かくれ家がへと石いし畳だたみの道を進み始めた。

「父からドロボウさんの技術や変装術は教わっておりませんけれど、年とし頃ごろの娘むすめですし、護身術くらいは身に付けておいたほうがいいと言われましたので」

　驚おどろくべきことにアルセーヌは、重く暑い着ぐるみの中で息一つ乱すことなく快走を続けていた。

「そ、そうだったのか。そういえば、体術のテストはしなかったな……」

　余よ裕ゆう綽しやく々しやくの着ぐるみのクマの姿に啞あ然ぜんとしつつ、五右衛門は日本から遠く離はなれた異国の空の下、驚きに目を薄うっすらと見開いたのだった。

















第二章　大ドロボウも楽じゃない
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　アルセーヌ・ルパンの隠れ家は、五ご右衛え門もんの予想を上回る規模であった。

　悪党の楽園の端はしに佇たたずむ、古びた洋館。家財はなく、人が住んでいた形けい跡せきさえない。しかしながら犯罪者が住み着くことなく、ルパンの所有地としての面めん目ぼくを守っていた。この洋館が、隠れ家の入り口であった。

　洋館の地下には大規模な隠し通路が広がっており、蜘蛛くもの巣状に張り巡めぐらされている。無論、正しい道を知っているルパン以外の人間が使おうとしても、迷路に閉じ込められるのが関の山だ。

　いくつも枝分かれした隠し通路を正しい順路で進むことで、ようやく真の隠れ家に到とう着ちやくすることが出来るのだ。しかも隠れ家は島の要所に複数用意されており、どこに潜せん伏ぷくしているかは侵しん入にゆう者しやに分かるはずもない。

「念の入れようはさすが怪かい盗とう紳しん士しルパンとでも言うべきかな……」

　ごくごく平へい凡ぼんな民家の室内で、窓から見える遠く離れた洋館へと細い目を向け、十四代目の石いし川かわ五右衛門は大きなあくびをこぼしていた。

　今アルセーヌと五右衛門が身を寄せているのは、住宅街の一角にある小さな一いつ軒けん家やだ。隠れ家は他にも高級マンションの地下室や観光客向けのホテルの別館、はたまたリゾート区の別べつ荘そうと、色々選せん択たく肢しはあった。

　そうした中から民家を第一の隠れ家に選んだのは五右衛門だ。お嬢じよう様さま育ちのアルセーヌはともかく、彼としてはなるべく当たり障さわりのない場所での生活が落ち着くのだろう。

　しかし五右衛門にも誤算があった。

「この隠れ家に若い少年少女が二人っきりで泊とまることまでは、さすがの先代ルパンとはいえ想像していなかったようだな……」

　再び大あくびをこぼしながら、五右衛門が眠ねむそうにまぶたをこする。

　この民家には寝しん室しつが一つしかなく、おまけに壁かべが薄うすかった。寝室のアルセーヌの寝ね息いきが、居間のソファーで眠ろうとしていた五右衛門の耳に聞こえたほどだ。このときばかりは、泥どろ棒ぼうとしての聞き耳のスキルが仇あだになってしまった。

　ただでさえ異性に免めん疫えきのない五右衛門は、アルセーヌの寝息だけで悶もん々もんとしてしまい、まったく眠れなかったのだ。

　仕方なく、昨日アルセーヌを利用して聞き出すことに成功した、他の大会参加者たちの名前と素す性じようを調べ始めた。そうこうしているうちに一夜を明かしてしまい、こうして寝不足と相成ったわけである。

「まあ、睡すい眠みん不足は問題ではあるものの、収しゆう穫かくは大きい。僕も知らなかったけれど、今回の参加者たちは皆みんなそうそうたる泥棒の子孫ばかりだったんだな。早めに調べることが出来て良かったと思うことにしよう」

　五右衛門の呟つぶやき通り、参加者たちは皆、出身国では知らぬ者がいないほどの有名人ばかりだった。インターネットで調べるだけで簡単に素性が分かったあたり、その知名度は相当なものだ。日本国内における石川五右衛門の名前の普ふ及きゆう度に勝まさるとも劣おとらない。

「ムッシュ五右衛門、そろそろ朝あさ御ご飯はんの支し度たくができましたわよー」

　とはいえ、アルセーヌ・ルパンに匹ひつ敵てきする名前があったかと言われれば、答えはノーである。参加者たちの誰だれもが、柔にゆう和わな微び笑しようで清すが々すがしい朝の風景を眩まばゆく輝かがやかせている少女を、今大会の優勝候補筆頭として見ていることだろう。

「どうしたんですの、ムッシュー？」

　純白のエプロンに身を包んだアルセーヌが、不思議そうに五右衛門の顔を覗のぞき込んだ。途と端たん、昨夜の彼女の寝息が脳裏に再生されてしまい、五右衛門は慌あわててその場を飛び退のいた。

「いや、別になんでもないよ」

「その割には、どこか眠そうなお顔をしていらっしゃいますわ」

　アルセーヌの鋭するどい指し摘てきに、五右衛門は一いつ瞬しゆんたじろぐ。

「それは……アルのおかげで大会参加者たちの名前を大方把は握あくすることが出来たからね。どういう泥棒なのか調べていたせいで寝不足になってしまったんだ」

「まあ！　わたくしのおかげだなんて、とっても照れてしまいますわ。でも、夜よ更ふかしは体に悪いですのよ」

「ああうん、気を付けるよ」

　とっさの弁明をアルセーヌは素直に信じたようだ。五右衛門はまるで天然記念物か絶ぜつ滅めつ危き惧ぐ種しゆでも見るかのような目を彼女へと向ける。

「ところでムッシュ、わたくし一つ気になっていることがあるのですけれど、イギリス代表の方のお名前は何とおっしゃられるのでしょうか」

「イギリス？　ああ、あの銀ぎん髪ぱつ縦ロールの子か。うーん、彼女自身は昨日名乗らなかったし、正体までは分からないなあ」

「全員把握できたわけではないのですね」

「まあね。スペインのドン・ディエゴだって正体は分からないままだし。でも、イギリスの代表的な泥棒なんだから、おそらくシャーウッドの森のロビン・フッドじゃないかな」

「ええっ？　有名な方ですけれど、ドロボウさんだったのですか？」

「もちろんさ。仲間たちとともに盗とう賊ぞく団だんを結成し、権力者から金品を強ごう奪だつしていたんだ。立派に泥棒だよ。もっとも彼らは、そうして集めた金品を庶しよ民みんに配っていたけどね」

「それはドロボウさんと言うより正義の味方なのではありませんこと？」

「いいや、一いち概がいにそうとは言い切れない。民衆の味方としての立場を確立しておけば、いざとなれば彼らが庇かばってくれる、そういう狙ねらいもあったはずだ。かくいう初代石川五右衛門も似たようなことをしていたからね」

　無論、庶民階層に味方を増やしていた泥棒は石川五右衛門やロビン・フッドだけではない。大会参加者たちの中にもそうした泥棒の子孫は多くいる。宋そう江こう、ネッド、サルヴァトーレ、プーランなど、昨晩遭そう遇ぐうした各国代表のほとんどが該がい当とうした。

「キミのご先祖様の初代ルパンだって、貧しい人間からは決して盗ぬすみを働かなかったじゃないか。結果、ルパンは今の世もフランスでは人気者だ」

「なるほど。ただ盗むだけではなく、人々の心をも摑つかめて初めて、一流のドロボウさんと呼ばれるわけですわね。ムッシュのお話は勉強になりますわー」

　感心するアルセーヌとともに、五右衛門は食卓へと足を運んだ。席に腰こしを下ろし、五右衛門はテーブルの上に並んだ朝食へと目を落とす。

「それにしても、昨夜の夕食に続いて今朝も三人分作ったのか……」

「当たり前ですわ！　わたくしの身代わりになって街中駆かけずり回っているマドモアゼル次じ郎ろ吉きちのために、わたくしに出来ることといったらこのくらいですもの！」

　五右衛門がぼやいた途端、摑みかかる勢いでアルセーヌが吠ほえた。

　鼠ねずみ小こ僧ぞう次郎吉は昨日の開会セレモニー以降、おそらく徹てつ夜やで参加者たち相手に逃とう避ひ行こうを続ける羽目になったはずだ。合流地点の隠れ家と、そこに辿たどり着くルートはあらかじめ知らせているものの、昨夜のうちに彼女は戻もどらなかった。

「じろちゃんもプロだ。そのくらいどうってことないよ。仕事の内容に見合うだけの報ほう酬しゆうだって用意しているんだし」

「プロでも女の子は女の子ですわ」

「それに、いつ戻るとも知れないじろちゃんを待っていても仕方ないだろう。大体、昨夜もこんな調子で結局料理が冷めてしまったじゃないか」

「もちろんわたくしも、ムッシュ五右衛門には出来立ての手作り料理を召めし上がっていただきたいとは思っていますけれど……。でも、それとこれとは話が別ですもの！」

　五右衛門とアルセーヌが言い合いを続けている最中、突とつ如じよとして地下室へと続く扉とびらがゆっくりと開いた。

　瞬しゆん間かん、アルセーヌを庇うように身構える五右衛門だったが、扉の奥から現れた人物を見て警けい戒かいを解く。

　一方のアルセーヌは、地下室から現れた人物を前に小首を傾かしげている。それもそのはず、彼女にとっては初対面も同然なのだ。何せ、素顔は一度として見たこともないのだから。

「おじゃまー」

　眠そうにまぶたをこすりながらあくびをこぼしたその人物は、日本人の少女だった。

　まず目を引くのは、彼女が深々と頭に被かぶったほっかむりだろう。まさに日本の由ゆい緒しよ正しい盗人ぬすつとスタイルを再現したかの如ごとき、ファッション性の欠片かけらもない純然たるほっかむりである。

　背はアルセーヌと同じくらいだが、体型は遥はるかにスレンダーだ。観察すれば、余分な筋肉をつけることなくスマートに鍛きたえられた体つきだと誰の目にも分かる。

　少女はほっかむりを脱ぬぎ、結んでいた黒くろ髪かみを解ほどいた後、へなへなとその場に崩くずれ落ちた。

「あーもう疲つかれたー、眠たーい、お腹なかすいたー」

「お疲れ様、じろちゃん」

「ごっちん気楽に言わないでくれる？　全員撒まくのに何時間走り回る羽目になったと思ってるのさー」

　ぶーぶーと口を尖とがらせる少女の姿に、アルセーヌは驚おどろきで目を丸くした。

「もしかして、この方がマドモアゼル次郎吉なんですの？　昨日お会いしたときとはまるで違ちがいませんこと？」

「……誰に変装していたと思っているんだ」

「わたくしてっきり、わたくしのそっくりさんかと思っておりましたわ」

　おっとりと呟くアルセーヌの天然ぶりを、五右衛門も次郎吉も調子を狂くるわされた顔つきで力なく見つめていた。

「これが当代の鼠小僧次郎吉の、変装ヌキの本当の姿なのだー」

　アルセーヌに変装していた小道具とドレス一式が入ったリュックを床ゆかに放り出しながら、次郎吉は得意げに胸を張る。悲しいかな次郎吉も素材が悪いわけではないのだが、アルセーヌより一回りも二回りも小ぶりだった。比べる相手が悪かったのだ。

「改めまして初めまして、マドモアゼル次郎吉。さ、あなた様の食事も用意しておりますわよ。なんでしたら、昨夜の分の夕食も温め直しますわ」

　へたり込んだ次郎吉へと、アルセーヌは慈じ愛あいの微笑ほほえみとともに手を伸のばす。

「おお……アルちんは天使……」

　その手を取って立ち上がった次郎吉は、テーブルの上に並んだ豪ごう勢せいな朝食を前に目を輝かせる。

「あ、でも、その前にお風ふ呂ろ入りたいかな……。やっぱり女の子としては、食しよく欲よくよりも睡すい眠みん欲よくよりもまず身だしなみをキチンとしておかねば……」

「マドモアゼル次郎吉！　淑しゆく女じよとして素晴らしい心がけですわ！　もちろんご安心くださいまし、いつお帰りになられてもいいよう、お風呂も沸わかしてありますもの！」

「おおお……もはや女神……」

「さ、こちらですわー」

　アルセーヌに手を引かれながら、次郎吉はよろよろと浴室へと足を運んでいく。

「やれやれ、ま、これで一安心かな」

　少女二人の背中を見送りながら、五右衛門は食卓のクロワッサンへと手を伸ばす。

「ムッシュ五右衛門！　朝食はマドモアゼル次郎吉がお風呂を上がって全員が揃そろってからですわよ！　それまではお預けですわ！」

「は、はい……」

　瞬間、脱だつ衣い所じよから聞こえてきたアルセーヌの声に、五右衛門は伸ばした手を引っ込めた。

「なして五右衛門風呂？」

「ムッシュが、どうしてもこういう形の浴よく槽そうでないとリラックス出来ないとおっしゃるもので、特注で取り寄せましたの」

「あー、そういやごっちんの屋や敷しきのお風呂も五右衛門風呂だったっけ。合点合点」

　脱衣所からは、少女たちの声に交じって衣きぬ擦ずれの音が聞こえている。無論、五右衛門も聞き耳したいわけではないのだが、泥どろ棒ぼうとして培つちかった習慣を止やめることは出来ない。

「いかんいかん……」

　手持ち無ぶ沙さ汰たを理由に、五右衛門は気を紛まぎらわせるため、今度は次郎吉が放り出していたリュックへと手を伸ばした。

　リュックの中の変装グッズは、元々五右衛門の所有物である。以前、日本に訪おとずれたアルセーヌに変装術のテストを行った際、彼が使った品々をそっくりそのまま次郎吉に貸し与あたえていたのだ。

「また必要になる場面があるかもしれないからな」

　言って、五右衛門はリュックの中からウィッグやドレスを取り出す。

　と、変装一式のチェックをしていた五右衛門がふと顔を訝いぶかしめた。彼が手にしたのは、胸の詰つめ物であった。

　前述したとおり次郎吉が悪いわけではないのだが、アルセーヌに変装するうえで必要不可欠なのが、豊かな胸の膨ふくらみである。この詰め物も、五右衛門が以前使用したのと同じ物だ。

　ところが五右衛門は詰め物を手に、どこか怪け訝げんそうな顔をしている。

「妙みようだな。しかし……いやまさかそんな……」

　五右衛門は何やら真しん剣けんに悩なやんでいる様子だったが、浴室のほうから聞こえる少女たちの華はなやかな声が耳に入り、またも気を取られてしまった。

「駄だ目めだ駄目だ！　シャワーの音を気にしているようじゃ、まだまだ修行が足らない」

　しばらくして五右衛門は顔を真っ赤にして詰め物を放り出し、リュックの中身のチェックを再開する。

　そこで、五右衛門の顔が急に強こわ張ばった。

「じろちゃんの奴やつ、しくじったな」

　深刻な顔つきで五右衛門が取り出したのは、あろうことか小型の発信機だった。次郎吉の着ていたドレスに何者かが取り付けたのだろう。

　五右衛門は発信機を解体し無力化させたが、時を同じくして隠かくれ家がの電話が鳴り始める。

　次郎吉は今も入浴中で、アルセーヌは彼女の着き替がえでも用意しているのだろう。
















　五右衛門はゆっくりと電話へと近付き、緊きん張ちようの面おも持もちで受話器を取った。

『オッラーッ！　ブエノス・ディアス！』

「……誰だれだ」

『薄はく情じようだなアミーゴ。オレだよ、ドン・ディエゴだ。ブエノス・ディアスはスペイン語でおはようって意味だ。知らなかったか、フランシス？』

「どうしてここの電話番号が分かったか……そう尋たずねるのは愚ぐ問もんだろうな」

　手の中の発信機を睨にらみつつ、五右衛門は底冷えする声で受話器の向こうのディエゴへと語りかけた。

『いいや、疑問に思うのは当然だぜ。サービス精神溢あふれるオレが、ちゃーんと説明してやろう』

　にもかかわらず、ディエゴはお気楽な調子で何やら語り始める。

『元々オレは昨日のうちにセニョリータ・ルパンを追いかけるつもりはなかったんだが、予約しておいた店で優ゆう雅がにディナーを取りながら情熱的なフラメンコを見ているとだな、運良くセニョリータが通りかかったのを見つけたもんで、運良く持ち合わせていた発信機を適当に投げつけたところ、運良くドレスの裾すそに引っ付いたってわけだ』

「……それで運良く住所を割り出し、運良く電話番号を調べたとでも言うつもりか？」

『話が早くて助かるぜアミーゴ！　だが肝かん心じんなことが抜ぬけているな。運良くフラメンコを踊おどっていた女性を誘さそえたので情熱的で甘い一夜がオレを待っていた！』

「なら、この電話はどこかのホテルからかかっているわけだな」

『残念ながら、あと一押しってところでビンタ食くらって運悪くお流れになったので、この電話先は秘密のままにしておいて欲しいぜ』

　受話器の向こうからは陽気な笑い声が聞こえているが、五右衛門は軽けい薄はくなディエゴのお喋しやべりを聞き流し、眼光鋭するどく虚こ空くうを睨みつけた。

「ディエゴ。キミは一体何者だ？」

　五右衛門の一言に、ディエゴは笑い声を止める。

「昨日のうちに参加者たちの素す性じようをあらかた調べたが、キミの正体は分からずじまいだ。そもそも、スペインで悪名を轟とどろかせたドン・ディエゴなんていう泥棒はいない」

『それはおかしな話だぜ。何せドン・ディエゴはスペインじゃありきたりな名前だからな。その辺の泥棒を適当に十人捕つかまえれば、二、三人くらい交じっているだろうぜ』

「訂てい正せいする。怪盗紳士アルセーヌ・ルパンに匹ひつ敵てきする大泥棒ドン・ディエゴが何者か分からない、という意味だ。それほど有名だと自負するなら、少し調べれば候補が絞しぼれそうなものだろう」

『──そうだな、ヒントをやろう。確かにオレはスペインを代表する大泥棒の子孫だが、初代ドン・ディエゴが活かつ躍やくしたのは今のスペイン国内ってわけじゃあない』

「それはどういう……」

　ディエゴのヒントを聞き五右衛門はなおも食い下がろうとしたが、受話器の向こう側が勝手に話を打ち切ってしまった。

『それはそうとアンタら結構やるじゃないか。大会参加者たちを挑ちよう発はつして名乗らせたばかりか、今度は黄金の懐かい中ちゆう時計をまさかあんな場所に隠すなんてな』

「……待て。あんな場所に、だと？　どういうことだ」

『またまたー、わざとらしいことを言ってくれるぜ。この悪党の楽園にはびこる各国のマフィアやギャングのボスたちが集まるオークションに、標的の懐中時計を出品したんだろう？』

　ディエゴからもたらされた情報に、五右衛門は絶句した。

　慌あわててテレビを点つけてチャンネルを回したところ、どこもオークションの話題でもちきりだった。

　島中のあらゆるニュース番組が、アルセーヌ・ルパンのコレクションであるカリオストロ伯はく爵しやくの黄金の懐中時計が、こともあろうにルパン本人から出品されたと報じている。

『大会期間中ずっと持っておくのは確かに安全とは言えない。何せ参加者全員に狙ねらわれるわけだからな。そこで、この島で一番物ぶつ騒そうな連中に渡わたして一番警備が厳重な場所に保管させておこうってわけだ。後は最終日になって自分たちで忍しのび込んで取り戻もどすって算段だろう、フランシス』

「……まあ、そんなところだ。ところでそのフランシスとかいう呼び名は止めろ」

　適当に相あい槌づちを打ちながらも、五右衛門は混乱していた。

　そもそも今大会の標的である黄金の懐中時計は、ルパンの屋敷から大会主しゆ催さい者しや側の誰かが盗ぬすみ出したものだ。無論アルセーヌの弁が正しいなら、という仮定はつくが、彼女が噓うそを吐つき通せる人間ではないことくらい五右衛門も看破している。

　つまり、今回オークションに懐中時計を引き渡したのも大会主催者側の思おも惑わくとなる。どうして相手がそんな真似まねをするのか、五右衛門には理解が及およばなかった。

　疑問を抱かかえつつも、五右衛門は受話器の向こうのディエゴへとさらに尋ねかける。

「で、ディエゴ。そのオークションに出品される懐中時計は、この島のどこに保管されているんだ？」

『さっきも言ったはずだぜ。この島で一番警備が厳重な場所──つまり島中の悪党どもの金という金が集まる場所。悪党の楽園唯ゆい一いつの大銀行、通つう称しようクリスタルバンクだ』
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　クリスタルバンクと呼ばれる強化ガラス製の建造物は、島の中央でまるでオブジェのようにそびえ立っていた。

　入り口も壁かべも柱もガラスで造られており、地中海の太陽の輝かがやきをビル全体で取り込む構造となっている。

　無論、外見上の美術的価値のためにガラス製になっているわけではない。施し設せつ内の従業員たちの姿も外から丸見えになるため、隠れて不正を働く者や盗みに入る者をすぐさま発見することが出来る。

　もっとも、クリスタルバンクの金に手を付けようとした者など、今まで一人として存在していない。世界各国の犯罪組織が共同経営し、出資もし、そして金を預けているのだ。彼らを敵に回すことの愚おろかしさは、分ふん別べつの足りない子どもでさえ理解できるだろう。

「このクリスタルバンクの最上階にあたる八階に、黄金の懐中時計が展示されているそうだ。展示室に立ち入りが許されているのは、世界でも有数の犯罪組織のボスや幹部に限った話だけどね」

「わたくしの家の家宝の一つをこんな場所で見世物にされるだなんて、屈くつ辱じよくですわ」

　ルパンの隠し通路も、さすがにクリスタルバンクには繫つながっていなかった。五右衛門とアルセーヌは今、銀行の利用客に扮ふんして一階のロビーに立ち寄っている。

　利用客は二人の他ほかにも大勢おり、銀行は盛せい況きようであった。反面、警備員の数も尋じん常じようではなく、紛ふん争そう中かと思ってしまうほどの重装備で警けい戒かいに当たっている。

「ところで、ムッシュ五右衛門。早さつ速そく盗みに入るんですの？」

　突とつ然ぜん不ふ穏おんなことを口走ったアルセーヌの口を塞ふさぎ、五右衛門はため息をこぼす。

「アル、頼たのむから場所を弁わきまえてくれ。ここを警備している連中は、たとえ冗じよう談だんだとしても許してくれないぞ」

「ご、ごめんなさいですわ」

「今日は下見さ。じろちゃんも隠れ家で眠ねむりこけているし、まだ大会は始まったばかりだ。そう急ぐことはない」

　五右衛門が利用客に扮して銀行を訪れたのは、建物の構造を見分するためであった。

　しかし一いつ般ぱん客きやくの立ち入りが許されているのは三階までで、それより上のフロアや、地下の金庫室に足を踏ふみ入れることは出来ない。

　周囲を窺うかがう五右衛門の顔も深刻さを帯びていた。

「それにしても厳重な警備ですわね。これでは、本当に黄金の懐中時計を取り戻せるか不安ですわ」

「いや、警備は問題じゃないんだ。それより競争相手のほうが気がかりだな」

「うい？」

　戸と惑まどうアルセーヌを尻しり目めに、五右衛門は近くにいた手て頃ごろな利用客を呼び止める。

「つばひろの帽ぼう子しを被かぶった髭ひげ面づらの姿が見えないが、ドイツ代表は不参加なのかな？」

　五右衛門が話しかけたのは、仕立ての良よい黒のスーツに身を包んだ紳しん士し風の男だ。脈みやく絡らくのない呼びかけに男は一いつ瞬しゆん戸惑ったものの、すぐさまフランクな笑みを浮うかべる。

「七本の短刀を持つ大おお泥どろ棒ぼう様は料理店が忙いそがしいそうだ。風の噂うわさじゃ繁はん盛じようしているらしい」

「泥棒の腕うで前まえは三流でも料理人としての腕前は一流ってわけか」

「案外、近所の料理上手なバアさんからザワークラウトのレシピでも盗んだのかもな」

「あはは、そいつはいい。大泥棒の面めん目ぼく躍やく如じよだ」

　五右衛門と男は軽く歓かん談だんした後、何事もなかったかのように別れた。

「お知り合いですの？」

　首を傾かしげたままのアルセーヌの問いかけに、五右衛門は首を横に振ふる。

「いいや違ちがう。だけど彼も大会の参加者だよ。確かイタリア代表のサルヴァトーレだ」

「ええっ！」

「彼だけじゃない。今いる利用客は全員そうだろうし、警備員の中にも何人か交じっているはずだ。皆みんな、黄金の懐中時計が目当てなのさ」

　五右衛門にそう言われ、ようやくアルセーヌにも周囲の状じよう況きようが見えてきた。

　確かに、武人肌はだのボディガードを引き連れた東洋人の利用客はあからさまに中国代表の宋江と梁りよう山ざん泊ぱくのメンバーだし、銀行の脇わきに建っている巨きよ大だいな銅像はオーストラリア代表のネッド・ケリーの鎧よろいに違いない。

　さらには、強面こわもての警備員たちの中に交じって、軽薄な面持ちの赤あか髪がみの青年の姿があった。眠そうにあくびをこぼしていた彼は、五右衛門とアルセーヌの視線に気付くと、得意げにウインクしてみせた。

「ほら、あそこにしれっと紛まぎれているのはディエゴだ。まったく、昨日の今日でどうやって入り込んだんだか」

「まあ！　うかうかしていると他の参加者の皆みなさんに後おくれを取ってしまうわけですのね」

「そういうこと。かと言って早々に奪うばってしまっても他の参加者たちから標的にされてしまう。大会期間は一週間だからね。皆、今は牽けん制せいしあっているのさ」

　五右衛門の言葉に、アルセーヌは肩かたを落とす。

「オークションで競せり落とすのが一番手っ取り早いだろうけど、開かい催さいを待っていると一週間が過ぎてしまう。となると、全員どこかで仕し掛かけてくるのは間ま違ちがいない」

「弱りましたわ……。ただでさえこんな場所から時計を取り戻すのは難しいですのに、周囲の目や動向も関かかわってくるなんて」

「さっきも言ったけれど盗むだけなら簡単だよ。僕がそう思うんだから、他の参加者たちもほぼ全員そう考えていると見て間違いない」

　アルセーヌは目を丸くして、五右衛門の顔や他の参加者たちの顔を見比べた。確かに、誰だれも彼もが自信満々の顔つきである。

「わたくしでは、どうやって忍び込むかさえ思いつきませんわ……」

「まあ、今回のケースに限っては忍び込むより確実な手段が一つあるんだけど。とはいえ、大会のルールに抵てい触しよくするし、この島の巨大犯罪シンジケートをまとめて敵に回すことになるから、誰も実行しないだろうけどね」

「ムッシュ、それは一体どういう手段なんですの？」

「簡単さ。この銀行は全部悪党どもの手で運営されている。警察が出張ってくることは絶対にありえない。何せここの金は全部黒い金だからね」

「紙し幣へいに色が付いているんですの？」

　アルセーヌの素すっ頓とん狂きような感想に、五右衛門は呆あきれた顔で苦笑いを浮かべる。

「違う違う。非合法の薬や銃じゆう器きの密売による、違い法ほうな金ってことさ。この島は、世界中の犯罪組織がそういう商売に使っている場所だからね」

「言われてみれば、この島についてから一度も警官さんの姿を見た記き憶おくがありませんわ」

「警察からしても手出しの出来ないアンタッチャブルな島なんだよ。だから悪党の楽園だなんて呼ばれているわけさ」

　五右衛門の説明に、アルセーヌは素直にこくこくと頷うなずいていた。

「で、そういう場所だからこそ、島の中で盗みがあっても警察には訴うつたえられない。となれば、一番確実で効率的な手段は力ずくの強ごう奪だつに決まっている」

「強奪だなんて！　とっても物騒ですわ！」

　声の大きいアルセーヌの口を再び塞ぎ、五右衛門はロビーからそそくさと立ち去ろうとする。警備員たちの警戒の目が向けられ始めたからだ。

「ともかく今日は一いつ旦たん引き下がろう。帰ってじろちゃんを交えての作戦会議だ。それに、すり替かえ用の懐中時計のイミテーションも用意しておかないと」

　苦笑を強めながらアルセーヌを引きずり、五右衛門は銀行の入り口へと足を運ぶ。

　だが、不意にその足が止まった。

「どうかなさったんですの？」

「いや、別になんでもない。まさか銀行を襲おそって懐かい中ちゆう時計を強奪しようなんて考える輩やからはいないよなって、ちょっと不安になっただけだ」

「うい？　それは先ほどムッシュご自身が否定なさっていたではありませんの。世界中の犯罪組織を敵に回すうえに、大会のルールに違い反はんすることにもなるのでしょう？」

「そう、その通りだ。まったくもってその通りなんだけど……」

　重武装の警備員たちが揃そろっているクリスタルバンクを襲うなど正気の沙さ汰たではない。それこそ戦争でも始めるようなものだ。そのうえ、大会と本来無縁の施設の襲しゆう撃げきはルールでも禁止されている。

　にもかかわらず、五右衛門の胸中に芽生えた不安はどんどんと増していく。

　その原因は、昨晩調べた参加者たちの名前と素性のせいだった。一人、クリスタルバンクを襲いかねない人物に心当たりがあるのだ。

「アル。一つ尋たずねるけれど、アウトローって言葉を聞いたことあるかい？」

「詳くわしくは存じませんが……」

「その名の通り、法から外れた連中。西部開かい拓たく時代におけるアメリカの悪党の呼び名で、いわゆる無法者のことだ」

　もしも五右衛門が他国の参加者たちを昨夜のうちに調べていなければ、不安が襲ってくることもなかっただろう。だが、彼は知ってしまった。

「彼らは他人が定めたルールに縛しばられない。彼らは、自らに課した自分だけのルールしか守らない。だからこそアウトローと呼ばれ、好んで自らアウトローと名乗った」

　五右衛門は入り口を前に完全に立ち止まっていた。そして彼の目は、話しかけているアルセーヌではなく、入り口の向こうをずっと見み据すえている。

　アルセーヌは不思議そうに首を傾げるも、五右衛門が直視している方向へと目を向けた。すると、銀行の入り口の向こう、遠く離はなれたバス停のあたりから、クリスタルバンクへと歩み寄ってくる人ひと影かげを見つけることが出来た。

　人影は、シスターの格好をしていた。

「あの方は昨日の……確かアメリカ代表の、マドモアゼル・ジェシー・ジェイムズ？」

　悪党の楽園で聖職者の格好をしている人間など、一人しか考えられない。

　アルセーヌの呟つぶやきを聞いて、五右衛門の額に冷や汗あせが浮かんだ。彼は自分の目に映るシスターの姿を幻まぼろしと思い込みたかったようだが、アルセーヌにもジェシーが見えている以上、幻げん覚かくの類たぐいであるはずがなかった。

「ジェシー・ジェイムズ。僕は知らなかったが、あの広いアメリカで知らない人間はいないほどの有名な泥棒だ。何せ、記念日を一つ作ったくらいだからね」

　日本人に宮みや本もとムサシや佐さ々さ木きコジロウの名前を知っているかと尋ねたら、誰もが首を縦に振るに違いない。アメリカ人にジェシー・ジェイムズを知っているかと聞いて回っても、同じ結果が返ってくるだろう。

「初代ジェシーが達成した偉い大だいな悪行は、世界中の泥棒たちに一いつ攫かく千せん金きんの夢と希望を与あたえた。まさしく犯罪者のアメリカンドリームだ。数ある盗ぬすみの中でも最もハイリスクでハイリターンな彼の手口の模も倣ほうは、今も世界各地で毎日のように行われている」

　遠くに見えるシスターの姿が、ゆっくりと近付いてくる。それに伴ともない、五右衛門の冷や汗は量を増していく。

「ど、どういう方だったんですの？」

「敬けい虔けんなクリスチャンでありながら、冷れい酷こく非情のガンマン。聖書と銃じゆうを手に、西部開拓時代のアメリカを騒さわがせた伝説のアウトロー……」

　五右衛門は緊きん張ちように震ふるえる手でアルセーヌを抱だき寄せる。

「世界で初めて銀行強ごう盗とうを成功させた大泥棒！　それがジェシー・ジェイムズだ！」

　叫さけぶ五右衛門の視線の先で、当代のジェシー・ジェイムズはシスター帽ぼうを脱ぬぎ、懐ふところから取り出したウエスタンハットを深々と被った。

　次の瞬しゆん間かんには、後方のバス停を出発した大型バスが加速し、猛もうスピードでクリスタルバンクへと真正面から突つっ込んでくる。

「すでに手下を使ってバスジャック済か！　全員、出来る限り後ろに下がれ！　イカレた強盗団が突っ込んでくるぞーッ！」

　五右衛門の叫びが銀行のロビーに響ひびき渡わたり、周囲の面々も非常事態に気付いた。

　避ひ難なん勧かん告こくをした五右衛門はアルセーヌを抱かかえたまま、人間離ばなれした跳ちよう躍やく力りよくで背後へと跳とぶ。他ほかの利用客や警備員も慌あわてて一階の最奥へと退たい避ひ、あるいは二階への階段を駆かけ上がっていく。すでにバスは銀行の外に突っ立っていたネッドの巨きよ体たいをはね飛ばし、入り口の目の前にまで接近していた。

「ち、ちなみに、その記念日とは何の記念日なんですの？」

「その名もズバリ銀行強盗の日だ！　まったく、アメリカ人は何でも手当たり次第に記念日にしやがって！」

　現実逃とう避ひじみたアルセーヌと五右衛門の会話は、バスがクリスタルバンクの入り口に正面衝しよう突とつした激げき突とつ音おんによってかき消される。

　警報がけたたましく鳴なり響く中、バスから覆ふく面めん姿の強盗団が次々に姿を現していく。

「あ、あら？　ブタさんですわー」

　バス激突の衝しよう撃げきで軽く吹ふっ飛んでいたアルセーヌは、くらくらと揺ゆれる頭を振りながら起き上がり、目の前の光景にのん気な声を漏もらした。

　ギャングたちが持っていたのは場ば違ちがいなほどに愛らしいぬいぐるみであったのだ。中には、アルセーヌにも見覚えのあるブタのぬいぐるみの姿もある。

「こ、ここをどこだと思っている、クリスタルバンクだぞ！　正気か！」

　百ひやく戦せん錬れん磨まの用心棒じみた銀行の支配人が、怒いかりで目を血走らせ、ぬいぐるみを抱えた異様なジェイムズ強盗団へと鬼おにの形相を見せる。

　だが、凄すごむ彼の足元へと強盗団は容よう赦しやない銃じゆう撃げきを浴びせかけた。支配人へと向けられたブタのぬいぐるみの鼻先が、突とつ如じよとして火を噴ふいたのだ。

「きゃあーッ！　トンプソンちゃんが！　トンプソンちゃんがー！」

　アルセーヌの悲鳴も、続けざまの銃声にかき消された。

　今のところは限りなく本気に近い威い嚇かく射しや撃げきで済んでいるが、強盗団がその気になれば全員すぐにも蜂はちの巣だ。腰こしを抜ぬかした支配人を始め、武装警備員も、利用客に扮ふんした大会参加者たちも、渋しぶ々しぶ両手を上げていく。

「この街はよくない街さ。バスは用心のためにハナっから装そう甲こう板ばん付きだし、銃器はいくらでも現地調達できる。そしてどれだけ騒いでも保安官は来ない」

　そんな中、バスが空けた大穴を通り、制圧された銀行のロビーに悠ゆう々ゆうと足を踏ふみ入れる人物が一人。ウエスタンハットの下で凶きよう悪あくな眼光を光らせたジェシー・ジェイムズだ。

「ハイハイ皆みんな抵てい抗こうするなよな！　抵抗したら、バァーン！　しちゃうからな！」

　ピストルを模したハンドサインとともに、彼女は手慣れた様子で手下に指示を出し、銀行の全すべてのシャッターとブラインドを下ろさせていく。普ふ段だんは外から中が丸見えになるクリスタルバンクの構造も、こうなっては何の役にも立たない。

「お、お前ら、この島で銀行強盗なんかしてタダで済むと思うなよ。すぐさま本部から救きゆう援えんが駆けつける。全員地じ獄ごくの底まで追い詰つめられて、見せしめに惨むごたらしく殺されるのがオチだぞ」

　トンプソンの威嚇射撃で腰を抜かしたままの強面こわもての支配人が、ちっとも様になっていないながらも威い厳げんを取り繕つくろう。

　だが、ジェシーは床ゆかにへたり込んでいた支配人の股こ間かんに極ごく悪あく非道の蹴けりを叩たたき込み、問答無用で黙だまらせた。

「神はおっしゃられた。汝なんじ、隣りん人じんを愛せと。そしてアタシのご先祖様はこうおっしゃられた。汝、隣人の金を奪うばうなかれと」

　悲鳴を口にする間もなく気絶した支配人を踏みつけながら、ジェシーは不敵に笑う。

「金を奪うなら、労働者と貴婦人からではなく、シルクハットの紳しん士しから。だから初代ジェシー・ジェイムズは、当時は金持ちしか使えなかった銀行を次々と襲っていったのさ。現代のチンピラ崩くずれの銀行強盗どもと一いつ緒しよにしないで欲しいっての！」

　凶悪な眼まな差ざしで周囲を見渡しながら、ジェシーはシスター服のスカートのスリットに手を突っ込み、太ふと股ももに取り付けたガンベルトのホルスターから愛銃を引き抜く。

「この銀行に金を貯ため込んだ悪党どもは、揃いも揃って神の慈じ悲ひを信じない輩ばかり。アタシもここまでやってタダで済ませてやる気はないもんね。黄金の懐中時計はもちろん、悪党どもの肥えた私腹を満たしている金や宝石も根こそぎ全部貰もらっていくつもりさ。野や郎ろうども、金庫の中身を余さず残さずバスに積み込みな！」

「ヘイ、お嬢じよう！」

　強盗団は意い気き揚よう々ようとした足取りで地下へと向かっていく。もちろん、半数は今も油断なくぬいぐるみを構えて警備員や大会参加者たちを威嚇している。

「あのメリケン娘むすめ、滅め茶ちや苦く茶ちやじゃのう。どう考えてもルール違反で失格じゃぞ」

「だが、懐中時計を手に入れさえすれば、試合に負けても勝負に勝ったことにはなるな」

「となると、名実とは言い難がたいが世界一の大おお泥どろ棒ぼうの座は手に入るわけだ」

　宋江を始めとした銀行内の大会参加者たちは、口くち惜おしげに不平不満をこぼしていた。
















「こんなことなら、今日は昼間からバルで生ハムでもかじっているんだった……」

　警備員に扮したまま力なく笑うディエゴもそんな一人だ。

「ハァーイ、アルセーヌ・ルパン」

「は、はあい、ですわ……」

　ジェシーは目つきに似合わぬ愛あい嬌きようたっぷりの笑え顔がおを浮うかべ、五右衛門の体に抱きついたまま顔を引きつらせているアルセーヌへと歩み寄った。

「一緒に来てもらうよ。黄金の懐中時計を手に入れなくちゃならないもんね」

「わ、わたくし、せっかくですけどえんりょさせていただきたいのですが……」

　震える声で拒きよ否ひしようとしたアルセーヌだが、ジェシーは今も銃を手にしたままだ。彼女の無言の圧力に、アルセーヌは涙なみだ目めになりながら助けを求めるように傍かたわらの五右衛門へと顔を向けた。

「ど、どうしましょうムッシュ……ムッシュ？」

　ところが、五右衛門は何の反応も示さない。アルセーヌの記き憶おくが確かなら、バス突とつ入にゆう以降、五右衛門は黙りっぱなしだったはずだ。

「ところでさー、何でさっきからマネキン抱えてんの？」

「うい？」

　アルセーヌが五右衛門だとばかり思っていた傍らの人物は、いつの間にか格好だけ五右衛門を模した人形にすり替かわっていたのだ。

　マネキンの手を取り、その腕うでをカクカクと動かしながら、アルセーヌはジェシーの問いかけに小首を傾かしげ続けていた。
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　一方その頃ころ、本物の五右衛門はクリスタルバンクの七階に到とう達たつしていた。

　彼は今、銀行の利用客に扮していた服装ではなく、すでに黒装しよう束ぞくと金装そう飾しよくのドテラに着替え終えている。

「そこのお前、銀行強盗の一味か！」

　立ち入り禁止区域に踏み込んだ五右衛門を見つけた黒服のマフィアが、すぐさま銃を構えた。

　ドテラの袖そで口ぐちに手を突っ込んでいた五右衛門は、マフィアが引き金に指をかけようとした瞬間、袖口から手しゆ裏り剣けんを取り出して投とう擲てきし、銃を弾はじく。さらに、マフィアの理解が及およぶより先に電光石火の足さばきで肉にく薄はくして顎あごに掌しよう底ていを叩き込み、一いち撃げきで気絶させる。

「一味ではないが、立派に盗人ぬすつとではあるね」

　手裏剣を拾い上げながら、五右衛門は余よ裕ゆうの笑みを浮かべた。

　そのまま、崩れ落ちた警備員の体をまたぎ、五右衛門は悠々と歩みを進める。だが、軽快な足取りに反して足音は一いつ切さい立っていない。抜き足、差し足、忍しのび足、どれを取っても完かん璧ぺきな熟練度であった。

　そのまま彼はフロアの通路を駆け出したが、やはり足音一つ立てていない。

「フ、ここまでの芸当が出来る泥棒は、世界広しとは言え石川五右衛門をおいて他にはいないだろう。アルには悪いが、ジェシーの襲しゆう撃げきは利用させてもらおう」

　クリスタルバンクの立ち入り禁止区域には、経営側の犯罪組織のメンバーが待機しているのだ。アルセーヌを連れて来られるわけがなかった。

「ジェシー・ジェイムズにも彼女なりのルールがあるはず。名高いアウトローとしてのプライドもある、無む抵てい抗こうの人ひと質じちをどうにかしようとはしないはずだ。悪く思わないでくれよ、アル。キミの家の家宝を取り戻もどすためなんだからね」

　一階に置き去りにしてきた相棒のことを考え、五右衛門は苦笑を浮かべる。

　だが、その余裕はすぐに消えた。八階へと辿たどり着いた五右衛門は、階段の入り口付近で昏こん倒とうしていた数人の黒服マフィアの姿に、軽く唇くちびるを嚙かむ。

「ジェシーのバスが突っ込んできたとき、僕は一階にいた。他の参加者より後おくれを取ったのはそれが理由だな」

　ジェシーの襲撃を逆手にとって利用したのは、何も五右衛門だけではなかった。その他数名の参加者が、派手な銀行強ごう盗とうにクリスタルバンクの注意が引き付けられているうちに、瞬しゆん時じに行動に移っていたのだ。

　五右衛門より先に最上階の展示室に辿り着く参加者がいた場合、懐かい中ちゆう時計を巡めぐっての戦せん闘とうは避さけられない。これが、アルセーヌを置いてきたもう一つの理由であった。

　展示室の扉とびらは開けっ放しになっている。五右衛門は素す早ばやく姿勢を屈かがめながら、扉の隙すき間まから室内へと忍び込んだ。

　そこには、展示物を警護していたと思おぼしき警備員たちに加え、大会参加者たちが数人倒たおれていた。中には、先ほどロビーで五右衛門と歓かん談だんしていたサルヴァトーレ・ジュリアーノの姿もある。

　彼らは全員、何者かの手で昏倒させられ、気絶しているようだ。

「これは全部キミの仕し業わざか」

　五右衛門は、懐中時計が展示されている室内中央へと視線を巡らせ、物もの陰かげに潜ひそんで隙を窺うかがっていた人ひと影かげへと声をかけた。

「確か、洪ホン・吉ギル童トンとか名乗っていたな」

　その言葉に返事はおろか頷うなずきさえ見せなかったものの、物陰から音もなく姿を現したマフラー姿の人物は、紛まぎれもなく韓国・北朝鮮代表の洪吉童であった。

「アメリカのジェシー・ジェイムズは余計な真似まねをしてくれたようだ」

　洪吉童は身構えることもなく、五右衛門へと向き直る。

「邪じや魔まが入らなければ、誰だれにも気取られずに懐中時計を盗ぬすめたものを。俺は何のために気配を殺して六階まで進んでいたのだか」

　自然体にしか見えないが、それが彼の臨戦態勢であることは明白だった。

　洪吉童の言葉が正しければ、彼はジェシーが銀行強盗を決行するよりも前から、クリスタルバンクの立ち入り禁止区域に忍び込んでいたことになる。

　その事実に、五右衛門は目の前の青年が強敵であることを確信せざるを得なかった。

「そう腐くさることはない。地道な努力も泥棒の必ひつ須すスキルじゃないか」

　洪吉童の苦々しげな愚ぐ痴ちに五右衛門が軽口を交えた瞬間、今まで静けさを保っていた洪吉童から敵意が放たれ、両者の間に緊きん迫ぱくした空気が漂ただよう。

「たかが日本の無名の盗人ごときが、この洪吉童に説法でもするつもりか」

「やれやれ、石川五右衛門の名を知らないとは、隣りん国ごくのことなのに随ずい分ぶんと疎うといんだな。それとも、あんまり記憶力がよろしくないのかな。その有名な、ポン・ギルトンは」

「ホン・ギルトンだ！」

「ああすまない。何せキミは日本じゃ別に全然有名でも何でもないものだからね」

　神経を逆なでされた洪吉童は、明らかな怒ど気きとともに五右衛門を睨にらみつけた。

　一方の五右衛門は、こめかみを若じやつ干かん引きつらせていたものの、飄ひよう々ひようとした態度を装よそおって挑ちよう発はつを続けている。

「で、洪吉童ってどんな泥棒だったんだっけ？　名の知れた大泥棒と言い張るからにはそれなりの活かつ躍やくをしたんだろう？　他ほかに調べなければいけない有名な泥棒が多すぎて、昨日はちゃんと調べ切れてなかったんだ」

「き、貴様……」

「後回しにしたまま忘れていたんだよ。悪いとは思っている。世間的には無名な泥棒でも国の代表なんだから、配はい慮りよをすべきだった」

　洪吉童が完全に怒いかり狂くるっているのが手に取るように分かるのか、五右衛門は悪あく辣らつな笑みを浮かべ、存分に溜りゆう飲いんを下げていた。

　だが敵もさる者で、相手の挑発に乗せられていることに気付くと、すぐさま平静を装い反はん撃げきに出る。

「言っておくが、韓国・北朝鮮における洪吉童の知名度は日本における貴様の比ではないぞ。年とし端はもいかない子どもに聞いて回っても、誰でも知っているほどだ。洪吉童は十人が十人とも知っている。石川五右衛門は精々、十人に九人といったところじゃないか？」

「……ふん、自分のことを買い被かぶりすぎじゃないかな」

「初代洪吉童の活躍は紙かみ芝しば居いや絵本、子ども向けアニメにもなっている。国内ではドラマや映画の題材として扱あつかわれるのも日常茶さ飯はん事じだ」

　自信満々の洪吉童の反撃に、五右衛門はたじろいだ。日本国内では、幼い子どもはあまり石川五右衛門のことを知らないからだ。

「ついでに教えてやる。洪吉童とは、かつての朝ちよう鮮せん王朝時代に現れた神しん出しゆつ鬼き没ぼつの代名詞とも言われる大泥棒だ。盗とう賊ぞく団だんを結成し、不正と汚お職しよくにまみれた役人や貴族を懲こらしめ、奪うばった金品を貧しい民衆に分け与あたえた。実は当時の王族や貴族の出ではないかとさえ今なお噂うわさされる、まさに韓国・北朝鮮における国民的ヒーローなのだ」

「自分でそこまで言うか！」

「一つ尋たずねるが、貴様の祖先である初代石川五右衛門とやらは、洪吉童に並び立つほどに日本で名の売れた泥棒なのか？」

「くっ……確かに最近はドラマや映画じゃ、あまり名前を聞かない気がするぞ。昔はゲームにもなっていたりしたんだが……」

「なに、ゲームになったら偉えらいとでも言うつもりか！　これだから日本人は！」

　ここがクリスタルバンクの展示室であることも忘れて、五右衛門と洪吉童は幼よう稚ちな言い合いを続けていた。

「……アイツらはここで一体何をしているわけ？」

　そこへ呆あきれながらやって来たのは、ジェシー・ジェイムズだ。

「あ、ムッシュ五右衛門！　こんなところにいらっしゃったのですね！」

　傍らには、銃じゆうで脅おどされ連れて来られたアルセーヌの姿もある。助けを求めるように五右衛門へと視線を送るが、残念ながら気付いてもらえなかった。

「ムッシュー……」

「忍び込んだ先で口ゲンカとは、非常識な泥どろ棒ぼうもいたもんだ」

　よりにもよってジェシーに非常識呼ばわりはされたくないだろうが、五右衛門も洪吉童も今はそれどころではない。

「初代洪吉童が盗みを働いたのは、あくまで世のため人のためだ！」

「それがどうした！　初代石川五右衛門も野盗を率いて大名や豪ごう商しようを相手取り、民衆の味方と呼ばれるくらいのことはしていたぞ！」

「パクリだパクリだ！　やっぱり日本人はパクリ野や郎ろうだ！」

「はああああ？　パクリはそっちじゃないのか！」

　何せ二人は、ジェシーやアルセーヌはもちろん目の前にある黄金の懐中時計さえすでに眼中にない様子で、醜みにくい罵ののしり合いを続けているのだ。

「まーいっか……この隙に時計を戴いただいていこーっと」

「あーんムッシュー」

　毒気の抜ぬかれた表情でため息をこぼすと、ジェシーはアルセーヌを連れたまま懐中時計へと近付いていく。

　だが、急にその足が止まった。

　何かに感付いてジェシーが自ら足を止めたわけではない。唐とう突とつに動かなくなったのだ。そのまま直立していられなくなったのか、彼女はふらふらと床ゆかにへたり込んでしまう。それは傍かたわらのアルセーヌも同様だった。

　見れば、五右衛門相手に激しい剣けん幕まくを見せていた洪吉童も、倒れることはなかったが片かた膝ひざをついて荒あらい息をこぼしていた。

「なっ、これはどういう……」

　突とつ然ぜん自分の身を襲おそった眩暈めまいに、洪吉童は霞かすむ目をこすりながら周囲を見み渡わたした。

「今いま頃ごろ気付いたのか」

　そんな洪吉童の姿を見下ろし、五右衛門がほくそ笑えむ。

「まさか僕が本気でキミとの言い争いに夢中になっていたと思っていたのかい？　まあ確かに最初は時と場所を忘れかけていたけれど、それはブラフさ」

　洪吉童の目には、勝ち誇ほこる五右衛門の姿がぼやけて見えていた。それは展示室に居合わせたジェシーやアルセーヌも同じである。

「貴様、何をした！」

　激げつ昂こうする洪吉童は、そこでようやく気付いた。いつの間にか室内に無味無む臭しゆうの煙けむりが立ち込めていたのだ。

　ジェシーが銀行強盗の際にクリスタルバンクの全すべてのシャッターやブラインドを下ろしていたせいで、展示室のあるフロアも密閉されていた。

　五右衛門以外の全員の体の自由を奪い、五感を狂わせていたのは、室内に蔓まん延えんするこの煙が原因であった。

「おのれ、妙みような小細工を！」

　洪吉童は驚きよう嘆たんすべき精神力で体勢を立て直し、徒と手しゆ空くう拳けんで五右衛門へと襲い掛かかる。が、洪吉童の拳こぶしが叩たたきこまれた瞬間、五右衛門の姿は幻まぼろしのように消えてしまった。

「これぞ、初代石川五右衛門が戦国時代最強の忍にん者じやである百もも地ち丹たん波ばから盗んだ伊い賀が流忍術の奥おう義ぎ、分身の術だ」

　意識さえ朦もう朧ろうとする洪吉童の耳に届いた五右衛門の声は、別の位置から聞こえていた。

「特とく殊しゆな薬品で煙を起こし、感覚を麻ま痺ひさせ幻げん覚かくを見せているのか……くそっ」

　今度はその場に両膝をついてしまった洪吉童は、悔くやしげに展示室を見回した。彼の目には、すでに五右衛門の姿が何人にも重なって見えてしまっているのだ。

　洪吉童の無力化に成功した五右衛門は、会心の笑みを浮うかべて手しゆ裏り剣けんを取り出し、黄金の懐中時計を囲む防犯用ガラスへと投げつける。

「ニンジャですわ！　ニンポーですわ！　シュリケンですわ！」

「イエー！　やっぱりニッポンからはニンジャが出場すると思ってたさ！」

　手裏剣の一いち撃げきでガラスの一面が破は砕さいされる光景を尻しり目めに、入ってきたばかりで煙の影えい響きようの薄うすいアルセーヌとジェシーが歓かん声せいを上げていた。

「欧おう米べい人じんが忍者好きっていう話は本当だったのか……？」

　やけにテンションの高い二人を見、五右衛門が呆れ顔を浮かべる。

「まあ確かに、僕は忍者の末まつ裔えいだけれども……」

　初代石川五右衛門は正しよう真しん正しよう銘めいの伊賀忍者であり、その卓たく越えつした泥棒の技術は全て、忍者として培つちかったものであった。

　戦国最強の忍者と名高い伊賀忍者頭領の百地丹波に弟で子し入りし、彼から妻と忍術の秘伝書を奪い、初代五右衛門は盗人ぬすつとへと身を転じた。子孫である十四代目の五右衛門が若くして泥棒稼か業ぎようを成功させているのも、全ては継けい承しようした忍術の賜たま物ものであった。

　五右衛門は悠ゆう々ゆうとした足取りで黄金の懐かい中ちゆう時計へと近付いていく。

　しかしそのとき、彼は微かすかな異変に気付いた。床に両膝をついている洪吉童の息いき遣づかいは、先ほどまで荒く乱れていたはず。それがいつの間にか正常に戻もどっているのである。

　すぐさま身構える五右衛門の視線の先で、洪吉童は独特の呼吸法によって意識を持ち直し、静かに立ち上がる。

「まさか伊賀流忍術を打ち破るとは！」

　十八番おはこを破られて驚おどろく五右衛門を前に、洪吉童は不敵に笑う。

「これぞ奇き門もん遁とん甲こうだ！　優位な方位に陣じん取どり、気を練り邪じや気きを打ち払はらう。初代洪吉童は仙せん人にんに弟子入りし、仙術や道術を会え得とくしたとの言い伝えがある。故ゆえに、この程度のまやかしなど効きはせん。秘術を継承しているのは貴様だけではない！」

「ヒーローだの王おう侯こう貴族の出だの、そのうえ仙人の弟子と来たか！　いくらなんでも現実離ばなれし過ぎだろう！　設定盛りすぎだ！」

「黙だまれ！　忍者に言われたくはない！」

　互たがいに罵ば声せいを交かわした後、五右衛門と洪吉童は両者激げき突とつした。

　アルセーヌやジェシーの目では追いきれないほどの素す早ばやい身のこなしで、二人は激しい攻こう防ぼうを繰くり広げる。

「民衆に人気の盗賊団の首領で、さらに秘術の使い手だって？　完全に僕とキャラが被っているんだよ！」

「パクリは貴様のほうだろうが！　いや、貴様だけではなく、初代石川五右衛門も初代洪吉童の猿さる真ま似ねに違ちがいない！」

「僕だけでなく初代まで侮ぶ辱じよくする気か！　許せないな！」

　互いの体術、そして忍術と仙術が交こう錯さくし、火花を散らす。言い争いは間ま抜ぬけであったが、彼らの決けつ闘とうの前には、アルセーヌやジェシーさえ見物に甘んじるしかなかった。

「凄すごいですわ！　東洋の神秘ですわ！」

　もっとも、彼女たちも本来の目的を忘れて夢中で見入っている。煙の効果が薄れていく中、二人して肩かたを並べ、観戦にも熱が入っていた。

「って、こんなことしている場合じゃないじゃん！」

　しばらくするとジェシーが我われに返り、切せつ迫ぱくした現状を思い出した。

　そもそも今は銀行強ごう盗とうの真っ最中で、クリスタルバンクの各犯罪組織が大部隊を引き連れて殴なぐり込んでくるのも時間の問題だ。さっさと目当ての懐中時計を手に入れておさらばしなければならないのである。

　ジェシーは持っていた拳けん銃じゆうの銃口を目の前の五右衛門と洪吉童へと向けた。

　だが、ジェシーの敵意に感付いた洪吉童は、ちょうど五右衛門が投げてきた手裏剣を指で挟はさんで受け止め、それを彼女へと目掛けて投げつける。

「ほわっと？」

　風を切りながら高速で迫せまる手裏剣を前に、ジェシーは理解が及およばず立ち呆ほうける。

　しかし、手裏剣の刃はが彼女の脳天に突つき刺ささる寸前、横から割り込んできた人ひと影かげが警棒でもって手裏剣を叩き落とした。

「あなた様は！」

　新たに展示室へと飛び込んできた人物を見上げ、アルセーヌが驚きの表情を浮かべる。

「おいおいセニョール。女の子を手て荒あらに扱うもんじゃないぜ。それがどれだけお転てん婆ばのじゃじゃ馬でもな」

　彼は自じ慢まんの赤あか髪がみを軽くかきあげると、警棒片手にジェシーの体を抱だき寄せ、洪吉童に向けて相変わらずの軽口を叩いた。

「ドン・ディエゴ！」

　警備員に扮ふんしていたディエゴの姿を見、五右衛門からも声が上がる。

「さ、サンクス……ってそうじゃないだろ！　他ほかの連中はまとめてロビーで縛しばり上げておいたはずじゃないか、アタシの子分たちは何をしているのさ？」

「皆みんな揃そろってシエスタしているぜ？　何せ今日はいい天気だからな、昼ひる寝ねに限る」

　ディエゴはジェシーの腰こしに手を回し、ウインクをしてみせた。

「邪じや魔まをするな！」

　洪吉童は標的を五右衛門からディエゴへと切り替かえ、瞬しゆん時じに襲い掛かる。

　しかし、忍者である五右衛門とも五分に渡わたり合う洪吉童の攻こう撃げきを、ディエゴは余よ裕ゆうの面おも持もちで軽くいなしていく。驚くべきことに、片手をジェシーの腰に回したままにもかかわらずにだ。

「オーレ！　後は赤いマントがあれば完かん璧ぺきだったな」

　ディエゴはまるでスペインの闘とう牛ぎゆう士しのように警棒をサーベルに見立てて構え、洪吉童の一瞬の隙すきをついて彼の手を打ち据すえる。

「たいした腕うで前まえだ。ディエゴの奴やつ、やはりその辺の泥棒とはわけが違う」

　その芸当には五右衛門も舌を巻いていた。

　ディエゴが、五右衛門や洪吉童に匹ひつ敵てき、あるいは二人を凌りよう駕がするほどの実力を隠かくしていることは明白であった。

「ちょっと待てよ？　アタシの子分たちが昼寝しているってことはつまり」

　ディエゴの腕うでに素直に抱かれながら、ジェシーが首を傾かしげた。

　彼女の予想通り、ディエゴに続いて他の大会参加者たちが続々と展示室に姿を見せる。ジェイムズ強盗団が無力化されたせいで、彼らもまた解放されてしまったのだ。

「まずい、このままでは混戦になる。誰だれが懐中時計を手に入れてもおかしくないぞ」

　五右衛門が苦々しげに歯ぎしりをこぼした。歯は嚙がみしていたのはジェシーや洪吉童も同じで、状じよう況きようが分からず困こん惑わくしているのはアルセーヌくらいなものだ。

「黄金の懐中時計を手に入れるのは、このジェシー・ジェイムズだ！」

「いいや、洪吉童が戴かせてもらう！」

「待ってくださいまし！　あの時計はうちの家宝ですのよ！」

　参加者たちの声にアルセーヌが悲鳴を上げた、その瞬間のことだ。

　前まえ触ぶれもなく、クリスタルバンクの全ての照明が落ちた。
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　シャッターやブラインドが下ろされていたせいで、室内は一瞬で暗くら闇やみに包まれた。

「誰かがブレーカーを落としたのか？」

　五右衛門の予想通り、銀行の照明が強制的に落とされたようだ。当然、視界は闇に包まれる。普ふ通つうなら、そんな暗闇の中で物が視みえるはずなどない。

　しかし、この場に居合わせているのは、幼い頃ころから偉い大だいな祖先の名を継つぐべく修行に明け暮れた大おお泥どろ棒ぼうの末裔たちばかりだ。彼らにとって、暗闇は常に馴な染じみ深い存在である。

　石川五右衛門、ドン・ディエゴ、洪吉童、ジェシー・ジェイムズ、そして展示室に詰つめかけたその他大勢の参加者たち。彼らの目が暗闇に慣れるまでに要した時間は、おそらく一秒もかからなかっただろう。

　暗視と言われる、泥棒の必ひつ須すスキルの一つ。闇に紛まぎれて盗ぬすみを働く彼らにとって、暗闇など視界の妨さまたげにさえならない。

「どういうことですの！　真っ暗で何も見えませんわ！」

　アルセーヌだけが視界を奪うばわれたことに混乱し、慌あわてふためいていた。

　五右衛門を含ふくめた参加者たちはそんな彼女の叫さけびを無視し、闇に乗じて懐中時計を狙ねらおうとする敵を牽けん制せいしあっている。互いの動きは、暗闇の中にあっても筒つつ抜ぬけだった。

　だがその瞬間、再び不意打ちのように、全すべての照明が回復した。

「なっ！」

　参加者たちの驚きよう愕がくの声が重なる。しかも照明が点つくと同時にクリスタルバンクのシャッターとブラインドが元に戻され、太陽の輝かがやきが銀行の施し設せつ中に取り込まれていく。

　暗闇の世界は、一転して光に包まれた。

　参加者たちの目と思考は闇に慣れ過ぎていた。故に、突とつ然ぜんの光は逆に彼らの視界を奪い、さらには判断力さえ一瞬奪ってしまった。泥棒としての暗視スキルが裏目に出たのである。

「黄金の懐中時計は、あたくしが頂ちよう戴だいさせてもらうわぁ！」

　そのほんの僅わずかな隙をつき、光に満ちた展示室に新たな人影が飛び込んできた。

　銀ぎん髪ぱつの縦ロールとドレスの裾すそを翻ひるがえし、彼女は懐中時計目め掛がけて疾しつ走そうする。あらかじめ光に目を慣らしておいたのか、乱入してきたイギリス代表の少女の動きは的確だ。

「暗視を逆手に取り、光に紛れて盗むつもりだったのか！」

　少女の声と足音を耳にし、五右衛門は悔しげに呻うめいた。光に目が慣れるまでの数秒の間に、彼を含めた全ての参加者は完全に出し抜かれたわけだ。

　ブレーカーを落としたのも、最後まで登場を控ひかえていたのも、そしてジェシーが銀行強盗の作法に乗っ取ってシャッターとブラインドを下ろすことすら、イギリス代表の少女の計画の内だったのだ。

　黄金の懐中時計は、間ま違ちがいなく彼女の手に渡る──誰もがそう思った瞬間、場ば違ちがいな歓声が展示室内に響ひびく。

「やりましたわ！　時計を取り戻しましたわ！」

　それは、アルセーヌの声だった。

「は？」

　五右衛門の口から間の抜けた声がこぼれた。

　ようやく光に慣れてきた目を向けてみれば、確かにアルセーヌが黄金の懐中時計を手にし、感激に目を潤うるませている。

「ちょっとぉ、何よそれぇ！」

　あと一息というところでアルセーヌに先を越こされたイギリス代表の少女は、頰ほおを膨ふくらませ、その端たん正せいな面立ちに似合わぬ可愛かわいらしい憤いきどおりを浮うかべていた。

「真っ暗になって困っていましたけれど、すぐに明かりが戻ってくれたおかげで助かりましたわ！」

「し、素人しろうとなのが功を奏したのか……」

　まさかアルセーヌが手に入れるとは思いもよらず、五右衛門はすっかり脱だつ力りよくしていた。

「さすがは当代のアルセーヌ・ルパン」

「光の目くらましを先読みしていたのか」

「やはり優勝候補だけのことはある」

　五右衛門の気も知らず、周囲から感かん嘆たんの呟つぶやきが聞こえてきた。

「あぁん、悔くやしいわぁ、覚えてなさいよぉ！」

　イギリス代表の少女は白々しいまでの捨て台詞ぜりふを残し、すぐさま退散しようとする。

「ちょっとお待ちになってくださいまし」

　だが彼女の背を、あろうことかアルセーヌが呼び止めた。先ほどまでのはしゃぎようが噓うそのような、落ち着いた態度だ。

「なによぉ？　言っておくけど、すぐにでもおっかないお兄さんたちがここへ押し寄せてくるんだからぁ、あんまり時間は取らせないでよねぇ」

　イギリス代表の少女の呟きを聞き、他の参加者たちは時計の奪だつ取しゆを一いつ旦たん諦あきらめたようで、各おの々おの逃にげ支じ度たくを始める。一方、五右衛門はアルセーヌを守るために彼女のもとへと駆かけつけていた。

　そんな中、アルセーヌはイギリス代表へと目を向けたまま、朗々と口を開く。

「あなた様の正体に、わたくし心当たりがありますわ」

「……へぇ？　聞いてあげるわよぉ」

「昨日のヒントを覚えていらっしゃいますか？」

「もちろんよぉ。あたくしの母方のご先祖様と初代アルセーヌ・ルパンが、同じ人物をライバル視していたってやつでしょ」

　イギリス代表の少女はどこか愉たのしげに銀髪をかきあげた。

「初代ルパンのライバルといえば、真っ先に二人の人物の名前が挙がりますわ」

　アルセーヌは言葉を続ける。

「一人は、ガニマール警部。しかし、花の都パリの治安を守っていた彼ですけれど、隣りん国ごくイギリスでまで活かつ躍やくしていたとの話は聞いたことがありません」

「そうよねぇ、あたくしもそんな人は知らないわぁ」

「ですがもう一人は、霧きりの都ロンドンで名を馳はせた人物。当時はエルロック・ショルメなるアナグラムの偽ぎ名めいを使っていたとの説もありますが、その活躍はヨーロッパ各所に及び、世界的に見ても知らない人はいないでしょう。天才的な頭脳と推理力を持つ、かの名めい探たん偵ていシャーロック・ホームズですわ」

　シャーロック・ホームズのことは、おそらく誰もが知っているだろう。世界規模の知名度で言ってもアルセーヌ・ルパンを凌駕する、あらゆる難事件を名推理で解決に導いた、名探偵の中の名探偵。

　当然、この場に居合わせた誰もが彼の名を聞いたことがあった。泥棒を生なり業わいとする人間にとって、ホームズの名前は現代でも脅きよう威いの対象なのだ。

「あなた様がイギリス代表ならば、ライバルと呼べるのはホームズに違ちがいないでしょう。そしてホームズにとっての不ふ俱ぐ戴たい天てんの宿敵と言えば──」

　アルセーヌの推理を、突然の拍はく手しゆが遮さえぎった。イギリス代表の少女が、微笑ほほえみとともに手を鳴らしたのだ。

「ご明察ぅ。あたくしはモリアーティ。ロンドンで迷宮入りした全ての事件の黒幕とまで言われた、犯罪界のナポレオンこと、悪名高きモリアーティ教授の子孫よぉ」

　彼女が明かした名に、参加者たちの顔が緊きん張ちように引きつる。

　モリアーティ教授。

　ホームズに匹敵する知能と才覚の全てを悪事のために費ついやした、犯罪の天才である。今でこそ巨きよ大だい犯罪組織のボスなどいくらでもいるだろう。しかし、彼こそがその先せん駆くであったことは疑うべくもない。

　怪かい盗とうとしての立場を貫つらぬき弱者からは盗みを働かなかった初代ルパンとはまったく別の価値観を持ち、暗黒社会の支配者として、自らの手は汚よごさずにあらゆる犯罪を引き起こした、まさに悪の黒幕と呼ぶに相応ふさわしい危険な男だ。

　名探偵シャーロック・ホームズをして、モリアーティ教授の死と引き換かえにロンドンは退たい屈くつになってしまったとまで言わしめた程ほどである。

「モリアーティだと？　こいつは大物が出てきたな……大会参加者どころの話じゃないぜ。何せ初代モリアーティは、この島を悪党どもの楽園にした張本人なんだからな！」

　唸うなるように呟いたのはディエゴだった。彼は、敵視とも言うべき眼まな差ざしをモリアーティへと向けている。

「あなた様がモリアーティの名を受け継いでいるのなら、現代のイギリスの犯罪組織を牛ぎゆう耳じっていると言っても過言ではありませんでしょう？　それほどの大物さんでしたら、ビップ待たい遇ぐうで展示室に入ることは可能だったはずですわ」

　アルセーヌの指し摘てきに、モリアーティは不敵な微び笑しようを絶やさなかったが、否定することもなかった。

「そうか。クリスタルバンクは各国の犯罪組織が共同経営しているんだ、そこにモリアーティが絡からまないはずがない」
















　五右衛門は感心の眼差しをアルセーヌへと向けたが、それ以上に度ど肝ぎもを抜く言葉が彼女の口から飛び出す。

「この黄金の懐かい中ちゆう時計は、イミテーションですわ。あなた様が偽にせ物ものに気付かず盗み出そうとしたのは、わたくしとっても不可解ですの」

　アルセーヌは、持っていた懐中時計を床ゆかへと落とす。

　時計は床に落ちると簡単に壊こわれてしまい、イエローダイヤモンドであるはずの中央の宝石は、まさしくガラス玉のように砕くだけ散った。

「アルの言うとおりだ。ブレーカーの位置を把は握あくし、シャッターやブラインドを始めとしたクリスタルバンクの特性を利用した計画を立てたとなると、すでに下見を済ませていたとしか考えられない」

「そうだなフランシス。そしてそこまで出来るなら、展示室であらかじめ懐中時計を確認しなかったとは考えにくいぜ。つまり、モリアーティは懐中時計を偽物と承知しながら盗み出そうとしたことになるわけだ」

　五右衛門とディエゴは、アルセーヌの言わんとしていることをいち早く理解していた。

「たいした推理力ねぇ、ミス・ルパン。まるで名探偵を相手にしている気分だわぁ。そういえば初代ルパンは、パリの探偵ジム・バーネットと同一人物だったわねぇ」

「ウイ。そこまでご存じとは、マドモアゼルは探偵業界にもお詳くわしいのですね」

　アルセーヌの言葉にモリアーティは一いつ瞬しゆんドキッとした様子で身をすくませたものの、すぐさま余よ裕ゆうを取り戻もどし、再びアルセーヌへと拍手を送った。

「んふふ、誤解しないで欲しいわぁ。確かに時計は偽物だって気付いちゃっていたけどぉ、今はイギリス代表の泥棒としてこの大会に参加しているわけだからぁ、犯罪組織のトップとしての特権で勝ったって面おも白しろくないでしょお？　世界の大泥棒の末まつ裔えいとやらの実力も、ちょっとは見せてもらいたかったしぃ、公平な勝負のためにもあえて気付かなかったフリをさせてもらったのよぉ。まったくぅ、大泥棒として振ふる舞まうのも楽じゃないわぁ」

　懐ふところからステッキを取り出し、モリアーティは優ゆう雅がに展示室の入り口へと向かう。

「そのせいでミス・ルパンに出し抜かれたのは癪しやくだけどぉ、そろそろ怖こわいお兄さんたちが来ちゃうものねぇ。今日のところはこれでお開きにしましょ」

　モリアーティは去り際にステッキの先で銀行の外を指した。彼女の言うとおり、数多あまたの犯罪組織のメンバーたちが、銀行強ごう盗とうに制裁を加えるべく車で大挙してきていた。

「しまったー！　早く子分たちを叩たたき起こして、金を搔かっ攫さらって逃げ出さないと！」

　この期ごに及およんでも銀行の金品を持ち出すつもりなのか、ジェシー・ジェイムズが慌あわてた様子で展示室から飛び出していく。いつの間にか、洪吉童も姿を消していた。

「じゃあなフランシス、そしてセニョリータ・ルパン。また会おうぜアミーゴ！」

　ディエゴは警棒で壁かべのガラスの一つを叩き壊した後、五右衛門とアルセーヌに向けて人ひと懐なつっこい笑顔を残し、パラシュートを背負ってビルの外へと飛び出してしまった。

　他ほかの参加者たちも次々に逃げ出し、展示室には五右衛門とアルセーヌだけが残される。

「アル、その……」

「ムッシュ、なんですの？」

「すまない！　キミを置いていってしまって、本当に申し訳ないと思っている！」

　五右衛門は床に額を打ち付ける勢いで土下座した。

「土下座！　ニッポンの方の奥おう義ぎですのね、初めて見ましたわ！」

　一瞬目を輝かがやかせたアルセーヌだが、彼女はすぐに穏おだやかな慈じ愛あいの表情を浮かべ、五右衛門の手を取って顔を上げさせた。

「頭を下げるのはわたくしのほうですわ。ムッシュ五右衛門は黄金の懐中時計を取り戻すため、最善の方法を選んでくれただけですもの。それはわたくしも望むところです」

　まさに天使の微笑みでもって、アルセーヌは五右衛門の行動をまったく非難することなく、丸ごと受け入れて許容した。

「だってわたくしは、最後にはあなた様が守ってくれると信じておりますから」

「う、うん……」

　そんな彼女の態度に五右衛門は顔を赤く染めつつも、丁重にアルセーヌの体を抱だきかかえ、ディエゴが割った壁のガラスから外へと飛び出す。

「しっかりと首にしがみ付いておいてくれ。落ちたら大変だからね」

「ウイ、ムッシュ。絶対に放しませんから」

　信しん頼らいに満ちたアルセーヌの返事を聞きながら、五右衛門はドテラから巨大な凧たこを取り出した。大凧の骨組みに手足を固定し、そのまま空中を飛行し始める。

　風を受け、凧は大おお騒さわぎするクリスタルバンクから優雅に飛び去っていく。

「昨日の柔じゆう術じゆつといい、さっきの推理といい、キミには驚おどろかされるばかりだよ、アル」

「そうですか？　わたくしだってムッシュには驚かされておりますけれど。だってニンジャですもの。この凧だってびっくりですわ」

　忍にん者じやというキーワードに若じやつ干かん興奮の色を見せるアルセーヌに、五右衛門は苦笑いを浮うかべる。

　最初は彼もアルセーヌのことを世間知らずのお嬢じよう様さまとしか思っていなかったが、ここ数日で考えを改めさせられていた。泥どろ棒ぼうでないだけで、怪盗紳士ルパンの名に恥はじない奇き想そう天てん外がいさと、優すぐれた機転を備えていることが分かったからだ。

「でもアル、どうして僕がキミの味方だと信じてくれるんだい？　もしかしたら今日のことだって、本気でキミを見捨てて裏切っていたのかもしれないじゃないか。何せ僕は悪党の子孫で泥棒だからね」

　五右衛門の問いかけに、彼の首に腕うでを回してしがみ付いていたアルセーヌは、可笑おかしそうに笑みをこぼす。

「ふふ、内ない緒しよですわー」

　その微笑みに、五右衛門は困り顔で首を傾かしげていた。彼の顔を眺ながめながら、アルセーヌは幼い頃ころの記き憶おくを回想する。

　それは、父である先代ルパンに連れられて、彼女が初めて日本を訪おとずれたときの思い出だ。その際に立ち寄った古風な忍者屋や敷しきこそ、石川五右衛門の屋敷であった。

　幼いアルセーヌにとって、父親とその友人の話は難しくて分からなかった。父が「もう一度だけチャレンジさせてくれないか」と頼たのみ込み、相手が「終わった勝負だ」と一笑に付す。因いん縁ねん深い二人は四六時中そんな話ばかり繰くり返し、彼女は退屈していた。

　そんなアルセーヌが、物もの珍めずらしい純和風の忍者屋敷を探険しようと思ったのは、子どもの好こう奇き心しんからしても、至し極ごく当然のことと言えた。

　初めての日本旅行に際し、アルセーヌはお気に入りの二つの白いリボンで金きん髪ぱつを結び、買ってもらったばかりのドレスに袖そでを通していた。おまけに、小さな靴くつも磨みがき立てという念の入れようだ。
















　彼女は昔から、自分にとっての初めての体験を、常に大切にする少女だったのだ。

「おい、くつをぬげよ」

　来日したばかりのアルセーヌは、日本では家に上がるときに靴を脱ぬぐなど知りもしなかった。父のもとを離れ、自じ慢まんの靴を履はいたまま屋敷内を探たん索さくしていたところを、屋敷の主あるじの息子むすこである、細い目をした少年に見み咎とがめられてしまったのだ。

　その当時、少年は日本語しか使えないし、少女はフランス語しか分からなかった。従って、意思疎そ通つうが出来るはずもない。

　初対面の少年の言葉に首を傾げていたアルセーヌは、いつまで経たっても靴を脱ごうとしなかったため、ギロリと睨にらまれてしまう。そのうえ、自分の何が悪いか理解できないまま、アルセーヌの靴は少年によって無理矢理奪うばわれてしまった。

「ドロボーさんですわ！　かえしてくださいまし、かえしてくださいまし！」

　涙なみだ目めで叫さけぶ少女のフランス語の意味など、少年には分からない。彼は靴を盗ぬすんだまま、彼女の訴うつたえを無視して家の奥へと進んでいく。

　アルセーヌは慣れない素す足あしで少年の後を追おうとしたが、敷しき居いに躓つまずき、転んでしまった。額を打ち付けた少女は泣き喚わめいたが、少年は相変わらず冷たい視線を寄よ越こすだけ。

　娘むすめに甘い父ならすぐに抱だき起してくれるはずが、まるでその気のない少年のすげない態度に、アルセーヌは不服そうに大おお粒つぶの涙を浮かべながら手を伸のばした。

　言葉は伝わらないものの、その手が催さい促そくを意味することは少年にも分かったのだろう。

「おんなになんか、さわるもんか！」

　ところが彼は、手を差し伸べることなく、アルセーヌの前から去っていってしまった。アルセーヌはぴーぴーと泣きながらも、自分の靴を取り返すべく、少年の後を追う。

　しかし、石川家の忍者屋敷は侵しん入にゆう者しや対策の仕し掛かけや罠わなが満まん載さいで、幼いアルセーヌが容易に踏とう破はできる場所ではなかった。床の落とし穴に落とされたり、天てん井じようから吊つるされたり、屋敷から庭に放り出されたり、挙句には池に落とされたりと、彼女はあまりに悲ひ惨さんな有様になってしまう。

　アルセーヌはどうして自分がこんな目にあうのか理解が出来ず、ぐずり続けた。靴を取り返すつもりが、新調したばかりのドレスはずぶ濡ぬれのボロボロになり、お気に入りのリボンは片方どこかへ無くしてしまった。

　と、罠に引っ掛かかって酷ひどい目にあっていた彼女のことをこっそりと盗み見ていた少年は、ため息交じりに池へと足を運び、彼女を引っ張り上げる。

　大泥棒の跡あと継つぎとはいえ、目の前で小さな女の子があまりに悲惨な仕打ちを受けているのを陰かげから眺めていることに、気が引けたのかもしれない。彼は幼い頃から、何だかんだで面めん倒どう見みの良よい紳しん士し的な少年だったのだ。

「そとにいくなら、くつをはけよ」

　そしてどこかバツの悪そうな顔で、少年はアルセーヌに靴を返した。

　アルセーヌは意味が分からず、さらに泣き喚くことになる。これには彼もどう接していいか分からず、渋しぶ々しぶ、本当に渋々ではあったが、こう続けた。

「もうなくんじゃない。こまったときは、ぼくがなんとかしてやるから」

「うい……？」

「やくそくだ」

　少年の言葉は、やはりアルセーヌには伝わらない。

　しかし、顔を赤くしてそっぽを向きながら手を差し伸べてくる少年の姿に、彼女はどうしてだか泣くのを止やめていた。もしかすれば、言葉は分からなくとも、彼の言わんとしていることが理解できたのかもしれない。

「メルシー、ムッシュ」

　幼いアルセーヌは涙を拭ふいて少年の手を取り、天使の微び笑しようを見せた。

　それが、当代のアルセーヌ・ルパンと、十四代目の石川五右衛門の、最初の出会いだった。

　十年の月日が流れて再会を果たした今、五右衛門はアルセーヌのことをまるで覚えていない様子だが、彼女はしっかりと記憶していた。さらに彼女は、記憶の中の五右衛門が口にした言葉の意味も、今は正しく理解できていた。

　凧に乗って空から島の景色を見下ろしながら、十七歳になったアルセーヌは、同じく十七歳に成長した五右衛門に小さな声で尋たずねる。

「ムッシュはあんな昔のこと、覚えていませんわよね」

「……え？　アル、今何か言ったかい？　もう一度言ってくれないか？」

　五右衛門は二人分の体重を支えた凧を操あやつるのに必死のようで、アルセーヌの問いかけも聞こえなかったようだ。

　そんな五右衛門の様子に、アルセーヌはため息をこぼす。

「メルシー、ムッシュ」

　そして少女は、一いつ生しよう懸けん命めいな少年の横顔を盗み見ながら、もう一度小さく言葉を紡つむいだのだった。

















第三章　大ドロボウに乾かん杯ぱい
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　手を浸ひたしたくなるほどに青い空から、眩まぶしい日差しがビーチへと降り注いでいる。

　悪党の楽園のリゾートビーチでは、様々な国の悪党たちがバカンスを謳おう歌かしている。人種も肌はだの色も、そして犯罪の経歴も多種多様であった。

　真っ当な人間がいないのは都市部もリゾート区も同様だ。何せ、ビーチにアン・ボニーの海かい賊ぞく船せんが堂々と停てい泊はくしているが、誰だれもがその光景を受け入れている島なのだ。

　十四代目の石いし川かわ五ご右衛え門もんの姿は砂すな浜はまのパラソルの下にあった。水着姿でデッキチェアに寝ねそべり、一人ぼんやりとビーチの景色を眺めている。

「大会もあっという間に最終日……なのに僕はこんなところで何をしているんだ」

　力なくそう呟つぶやいたものの、今の五右衛門には起き上がる気力もない様子だ。

　クリスタルバンクの一件以降も、カリオストロ伯はく爵しやくの黄金の懐かい中ちゆう時計が保管されているとされる場所の情報は、ひっきりなしに入ってきた。

　ところが、実際に忍しのび込んで調べてみても、そのどれもがイミテーションでしかなく、本物の時計などどこにもありはしなかった。

　しかも、場所のガセ情報は決まってクリスタルバンク級の危険度を誇ほこる犯罪組織の重要施し設せつばかりで、そんな危ない場所に忍び込んでは偽にせ物ものを摑つかまされる日々がこれまで毎日続いてきたのだ。五右衛門の疲ひ労ろうがピークに達するのも無理はない。

「ええと、クリスタルバンクの次が、確かヤバイ薬の生産工場だったか。ディエゴが原料の畑にうっかり火を放ってしまったおかげで何とか脱だつ出しゆつできたが、あれは本当に危なかった。その次は、武器密売の取引に使われていた地下マーケットで……これもディエゴがうっかり爆ばく薬やくを誘ゆう爆ばくさせた隙すきに逃にげ出したんだった……」

　振ふり返ってみても、危ない橋ばかりである。そのうえ、毎日のように各国の大おお泥どろ棒ぼうの末まつ裔えいたちと熾し烈れつなバトルを繰り広げているのだ。この一週間を振り返るだけでも五右衛門の顔は憔しよう悴すいしていく。

「ああもう、命がいくつあっても足りない。そのくせ目当ての時計はどれも偽物ばかりで、何の成果もないまま、とうとう最終日か」

　せっかくの異国のビーチも、疲つかれ果てた五右衛門の心の癒いやしにはならないようだ。彼は忌いま々いましげに青空を睨みつけていた。

　本当ならバカンスに興じる暇ひまなどないのだが、本物の時計が隠かくされている場所の心当たりがないため仕方がない。島中の怪あやしい場所は大会期間中に全すべて忍び込んでいるうえ、参加者たちの激しい戦いのとばっちりを受けて、今や跡あと形かたも残っていないのだ。

　無論こうした連日の騒そう動どうのせいで、悪党の楽園を支配している各国の犯罪組織は血ち眼まなこになって大会参加者に報復しようとしている。まさに最悪の展開だ。

「このままじゃ、世界中の裏社会で指名手配されてもおかしくないぞ。あの忌々しいモリアーティが煽あおっているのは間ま違ちがいないだろうが、どの国の犯罪組織も怒いかり心しん頭とうだ」

　心配事が多すぎて、五右衛門の胃はいつ穴が空いてもおかしくない状じよう況きようである。

　では、どうしてそんな有様であるにもかかわらず五右衛門がビーチで水着姿を晒さらしているかというと、原因はアルセーヌにあった。マイペースな彼女は、何もすることがないのなら気分転てん換かんをしましょうと言い出したのだ。この提案を断りきれず、五右衛門はアルセーヌや鼠ねずみ小こ僧ぞう次じ郎ろ吉きちと一いつ緒しよにリゾートビーチを訪おとずれていた。

　にもかかわらず、水着の着き替がえに行った二人の少女はいつまでたっても現れない。それこそが、五右衛門が一人で青空と海を憎にくらしげに眺ながめている最大の理由である。

「まったく、あの二人は何をしているんだ。もう一時間近くたつんじゃないか？」

　女性の水着事情など彼に分かるはずもなかったが、さすがに着替えに一時間もかからないだろう。とうとう痺しびれを切らした五右衛門がデッキチェアから立ち上がろうとした、その瞬しゆん間かん。

「お待たせしてしまって申し訳ありませんわ、ムッシュ」

「遅おくれてごめんね、ごっちん」

　ようやくアルセーヌと次郎吉が砂浜に姿を見せた。

　文句の一つでも言ってやろうと不ふ機き嫌げんそうな眼まな差ざしを向けた五右衛門だったが、彼女たちの水着姿を目にした瞬間、すぐさま彼の表情は一変した。怒りの面おも持もちもどこへやら、呆あつ気けに取られた顔で頰ほおを赤らめている。

「悪くないでしょ？　合点？」

　次郎吉は水玉模様のビキニ姿だ。もちろん今はほっかむりなどしていない。可愛いし、良く似合っている。幼おさな馴な染じみである五右衛門の目にも、異国のビーチで見る彼女の水着姿は新しん鮮せんかつ魅み力りよく的に映った。

　しかし次の瞬間には、五右衛門の視線は次郎吉ではなく彼女の背後に恥はずかしげに隠れているアルセーヌへと向けられていた。

　大だい胆たんにも白色のワンピース姿だ。腰こしから下はパレオで隠しているが、こぼれんばかりの白い胸の谷間に五右衛門の目は吸い込まれている。

「絶景かな絶景かな……」

　思わず唸うなる五右衛門だったが、自分の失言に気付き、慌あわてて話題を変える。

「と、ところで二人とも。随ずい分ぶんと時間がかかったみたいだけれど、何かあったのかい」

　先ほどまでの不機嫌さはアルセーヌの水着姿のおかげですでに消え去っており、五右衛門の尋ね方はかなり穏おだやかだった。

「いやー、あたしも予想外だったんだけど、アルちんがね──」

「言わないでくださいまし！　言わないでくださいまし！」

　驚きよう愕がくの表情を浮うかべた次郎吉の口を、アルセーヌが塞ふさぐ。

　そんな彼女たちの様子を見、そこでようやく五右衛門も違い和わ感かんを覚えた。アルセーヌの水着姿を、今度はやましい気持ちを一いつ切さい持たずにじろじろと観察する。

　これにはアルセーヌも頰を赤らめていたが、五右衛門は彼女の恥じらいにも気付かない様子で、違和感に首を傾かしげている。

「もしかして……あのときは確証もなかったけれど、まさか本当に……」

　唸る五右衛門が思い出していたのは、次郎吉が使っていたアルセーヌ変装セットを手に取っていたときの記き憶おくであった。

　胸の詰つめ物を手に、今と同じように首を捻ひねっていた。

「ごっちん。あたしの天使が太ったなんて勘かん違ちがいしてないよね」

「ふ、太っていませんわ！　太っていませんもの！」

「でも、別の理由で水着を買い替える羽目にはなったんだけどね」

　次郎吉の言葉に、アルセーヌの顔はさらに真っ赤になってしまう。一方の五右衛門は、自分の疑問に確証を得たようで、戦せん慄りつの目をアルセーヌの豊かな胸元へと向けていた。

「ま、まあ、それで時間がかかったのも納なつ得とくがいったし、大胆にも白い水着なんて着ている理由にも理解が及およんだ。新しい水着を買いに行っていたんだね。そして水着を選んだのはじろちゃんなんだろう」

「ウイ。水着は緑に赤にピンクと三着も用意していたのですけれど、その、あの、どれも入らなくなってしまっていて……」

　胸の谷間を手で隠しながら、アルセーヌは消え入りそうな声で答えた。

「むう……育ち盛ざかり恐るべし。これが鼠小僧とルパンの格の違いなんだろうか」

　次郎吉は自分のスレンダーな胸元にしょんぼりと手を当て、アルセーヌへと畏い敬けいの眼差しを向けている。

「べ、別にルパンの血は関係ありません……と思いたいのですけれど」

　そう、全ての原因は、アルセーヌのたわわな胸が現在進行形で育っていることにある。

　だからこそ、一週間以上前の彼女の胸のサイズを忠実に再現した変装セットの胸の詰め物は今や用をなしておらず、実家から持ち込んできた水着もサイズが合わなかったのだ。

「ムッシュ五右衛門！　先ほどからわたくしの胸を見過ぎです！」

　とうとうアルセーヌは怒りの面持ちで五右衛門に向かって吠ほえた。

「ああいや、本当にすまない。しかし、ただでさえ大きいのにさらに大きくなるのか……女の子の体は凄すごいな……」

「ムッシュしつこい！」

「ごっちん。ただでさえ大きくないのにこれ以上大きくなる見込みもない女の子はダメな意味で凄いの？」

　素す直なおに感心していた五右衛門だが、女性陣じんからの冷たい目に自ら口をつぐむ。

「でも、ほんと何でこんなに大きく育つんだろう。アルちん、揉もんでいい？」

「マドモアゼル次郎吉も話を蒸むし返さないでくださいまし！」

　三人が周囲の目も気にせずビーチで騒さわいでいる中、彼らへと一人の青年が歩み寄ってきた。

「ブエナス・タルデス！　アンタらはどこにいてもすぐに分かるなアミーゴ！」

　陽気な調子で近付いてきたのは、同じく水着姿のドン・ディエゴだった。

「これはこれは、水着姿も眩しい素敵なセニョリータたちだ。挨あい拶さつが遅れて失礼。いやあ、両手に華はなとは羨うらやましいぜフランシス」

　馴なれ馴れしいディエゴの態度に、すでに慣れているアルセーヌは軽く会え釈しやくを返す程度だったが、これが初対面となる次郎吉は外国人相手に強く出られずに隠れてしまった。

「おっと初めましての奥ゆかしい大和やまと撫子なでしこがいるじゃないか。よければ連れん絡らく先さきを教えてくれないか？」

　そんな次郎吉へと白い歯を見せて笑え顔がおを向けるディエゴだったが、幼馴染を守るかのように五右衛門が割って入った。

「相変わらずふざけたヤツだ。大体ディエゴ、キミだってさっきまで女の子たちと一緒だっただろう」

「あれ？　見てた？」

「ああ。お団子頭の中ちゆう華か娘むすめは梁りよう山ざん泊ぱく頭領の宋そう江こう、褐かつ色しよく肌の美少女はインドの盗とう賊ぞく女王プーラン・デーヴィーだな。いつの間に僕ら以外の参加者ともお近づきに？」

　五右衛門も愚ぐ痴ちだけで時間を潰つぶしていたわけではないらしい。ビーチの一角に見知った面々を見つけ、遠巻きに観察していたようだ。

「ハハハ。可愛かわいい女の子を口説くのは家訓のせいだ。大目に見てくれ」

「泥棒の家訓がそれでいいのか」

「初代ドン・ディエゴは、マスクを着けないと恋こいの駆かけ引きもロクに出来ないことで有名だったからな。彼の嫁よめさんは気が強かったらしく、女の子は必ず情熱的に口説けって家訓が出来たのさ」

「……マスク？」

　ディエゴの台詞せりふを聞き、五右衛門が僅わずかに眉まゆをひそめた。

　次いで、ディエゴに対し今度はアルセーヌが口を開く。

「そういえば先日わたくしも目にしたのですけれど、オーストラリアのネッド・ケリー氏や、イタリアのサルヴァトーレ・ジュリアーノ氏ともあなた様は親しげでしたわね」

「おいおい、男も口説くのか」

「勘かん弁べんしてくれ二人とも！　そっちの連中とは、そのなんだ、酒場で意気投合しただけだって」

　笑い飛ばすディエゴだが、どこか話を紛まぎらわせようとしている様にも見える。

　少なくとも、彼が五右衛門やアルセーヌだけではなく、他ほかの大会参加者たちとも接せつ触しよくしているのは間違いない。お調子者を演じているが、そんなディエゴへと向けられた五右衛門の目には疑念の色があった。

「あたし、女の子の扱あつかいが上手そうな男の人は苦手……」

　意味合いは違うが次郎吉もディエゴのことを警けい戒かいしているようで、鼠小僧ともあろう者がすっかり借りてきた猫ねこ状態だ。

「ハローエブリバディ！　ねー、そんなところで集まって何をしているのさ」

　そこへさらに追加で五右衛門たちへと近付いてくる人ひと影かげがあった。

　聞き覚えのある少女の声に一同が恐おそる恐る振ふり向いてみれば、背後に立っていたのはジェシー・ジェイムズであった。

　ギラギラとした太陽の日差しの下では、ジェシーも普ふ段だんのシスター服ではなく水着に着替えている。それも、布面積の極きよく端たんに少ない星条旗柄のビキニだ。

　目つきとは別の意味で凶きよう悪あくなダイナマイトバディは、彼女が聖職者であることを忘れさせるほどで、あのアルセーヌでさえ比べる相手が悪かったとしか言いようがない。

「シスター服の下にそれほどのものを隠していただなんて！」

「上には上がいる……あたしはこれから下だけを向いて生きていこう」

「おおおおお！　ファンタスティコ！」

　あまりの強敵を前にアルセーヌと次郎吉が恐きよう怖ふさえ感じている一方で、ディエゴは感動の面持ちでジェシーの肢し体たいを拝んでいる。

「ジェシー・ジェイムズが出たぞーッ！」

　そんな中、突とつ如じよとして五右衛門の叫さけびがビーチに響ひびき渡わたった。

　途と端たん、砂すな浜はまの四方八方から、水着姿の賞金稼かせぎたちが怒ど濤とうの勢いで押し寄せてくる。

「んぎゃー！　何でバラしちゃうんだよ！　ちくしょー、知り合いを見つけたからサンオイル塗ぬってもらおうと思っただけなのにさー！」

　ジェシーは三白眼で五右衛門を睨にらみつけた後、すぐさま踵きびすを返してビーチから全速力で逃にげ出してしまった。無論、賞金稼ぎたちもまた彼女を追って駆け出していく。

　クリスタルバンク襲しゆう撃げきの一件以来、銀行強ごう盗とう犯はんジェシー・ジェイムズの手配書は島中で出回っているのだ。その首には生死問わず多額の賞金がかけられており、フリーランスの賞金稼ぎや犯罪組織の手先たちが常に目を光らせているのである。

「なんて余計な真似まねを！　あのままなら、オレが彼女の体に万まん遍べんなくサンオイルを塗れたかもしれないってのに！　フランシスはあの胸の谷間を見て何も感じなかったのか！」

　五右衛門の機転で危険人物を遠ざけることが出来たというのに、ディエゴは血けつ涙るいを流しかねない勢いで五右衛門を睨みつけた。

「うるさい。これ以上騒がれて人目につくのは勘弁なんでね。それでなくとも銀行での一件以降、僕は洪ホン・吉ギル童トンに目の敵かたきにされて困っているんだ。この調子だとあいつまで出張ってくるかも知れないじゃないか」

　仲良く浮き輪わに空気を入れ始めたアルセーヌと次郎吉を尻しり目めに、五右衛門は絡からんでくるディエゴを手で追い払はらう。

「つれないなアミーゴ。まあ、綺き麗れいなセニョリータを二人もはべらせているフランシスにはオレの悩なやみなんて分からないだろうぜ」

　ディエゴは口を尖とがらせたまま、近くの露ろ店てんで買ってきたと思おぼしきクッキーが入った包みを取り出す。そこには、マーヤのクッキーという商品名がプリントされていた。

「ん？　おい、それ……」

　そのラベルを見て五右衛門が何か言おうとした寸前、ディエゴは包みの中のクッキーを一つ摘つまんで自分の口へと放り込んでいた。

「ぼりぼり。なんか変な味だな……ん？　どうしたフランシス」

「いや、まあ。言うのが遅おくれてしまって申し訳ないんだが、そのマーヤ・クッキーって、いつかの工場で見かけた包みだったような……そう確かヤバげな薬入りの……」

　五右衛門の言葉にディエゴの顔は見る見るうちに青ざめていく。慌てて吐はき出そうと試みていたが、生あい憎にくとすでに吞のみ込んでしまった後のようだ。

「どうしてそんなものが露店で売っているんですの？」

「アルちん。ここは悪党の楽園だからね、見かけは華やかで綺麗な島だけど、やっぱり悪いことする人間ばっかり居るんだよ」

　膨ふくらませた浮うき輪を抱かかえて首を傾かしげるアルセーヌの疑問に、次郎吉が答えていた。

　今はすでに跡あと地ちになってしまっているが、つい先日まで悪党の楽園には非合法な薬の生産工場があり、そこで製造された物品は各国に流されていた。ディエゴが利用した露店は、売り物にならない不良品を現地の住民相手にさばいていた店だったのだろう。

「く、くそっ、せっかくどさくさに紛れて生産工場を潰したのに……」

　意識が混こん濁だくしている様子のディエゴが何事か呟つぶやいたが、ろれつが回っていなかったせいで五右衛門たちにも聞き取れなかった。

「ほら、伊い賀が忍にん者じや秘伝の解げ毒どく剤ざいだ。これを使ってみろ」

　ディエゴの醜しゆう態たいにため息をこぼした五右衛門が、パラソルの下の荷物から丸薬を取り出す。すると、先ほどから目の焦しよう点てんが合わなくなっていたディエゴが突如として頰ほおを赤らめ、愛いとしげに五右衛門へと抱だきついた。

「ありがとうセニョリータ。どこのどなたかは知らないが、オレのためにそこまでしてくれるなんて感動だぜ。そうだ、お礼にこのサンオイルを塗ってあげよう」

　ジェシーが落としていったサンオイルの瓶びんを拾い上げたディエゴは、熱に浮かされた顔で五右衛門を無理矢理デッキチェアに押し倒たおそうとする。

「わー！　どうしたディエゴ！　何が見えているっていうんだ、正気を取り戻もどせ！」

「おいおい、ブラはどうしたんだ？　トップレスでビーチにいるなんて、いけないセニョリータだ」

　突とつ然ぜんのディエゴの奇き行こうに、五右衛門は顔面蒼そう白はくになって悲鳴を上げた。一方、ディエゴの目は完全にイってしまっている。ないしょのお薬のせいでラリっているのだ。

「何も見えませんわー」

「アルちんは見なくていい。天使には目の毒だよ」

　半はん裸らの男二人の絡みを尻目に、次郎吉はアルセーヌの目を両手で塞ふさいでいる。

「じろちゃん！　見てないで助けてくれ！　解毒剤をこの色ボケの口にねじ込め！」

「いいけど追加報ほう酬しゆうで千両箱ひとつ追加ね」

「鬼おにか！」

　忍者の体術を駆く使しして脱だつ出しゆつを図る五右衛門だが、ディエゴは巧たくみなテクニックでマウントポジションを維い持じし、五右衛門の体を押さえつける。

　このままでは人生初のサンオイルイベントを男相手に経験することになってしまうという事実に、五右衛門が震ふるえ上がったその瞬しゆん間かん。

　今まで発情期の狐きつねのような顔をしていたディエゴは、唐とう突とつに顔を上げ、ビーチの一角にいくつも植えられていた巨きよ大だいな果樹へと視線を移す。

「なんだありゃ。まさか悪党の楽園に、ロケット発射基地があったなんて」

「は？」

「おーおー、見てみろよセニョリータ、ほーら、ロケットが次々飛んでいくぜー」

　無論、樹きが空に向かって飛んでいくはずもない。ディエゴは先ほどから幻げん覚かくを見ているのだ。大方、五右衛門のことも美少女か何かに見えていたに違ちがいない。

　空高く雄ゆう大だいに打ち上げられていくロケットの群れの幻覚を指差し、ディエゴは虚うつろな顔で半笑いを続けている。

「まーがれ！　おおっ、本当に曲がりやがった。いやー、ロケットって曲がるのなー」

　そうして彼は、虚こ空くうを指差しながらとうとうその場にひっくり返ってしまった。

　解放された五右衛門は、額に浮かんだ冷や汗あせを拭ぬぐいながら、よろよろと身を起こす。

「……どうやら薬が完全にまわったみたいだな。すっかり忘れていたが、ここは本当に危険と隣となり合わせのタチの悪い島だ。まさか露店でこんなものを売っているとはね」

　五右衛門は、泡あわを吹ふいて倒れているディエゴの口に解毒剤を放り込んだ後、砂浜に落ちていたマーヤ・クッキーを包み紙ごと踏ふみ潰した。

「もういいですのー？」

「まーだだよー」

　アルセーヌと次郎吉は未いまだに目め隠かくしを続けていた。

「──この島も、最初からタチの悪い島だったわけじゃない」

　不意にディエゴが呻うめき声を漏もらしたが、今も意識は朦もう朧ろうとしている様子で、その呟きも無意識のうちに口にした言葉のようだ。

　五右衛門がディエゴの呟きに首を傾げている中、目隠しから解放されたアルセーヌが声を弾はずませる。

「ムッシュ、どうやら到とう着ちやくしたようですわよ」

　彼女が指差しているのは海上の方角だ。そこには、悪党の楽園へと近付いてくる巨大な豪ごう華か客船の姿が浮かんでいた。

　束つかの間の休息の終しゆう了りようを合図するかのような汽笛の音が、ビーチにまで届く。

「あれが閉会式の会場になる、ビッグ・ベル号ですわ」

　青い海の上で真っ白な威い容ようを見せる豪華客船を前に、五右衛門は大会の終わりが近いことを痛感させられ、大きくため息をこぼした。
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　豪華客船ビッグ・ベル号が悪党の楽園の港に到着した後、五右衛門たちはビーチでのバカンスを早めに切り上げ、搭とう乗じよう客の乗り入れ開始を待った。

　陽ひが落ちた後、大会参加者たちは船に乗り込む手て筈はずになっている。予定されている閉会式の内容は分からないが、そこで優勝者が発表されるのは間ま違ちがいない。

「今日の日付変へん更こうとともにタイムリミットだ。それまでに本物の時計を手に入れなければならないのに、生憎とめぼしい場所はすでに調べ終えてしまっている」

「調べ終わっているというより、潰つぶし終えていると言ったほうが正しいですわね」

　五右衛門とアルセーヌは今、次郎吉を隠かくれ家がに残し、ビッグ・ベル号の搭乗客の列に並んでいた。もちろん、居並ぶ客は前も後ろも全員大会参加者たちである。賞金稼ぎたちの手を逃のがれたジェシー・ジェイムズの無事な姿を始め、中国代表の宋江や、オーストラリア代表のネッド・ケリーのロボットじみた巨きよ体たいも見受けられた。

「アル。このビッグ・ベル号が最後のチャンスだ。もちろん、他ほかの大会参加者たちも同様の考えだろう」

「どういうことですの？」

「いくら島を捜さがそうと本物の時計は出てこなかった。つまり、本物はすでに誰だれかが手に入れてしまっているのか、あるいは最初から島のどこにも無かったことになる。だが、閉会式会場であるビッグ・ベル号には、必ずある」

　断言する五右衛門を前に、アルセーヌは理解が及およばず首を傾げる。

「閉会式で優勝者が決まるなら、誰かが本物の時計を船に持ち込まなければならないはずさ。そうでなければ勝利の証明にならないからね」

「では、まだ望みはありますのね？」

「そうとも。別の参加者が手に入れていようが、大会の主しゆ催さい者しやがキミの家いえから盗ぬすみ出したまま隠し持っていようが、必ず船のどこかに本物の黄金の懐かい中ちゆう時計が存在していることになる」

　五右衛門の言葉に励はげまされ、アルセーヌが笑え顔がおを取り戻す。

　そうして列が進み、ビッグ・ベル号に乗船した後、アルセーヌは閉会式が行われる中央の大ホールに留とどまった。嫌いやでも目立ってしまう彼女は、他の大会参加者たちの注意を引くための囮おとりを自ら選んだのだ。

　アルセーヌが参加者たちを引き付けているうちに、五右衛門は閉会式が始まるまでの僅わずかな時間、一人で船の要所に忍しのび込むことにした。

　豪華客船だけあって、船のスタッフは各所に大勢配置されていた。人数の動員ぶりに、五右衛門は首を傾げる。大規模な大会とはいえ、主催者が用意した人員が多すぎるように思えたのだ。

　船長室、機関室、来らい賓ひん室しつと、順々に忍び込んでいく五右衛門だったが、人の目が多すぎて露ろ骨こつに時計を捜し回ることは出来なかった。

「少年、そんなところで何をしているのかね」

　不意に聞こえてきた声に五右衛門の体が強こわ張ばる。

　人目につかないよう最大限に気を付けていたにもかかわらず、ついに彼の存在を気取った人間が現れたのだ。五右衛門は目もく撃げき者しやを昏こん倒とうさせるべく、その場ですぐさま身構えた。

　だが、いつまでたっても声の主は姿を現さない。

「あー、こっちだこっち。この独どく房ぼうの中だよ」

　耳を澄すませてみれば、航海中によからぬ者を隔かく離りしておくための独房から、確かに男の声がしていた。

「馬ば鹿かな。姿を見られたのならともかく、完全に消しているはずの僕の足音と気配に気付けるヤツがいるだって？」

　五右衛門は自分の耳を疑いながらも、注意深く独房の扉とびらへと近付く。さらに驚おどろくべきことに、独房であるにもかかわらず扉の鍵かぎは開いていた。

　中にいたのは、赤ワインを片手に優ゆう雅がにくつろぐ金きん髪ぱつの中年男であった。

「よく来てくれた。本当なら、ここから出してくれと訴うつたえるべきなのだろうが、その必要はない。私はいつでも自分の好きなときにここから抜ぬけ出せられるからね」

　テーブルの上のワインや食事といい、紳しん士しに恥はじない身なりのいい服装といい、どう見ても投とう獄ごくされている人物とは思えない。髭ひげも毎日剃そっているようだし、そのうえ腰こしには独房の鍵を吊つるしている。

　どうやら男の言葉に噓うそはないらしい。ワインや食事、着き替がえや剃刀かみそりや鍵、それらは全すべて彼がこの独房を抜け出して調達してきた物なのだろう。

　呆あきれた眼まな差ざしを向ける五右衛門の顔を見、男は口を開く。

「ん？　少年のことは開会セレモニーで見かけた記き憶おくがあるな。確か十四代目の石川五右衛門と名乗っていた覚えがある」

「セレモニー会場？　まさか大会参加者か？」

「大会関係者ではあるが参加者ではないな。まあ、あのときは顔を隠していたから分からないのも無理はあるまい。私はあの場で司会者として壇だん上じように立っていた男だよ」

　男の正体を知り、五右衛門は警けい戒かいを強める。

「そうか……。確かに僕は当代の石川五右衛門、お前たちの主しゆ催さいした大会に日本代表として選ばれた泥どろ棒ぼうさ」

「私のことは、そうだな、とりあえずエドガーとでも呼んでくれたまえ。これでも一応は監かん禁きんされている身分なのでね。殊しゆ勝しように投獄生活を満まん喫きつさせてもらっているのだよ」

　言って、エドガーは金髪をかきあげ、あくまで上品にワイングラスを傾かたむけた。

「エドガー。一つ質問があるんだが、大会の主催側の人間がどうしてこんなところに？　いやまあ、閉じ込められているようには見えないが」

「主催側、という言い方はいささか正しくないな。何故なぜなら私こそが今回の世界大泥棒選手権の主催者なのだから」

　エドガーの言葉に、五右衛門は驚きに片目を薄うっすらと見開く。

「主催者本人だと？　なら、尚なお更さらどうしてこんなところに？」

「フー。言い辛づらいことなのだが、あの大会は余所よそ者ものに乗っ取られてしまったのだよ」

「の、乗っ取られただって！」

　今度こそ五右衛門は言葉を失った。

「その通りだ少年。私は先週の開会セレモニーの後すぐさま捕とらえられ、この船に監禁されて今日まで島から遠ざけられていたのだ」

　エドガーはワイングラスをテーブルに置くと、苦々しげな顔で悩なやましげに腕うでを組んだ。しかし本当に困っている風には見えず、一種の余よ裕ゆうさえ感じられた。

「じゃ、じゃあ、主催者が不在のまま、僕らは大会を続けていたのか？　なるほど、それなら確かにこの一週間好き勝手をしていた連中が失格にならなかった理由も分かるが、しかし誰が大会の乗っ取りなんか仕出かしたんだ？」

「私も本人の顔を見たわけではないのだが、どうやらこの大会、招待されていないはずの何者かが紛まぎれ込んでいるようだな。私をここに閉じ込めたのもそいつの仕し業わざだ」

「何者か？」

「ああ。我われ々われと同じ泥棒ではない、何者かだ」

　五右衛門の脳裏には、すぐさま一人の心当たりが浮うかんだ。

「そうか、それなら彼の今までの行動にも合点がいく。エドガー、僕には一人思い当たる人物がいる。お前が本当に主催者なら、招待状を誰に出したか憶おぼえているな？」

「当たり前だろう」

「おそらくドン・ディエゴだ。狙ねらいは分からないが、彼は本来のスペイン代表からその立場を奪うばい取り、正体を隠して大会に参加したんだ」

　未だにスペイン代表のドン・ディエゴという名の泥棒についての正体が分からないままであることも理由の一つだが、五右衛門はそれ以上に、大会期間中の彼の動きが怪あやしいと常々思っていた。

　何せディエゴは、忍び込んだ犯罪組織の重要施し設せつのことごとくを、うっかりと称しようして破は壊かいして回っているのだ。本人は白々しくも偶ぐう然ぜんを装よそおっているが、それで騙だまされるのはアルセーヌくらいのものだろう。

　そのうえ彼は、五右衛門やアルセーヌだけでなく、他の大会参加者たちとも頻ひん繁ぱんに接せつ触しよくを行っている。それこそ、まるでスパイのように。泥棒ではない参加者が紛れ込んでいると考えるならば、ディエゴ以外にありえない。それが五右衛門の推論だった。

　しかし、その確信はエドガーの笑い声で打ち砕くだかれる。

「ハハハ。残念だが、私は確かにドン・ディエゴに招待状を送ったよ。スペインを代表する泥棒となると、それは彼以外にありえない」

「なんだって？」

「彼はかの有名な、カピストラノの疫やく病びよう神がみだ。悪党から武器や金品宝石を奪い去る、凄すご腕うでの追い剝はぎなのだよ。これは自信を持って言えることだが、彼はアルセーヌ・ルパンに比ひ肩けんしうる、もう一人の怪かい盗とう紳しん士しと呼ぶべき偉い大だいな大泥棒だ」

　エドガーの言葉は、かつてディエゴ自身がほのめかしていた台詞せりふと同じ内容だった。

「カピストラノの疫病神？」

　聞き覚えのない二つ名に五右衛門は眉まゆをひそめたが、エドガーもそれ以上は口にするつもりがないのか、ニヤニヤと人の悪い笑みを浮かべて五右衛門の様子を窺うかがっている。

「とはいえ確かに、聞く限りでは当代の疫病神の行動には疑問を感じるな。どうも彼には、この大会とは別の目的があるようだ」

「目的？　何だそれは」

「それは本人に聞いてみたまえ。君と彼には共通点がある、きっと教えてくれるだろう」

　はぐらかすかのようなエドガーの態度に、五右衛門としては苛いら立だちが募つのっていく。彼はどこか八つ当たり気味に話題を戻もどした。

「しかしディエゴではないのなら、心当たりはもうないな」

「少年、諦あきらめるのが早いぞ。他にいないのか、私の留守中にこの大会を引っ搔かき回していた泥棒は？」

　エドガーのさらなる問いかけに、五右衛門の脳裏を三人の人物がよぎった。

　まずは先ほども名を挙げたドン・ディエゴ。だが主催者のエドガーは、彼がれっきとした泥棒の末まつ裔えいだと言い切った。

　次に思おもい浮かんだのは、誰あろうパートナーのアルセーヌ・ルパン。泥棒としてはまったくの素人しろうとである彼女の破は天てん荒こうな行動は、五右衛門だけでなく他ほかの参加者たちの度ど肝ぎもを抜くことも多かった。

　そして最後は、島中の犯罪組織に顔が利きき、これまで偽にせ物ものの時計を何度となく奪い合った人物。彼女はいつも嬉き々きとして大会をゲームに見立てて興じ、無む駄だ足あしを踏ふむことになっても愉ゆ快かいそうに姿をくらませてきた。

「後は、そうだな……モリアーティくらいか」

　五右衛門が口にした名前に、今度はエドガーが驚いた。

「おい、モリアーティとは、まさかあのモリアーティ教授のことか」

「そのモリアーティだ。子孫の少女がイギリス代表として大会に参加している」

「おいおい、イギリスの泥棒と言えばロビン・フッドだろう。私は彼の末裔を招待したはずだ。何が悲しくて犯罪界のナポレオンなど指名しなければならないんだ」

　エドガーは呆れたように答えるも、満足げに頷うなずく。

「決まりだな、黒幕はモリアーティだ。成なる程ほど成程、さもありなん。何せ相手は、まさに黒幕の代名詞ともいうべき人物だ」

　だが、彼は急にその表情を曇くもらせた。

「待てよ……イギリス、ロンドン、モリアーティ？　いやいやいや、これは不味まずい。もしかするともしかするぞ。一度は私を出し抜いている時点で、可能性は考こう慮りよすべきだ」

　そうしてエドガーは、五右衛門が疑問を口にする間もなく椅い子すから立ち上がると、手早く身み支じ度たくを済ませてしまった。

「少年、私は気が変わった。どうやらこの船に残っているのは危険のようだ。なので私はすぐにでもここを発たたなければいけない。脱だつ獄ごくすることにするよ」

「脱獄って、おい、大会の閉会式はどうするんだ？　お前が主しゆ催さい者しやなんだろう？」

「すでに主導権は私にはない。その閉会式とやらも、おそらくモリアーティが何かを企たくらんでいるはずだ。そして、黄金の懐かい中ちゆう時計もそのモリアーティが持っているに違ちがいない。ここに捕らえられたときに奪われてしまったからな」

「つまり、この船そのものがモリアーティの罠わなだと？」

「そういうことになるな。少年、逃にげるなら一いつ緒しよに行くかね？」

　エドガーの提案に、五右衛門は首を横に振ふった。大ホールでは、アルセーヌが今も彼の帰りを待っているからだ。

「いいや、僕はここに残る。このままモリアーティに出し抜かれるのも御ご免めんだ。石川五右衛門の名を世界に知らしめるため、必ず黄金の懐中時計を手に入れてみせる」

　あえて罠に飛び込もうとする五右衛門の姿に、エドガーは軽く肩かたをすくめてみせる。

「若いな。そうまでして世界一の大泥棒の座が欲しいのか？」

「もちろんだ。でも、それ以上に大切なことがある。船内に仲間がまだ残っているんだ。一いち途ずに僕を信じてくれている彼女を守り抜くこと、そして彼女の目的を共に果たすことが、今の僕の使命だ」

「フフ、それでこそ石川五右衛門の息子だ。健けん闘とうを祈いのっているよ」

　そう言ってエドガーは笑えみを深め、独どく房ぼうの外へと出て、五右衛門に背を向けた。

「まさか、僕の父上を知っているのか？」

「知っているさ。十三代目とは何度か手を組んだことがある。もっとも、知り合ったときは敵同士だったがね。そうそう、以前この島で行われた前大会でもそうだった」

　エドガーは微かすかに振り返り、年配の紳士とは思えない、やんちゃな表情を覗のぞかせた。

「……お前は一体何者だ？　そもそも、アルセーヌ・ルパンの屋や敷しきから黄金の懐中時計を盗ぬすみ出したのは、本当にお前なのか？」

「これは妙みようなことを聞く。ルパンの宝物庫に自由自在に入り込むことの出来る人物など、世界にたった一人しかいない。それはアルセーヌ・ルパン本人だ」

「え？」

「悪党の楽園で世界大泥棒選手権が何度も行われてきたのは有名な話だ。もっとも、優勝者が次の大会の主催者を務めるという伝統は、知っている人間も少ないがね」

　闇やみの中へとエドガーは姿を消す。去り際の彼の一言は、五右衛門をさらに驚おどろかせた。

「私の可愛かわいい娘むすめを頼たのんだ。あばよ、五右衛門」

　五右衛門は慌あわててエドガーを呼び止めようとしたが、すでに金きん髪ぱつの男の姿はどこにもなかった。忍にん者じやである五右衛門を完全に煙けむに巻くなど、並の泥棒に出来る芸当ではない。

「まさか今の男が、先代の──」

　熱に浮かされたかのような五右衛門の呟つぶやきは、天てん井じよう越ごしに頭上のフロアから響ひびく騒そう々ぞうしい靴くつ音おとにかき消された。同時に、船が大きく揺ゆれ始める。どうやらビッグ・ベル号が出航を始めてしまったらしい。

　と、独房の中から、何やら騒さわがしい声が聞こえ始めた。

　無論、エドガーが去った今、独房には誰だれもいないのは確かだ。五右衛門が訝いぶかしげに室内へと入り込んだところ、何とエドガーの座っていた椅子の向かいにモニターが設置されており、そこから音声が聞こえていた。

　映し出されていたのは、客船の各所に設置されていると思おぼしき監かん視しカメラの映像だった。おそらくエドガーが監視システムをハッキングして映像を盗み見ていたのだろう。

　とはいえ、五右衛門を驚かせたのは別にそのことではなかった。

　ビッグ・ベル号の出航と同時にモリアーティ率いる各国の犯罪組織が行動を起こしたらしく、大ホールは今や完全に彼らによって占せん拠きよされていたのだ。いかな大会参加者たちとはいえ、四方八方から銃じゆう口こうを突つき付けられている状じよう況きようでは降参せざるを得ない。

　犯罪組織集団の先頭に立っている人物に、五右衛門は見覚えがあった。見かけ倒だおしの強面こわもては、クリスタルバンクの支配人を務めていた男である。

「この豪ごう華か客船のスタッフ全すべてが、各国の犯罪組織の構成員だったのか」

　見れば、映像の中にはボスや幹部と思しき重じゆう鎮ちんの姿さえある。今まで大会参加者たちに酷ひどい目にあわされ続けてきた悪党たちが結けつ託たくしているのだ。泥どろ棒ぼうたちに楽園を荒あらされコケにされ続けてきた以上、各組織も下したっ端ぱに任しておくだけでは沽こ券けんに関かかわるのだろう。

　そして、重鎮たちの集まっている場所には、満面の笑みを浮かべて勝ち誇ほこるモリアーティの姿もあった。閉会式をダシに泥棒たちをこの船に集めたのが彼女の仕業なら、こうして犯罪組織の重鎮が勢せい揃ぞろいしているのも彼女の手引きによるものだろう。

「あくまでモリアーティは犯罪組織側の人間だ。今まで騒ぎを起こしてきた僕らを捕つかまえれば、組織内で大きな手て柄がらになるということか？」

　納なつ得とくしかけた五右衛門だが、不意に眉をひそめた。

「待てよ……本物の時計を彼女が持っているのなら、今まで偽物の時計を用意し、その情報を流していたのも彼女のはずだ。ならどうしてモリアーティは、偽の時計を犯罪組織の重要施設に隠かくしていたんだ？　わざわざクリスタルバンクみたいな場所に隠して騒そう動どうを起こさせなくても、犯罪組織側にとって都合のいい場所で良かったはずじゃないか」

　五右衛門が眉をひそめた瞬しゆん間かん、映像の中で大会参加者たちが反はん撃げきに打って出た。洪吉童の仙術や、ネッド・ケリーの鎧よろいの各部から発せられたスモークによって、見る見る間に大ホールの隅すみ々ずみを煙けむりが満たしていく。

　こうなっては各犯罪組織も同士討ちを恐おそれて銃は使えないだろうし、これだけの隙すきがあれば、世界各国の大泥棒の子孫である大会参加者たちにとって、包ほう囲い網もうから逃げ出すことなど容易のはず。問題は、大ホールで待っていたであろう素人のアルセーヌだ。

「アル、僕が駆かけつけるまで無事でいてくれ！」

　五右衛門は大会参加者たちの反撃に感謝しつつ、祈るような気持ちで独房を発たった。そうして、彼はまさしく疾しつ風ぷうのような速さで船内通路を駆け抜ぬけていく。

　すでに大会参加者たちの脱だつ走そうは船内全ての犯罪組織メンバーに連れん絡らくされているらしく、構成員たちは銃火器で武装し、船内各所の至るところで次々と姿を見せ始めていた。通路の曲がり角で五右衛門と鉢はち合あわせた彼らは、早さつ速そく持っていたマシンガンで発はつ砲ぽうを試みた。

　しかし、五右衛門は重力を無視したかの如ごとき身のこなしで天井に張り付き、暴力的な銃じゆう撃げきの全てを回かい避ひすると、構成員たちの背後へと着地しつつ彼らの後頭部に一いち撃げきをお見み舞まいして昏こん倒とうさせた。

「雑魚ざこが。アルに指一本でも触ふれてみろ、指の骨を全て叩たたき折ってやるからな」

　いつになくダーティな一面を見せると、五右衛門は気絶する構成員たちを置き去りに再び駆け出した。

　だが、血ち眼まなこになってアルセーヌを捜さがしてみたものの、船内を駆けずり回っているにもかかわらず成果は無かった。足音を立てて走っているのは、アルセーヌを発見できずにいる焦しよう燥そう感かんのせいだろう。

「フランシス！　危ない！」

　焦あせりが隙を生み、五右衛門は物もの陰かげに隠れていた別の構成員に気付かなかった。間かん一いつ髪ぱつで敵を打ち据すえて五右衛門のピンチを救ったのは、ドン・ディエゴであった。

「ディエゴか。キミも無事だったんだな」

　ディエゴは黒いマント姿で、手には細身の剣けんを持っている。普ふ段だんのお調子者然とした軽けい薄はくな態度と違い、いつになく物々しい格好であった。

「お互たがい無事で何よりだ。それより、セニョリータ・ルパンは一緒じゃないのか？」

「そっちも知らないのか。くそ、役立たずめ」

「つれないなアミーゴ」

　軽口を叩く五右衛門とディエゴだが、騒ぎを聞きつけた他の構成員たちが続々と二人のもとへと押し寄せてきていた。

「敵は七人だ。僕は右側から来る三人を片付ける！」

「つまりオレが残りの四人をどうにかしなきゃいけないってことかオイ！」

　口ではそう言いつつも、二人は瞬しゆん時じに敵へと襲おそい掛かかっていく。

　だが、彼らの攻こう撃げきが届く前に構成員たちは地に伏ふした。五右衛門が狙ねらっていた三人は、横合いから乱入してきたジェシー・ジェイムズの銃撃を食くらって負傷し、残る四人も神しん出しゆつ鬼き没ぼつの洪吉童によって音もなく片付けられていた。

「なーなー、この状況どうなってるのさ。閉会式は？　大会の優勝者は？」

　硝しよう煙えんの臭においのこびりついたシスター服の裾すそを翻ひるがえし、ジェシーが五右衛門たちへと近付いてくる。

「セニョリータ、今はそれどころじゃないぜ。この船から生きて脱だつ出しゆつしたいなら、全員で手を組まなきゃな」

　ディエゴは剣を腰こしに吊つるしながら、困ったように頭をかいた。

「手を組むだって？　僕はこいつとは性が合わない」

「俺としてもパクリ野や郎ろうと共きよう闘とうは御免こうむる」

　五右衛門と洪吉童の犬けん猿えんの仲は相変わらずで、火花を散らして睨にらみ合いを始めてしまっていた。

「パクリねえ……それを言い出すと、石川五右衛門も洪吉童も、ある意味じゃ中国の宋江のパクリになるんじゃないか？　何せ奴やつこさんは参加者の中でも屈くつ指しの古株だぜ」

　仲ちゆう介かいをするかのように、二人の間にディエゴが割って入る。

「ぐっ……」

「うぬぬ……」

「その宋江だが、あっちはあっちでネッド・ケリーやサルヴァトーレ、プーランと一緒に別の場所で騒ぎを大きくしてくれている。こっちもオレたち四人で大暴れでもして、敵の足並みを乱さないとな」

「でもさー、お互い主義主張も違う泥棒同士、つるむのは面めん倒どうくさそうじゃん。アタシはアタシで勝手にやってこの船からおさらばしたいんだけどさー」

　ディエゴの言葉に真っ先に難色を示したのは、ジェシーだった。

「同感だ。俺も一人が性に合っている。足手まといは必要ない」

　次いで洪吉童も五右衛門を一いち瞥べつし、腹立たしげに鼻を鳴らした。

「主義主張が違ちげう？　いいや、その心配はないぜアミーゴ。何故なぜならオレたちには共通点があるからな。もちろんここにいる四人だけじゃない。さっき名前を挙げた宋江たちもそうだし、ここにはいないがアルセーヌ・ルパンもそうだ」

　別行動を取ろうとするジェシーと洪吉童を引き留めるディエゴに対し、五右衛門は僅わずかに首を傾かしげる。

「そう言えば最初に会ったときもそう口にしていたな。国も人種も犯罪の経歴も違う僕ら泥棒の末まつ裔えいに、一体どういう共通点があるっていうんだ？」

「いい質問だフランシス。それはだな──」

　ディエゴが口を開こうとした瞬間、新手の大部隊が通路の向こうから姿を現した。各組織の重鎮も数人見受けられるところから、どうやら敵の本隊のようだ。

　敵は未いまだ遠く、瞬時に物陰に隠れた五右衛門たちに気付いていないものの、大人数かつ全員が強力な銃火器で武装していた。

「あちゃー、こりゃまずい。アタシ、いち抜けたーっと」

　その様子を目にして一目散に逃にげ出そうとしたジェシーだったが、ディエゴは彼女の肩かたに手を置き、逃とう走そうを阻はばむ。

「セニョリータ。銀行強ごう盗とうの際に言っていただろう、盗とむなら相手は労働者や貴婦人ではなく、シルクハットの紳しん士しからだと。オレは感服したぜ。やはりアメリカ人には自由を愛する意志と精神がある」

「あん？　こんなときに何を言い出すのさ」

「それこそがオレたちの共通点だ。初代石川五右衛門もジェシー・ジェイムズも洪吉童も、弱い立場の人々からは何も盗まなかった。オレたちの祖先は、誇り高き義ぎ賊ぞくだった」

　ディエゴの言葉に、他ほかの三人は思わず顔を見合わせた。

　誇らしげに語ったディエゴへと、まず五右衛門が口を挟はさむ。

「ジェシー・ジェイムズも義賊なのか？　だって凶きよう悪あくな銀行強盗犯なんだろう？」

「そりゃどういう意味だってのさ！　初代ジェシーが襲った当時の銀行は、裕ゆう福ふくな権力者の資産を守るためのものだったんだぞ！　それを襲って金品を民衆に分け与あたえたんだ、アメリカでは今も人気者なんだからなー！」

「そ、そうなのか。いや、ごめん。知らなかった」

　ジェシーに肘ひじ鉄てつを食らわされつつも五右衛門が素す直なおに頭を下げる一方で、洪吉童もまた、五右衛門を胡う散さん臭くさげに睨みながら口を開く。

「初代洪吉童はともかく、石川五右衛門は大悪人だったと聞いているがな」

「義賊はいつの世も、時の為い政せい者しやにとっては悪党でしかない。今の初代ジェシーの話もそうだし、オレの祖先も疫やく病びよう神がみ呼ばわりされた。初代五右衛門が釜かま茹ゆでの刑けいで処刑されたのも、大きな戦争を起こした為政者を暗殺しようとしたからだと知っていたか？」

「フン、その挙句に捕まって殺されたのか。無様な負け犬だな」

「何だと、もう一度言ってみろ！」

　いがみ合う洪吉童と五右衛門を両手で制し、ディエゴは洪吉童に言い聞かせるように言葉を続ける。

「彼が命を狙った相手の名は豊とよ臣とみ秀ひで吉よし。二度にわたり朝ちよう鮮せん出しゆつ兵ぺいを行った男だ。初代五右衛門による暗殺が成功していれば、二度目の戦争は起きなかった。失敗してしまったものの、彼の行いはアンタの故郷を守ることにも繫つながったはずなんじゃないか？」

　その言葉を聞き、洪吉童は驚おどろきの面おも持もちで五右衛門の顔を盗み見る。

　五右衛門は洪吉童へと怒いかりの眼まな差ざしを向けていたが、今は互いに争っている場合ではないことくらい分かっているのだろう、憤いきどおりを抑おさえてディエゴへと向き直った。

「ディエゴ。キミの目的はなんだ？　何のために悪党の楽園にやって来た？」

「オレの目的は最初から一つだよ。あの島で最も価値ある宝だ」

「お宝っ？」

「宝だと？」

　ディエゴの返答に、ジェシーは瞳ひとみを輝かがやかせ、洪吉童も顔を上げる。

「それは、悪党の楽園なんていう不ふ名めい誉よな名を与えられたあの島そのものだ。アンタたちはあの島が最初から悪党の楽園だなんて思っていたか？　いいや、大きな間違いだぜ。その昔、悪党どもが本物の楽園を人々の手から取り上げたんだ」

　そう言って、ディエゴは再び剣を抜き放った。

「だからオレはあの島を根城にしている悪党どもを全すべて倒たおし、平和を取り戻もどす！」

「そうか。それが目的だったんだな、ディエゴ。だからキミは、この大会に乗じて犯罪組織の重要施し設せつを潰つぶして回っていたのか。他の泥どろ棒ぼうのことにやけに詳くわしいのも、同じ義賊の末裔を仲間に引き入れるためだったんだな」

「おっと、バレてたか。まあ、一人で戦うには強大な相手だからな」

「だが、どうしてそこまでする？　キミにとっての生まれ故郷でも何でもないだろう」

「悪党と蔑さげすまれようが、オレの祖先は義賊だった。その血がオレにも流れている」

　ディエゴは物陰から出ると、剣を構えたまま悠ゆう然ぜんと敵の大部隊へと向かっていった。犯罪組織の構成員たちは一人で近付いてくる彼の姿に気付き、すぐさま銃を構える。

「カピストラノの疫病神、か」

　ディエゴの背を見つめながら、五右衛門はエドガーから教えられた二つ名を呟つぶやいていた。

　途と端たん、五右衛門の呟きを聞き、ジェシーが大きく顔色を変える。

「今何て言った！　まさかそれ、あのスペイン男のことか！」

「ジェシー、キミはこの名を知っているのか？」

「あったりまえじゃん！　カピストラノの疫病神といったら、それはドン・ディエゴ・ベガのことさ！」

「ドン・ディエゴ……ベガ？　その名前はどこかで聞き覚えがあるぞ。キミが詳しいということは、アメリカで名を馳はせた泥棒なのか？」

　ジェシーに言われ、五右衛門はかつてのディエゴの言葉を思い出していた。スペインを代表する泥棒だが、今のスペイン国内で活かつ躍やくしたわけではないという台詞せりふだ。

「厳密に言えば、初代ドン・ディエゴ・ベガが活躍した十八世紀末のカリフォルニアは、まだアメリカって国じゃなかった。スペインの植民地だったのさ。そこでは、為政者の圧政に先住民や入植者が虐しいたげられるのも日常茶さ飯はん事じだった」

　ジェシーは興奮した顔つきで、ディエゴの背へと憧あこがれの眼差しを向ける。

「だけど、そんな世の中を変えるために一人の男が立ち上がった。彼はスペイン人でありながら、あくどい商人を懲こらしめ、卑ひ劣れつな軍人を打ちのめし、横暴な総そう督とくに反旗を翻した。疫病神ってのは、そうして付けられた呼び名さ。でも、その男に救われた人々はまったく別の名で彼を呼んだ」

「別の名？」

「スペイン語で狐きつね。こっちの呼び名は誰だれでも知ってる。世界で一番有名な義賊の名前さ」

　語学に堪かん能のうであることは泥棒の必ひつ須す項こう目もくだ。五右衛門はスペイン語もある程度読み書き出来るし、狐を何と呼ぶかも知っていた。

「それってまさか……」

　五右衛門が見つめる先で、ディエゴはマントからマスクと帽ぼう子しを取り出していた。マスクは黒地の布製で、帽子はつばの広い黒のソンブレロだ。

「おいおい、剣けん一本でどうやって戦うつもりなんだ？」

　手下に銃じゆうを構えさせたままディエゴへと向き直ったのは、クリスタルバンクにいた強面こわもての支配人だ。彼は細身の剣でしか武装していないディエゴを憐あわれむように眺ながめ、自らの圧あつ倒とう的てき優位を疑いもしていない。

「この戦力差が分からないとは、どこの間ま抜ぬけだ。なあ教えてくれよ、救いようのない愚おろか者の名前をよ」

　敵の言葉に、マスクとソンブレロを被かぶったディエゴは余よ裕ゆうの笑えみを見せる。

「人呼んで、怪かい傑けつゾロだ」

　瞬しゆん間かん、彼の剣が蛇へびの舌のようにしなやかに動いた。あまりに素早い剣の一いち撃げきは三度の閃ひらめきを見せ、目の前の敵の眉み間けんに鮮あざやかなＺのマークを刻み付ける。

　たったそれだけで、ジェシーだけでなく、五右衛門や洪吉童にも、そして敵の大部隊にも、目の前の男が何者であるか一いつ瞬しゆんで理解できた。

　怪傑ゾロ。スペイン領の大地主の跡あと継つぎ息子むすこであった初代ドン・ディエゴ・ベガが、富ふ豪ごうである自らの正体を隠かくし義賊として活躍した際に用いた名前である。

　自由を掲かかげ、義に生き、愛に殉じゆんじようとした、誇ほこり高き大だい盗とう賊ぞく。まさしくアルセーヌ・ルパンに比ひ肩けんしうる、もう一人の怪盗紳士だ。

　剣を持たせれば右に出る者のいない彼は、盗賊稼か業ぎようの際、ゾロの名を意味するＺの印を残すという。その逸いつ話わは、この場に居合わせた誰もが知っていた。

「あの美しい楽園は、貴様ら悪党が住むには過ぎた島だ。善良なる人々の手に返してもらおう。自らの罪を認めて立ち去るなら良し、しかしそのつもりがないのなら、貴様らの魂たましいにゾロのマークを永久に刻み付けることになるぞ！」

　ドン・ディエゴ──いや、ゾロの鋭するどい剣の冴さえは、銃じゆう弾だんさえ真っ二つにするほどだった。彼は自らに襲おそい掛かかる鉛なまりの弾だん丸がんを一刀両断に斬きり捨て、敵へと躍おどりかかる。

「ディエゴが怪傑ゾロだって？　日本ではヒーローとして有名過ぎて、泥棒だってことを忘れていたな。だが、これでエドガーの自信満々の態度にも納なつ得とくした」

　その姿を惚ほれ惚れと見つめ、五右衛門が感かん嘆たんの呟きをこぼした。

「他でもないゾロの旦だん那ながやるって言ってるんだ、ここで借りを返さなきゃアメリカ人じゃないっての！　ヒーハー！」

　ゾロの勇姿を目にし、ジェシーも二丁拳けん銃じゆうを構えて援えん護ごに入る。彼女のガンマンとしての腕うで前まえは超ちよう一流で、瞬またたく間に彼らの手にした銃を撃うち落とし、無力化していく。

　ゾロとジェシーが討ち漏もらした敵を排はい除じよしようとした五右衛門だったが、それに先んじて洪吉童が音もなく飛び出し、目にも留まらぬうちに手早く彼らを片付けてしまった。

「どうした洪吉童。一人で逃げるんじゃなかったのか？」

「……勘かん違ちがいするなよ、石川五右衛門。あくまで貴様と手を組んだわけではない。俺は貴様のことが気に食わないし、金輪際口を利ききたくもない」

　洪吉童は五右衛門を一いち瞥べつし、言葉を続ける。

「だが、何度となく口にした初代石川五右衛門への侮ぶ辱じよくは取り下げさせてもらいたい。貴様らへの助すけ太刀だちは、俺なりの詫わびの入れ方だと思え」

　天あまの邪じや鬼くな洪吉童の物言いに、五右衛門はつい笑いそうになるのを必死で堪こらえた。

「詫びるつもりがあるなら頭くらい下げたらどうだい？」

「笑止。頭は下げるために使うものではない！」

　自らの真意を悟さとられるのが恥はずかしかったのか、洪吉童はマフラーで顔の下半分を隠すと、五右衛門から逃げるかのように敵へと襲い掛かっていく。

「ここはオレたちに任せておけ。フランシスには、捜さがしに行かなければいけないヒロインがいるんじゃないのか？」

　義賊たちと犯罪組織との交戦が激化する中、ゾロは五右衛門へと振ふり返った。

「ディエゴ……いや、ゾロ。すまない、恩に着る。キミの言葉に甘えさせてもらおう」

「水みず臭くさい言い方は無しだぜアミーゴ、オレとアンタの仲じゃないか。それに、アンタの親父おやじさんには借りがあるんでな！」

「父上に？」

「オレの師は、スペインではフランシス・イシカワと名乗っていた。何でもニッポンの有名な大泥棒らしい。心当たりがあるだろう？」

　驚きを見せる五右衛門に対し、ゾロはマスクの奥で目を細めた。

「それより今はセニョリータ・ルパンだ！　船内に見当たらなかったのなら、甲かん板ぱんへ行ってみろ。健けん闘とうを祈いのる！」

「甲板か、確かにそこは捜していなかった……よし！」

　ゾロの声に大きく頷うなずくと、五右衛門は身を翻ひるがえして客船の甲板を目指した。
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　犯罪組織と交戦を始めた大会参加者はゾロたちだけではないらしく、船内各所で発はつ砲ぽう音おんが反はん響きようしていた。そんな中、五右衛門は甲板へと続く階段を駆かけ上がる。

　頭上から星明かりが降り注ぐ甲板には、五右衛門の他ほかに一人先客が立っていた。

　悪党の楽園では場ば違ちがいに思えたドレス姿も、月夜に映える船上ではこの上なく似合っている。一瞬、五右衛門はここが犯罪組織の船であることも忘れて見入ってしまっていた。

「ムッシュ五右衛門！」

　甲板に姿を見せた五右衛門を前に、少女が可か憐れんな笑みをこぼした。星明かりと船のライトで互たがいの顔は簡単に見て取れる。間違いなく、彼の捜していたアルセーヌ・ルパンだ。

　五右衛門はアルセーヌへと歩み寄ると、彼女の姿を間近で確認する。

「さ、ムッシュ。早く逃にげましょう、ここは危険ですわ」

　アルセーヌは五右衛門へと手を差し伸のべた。

　彼はその手を取ると、強い力でアルセーヌを引き寄せた。

「ムッシュー？」

「……やっぱり、最初からキミが持っていたんだな」

　驚きの表情を浮うかべるアルセーヌを尻しり目めに、五右衛門の空いた手には燦さん然ぜんと輝く黄金の懐かい中ちゆう時計があった。

　それは紛まぎれもなく本物の、ルパンのコレクションの一つ、カリオストロ伯はく爵しやくの黄金の懐中時計に間ま違ちがいなかった。抱だき寄せた隙すきをついて五右衛門がアルセーヌの服の下から抜ぬき取ったのだ。

「これは……誤解ですわ！　先ほど、船内で見つけただけですもの！」

　きつく睨にらみつけてくる五右衛門を前に、アルセーヌはしどろもどろの様子で慌あわてて言い訳を取り繕つくろう。

「すぐにバレる噓うそはよくないぞ──モリアーティ！」

　だが、五右衛門がアルセーヌに向けてそう断言した瞬間、彼女の顔つきが急変した。

　五右衛門の目の前の少女はドレスの下からステッキを取り出すと、自分の手を摑つかんでいた彼の腕うでを打ち付け、一瞬の隙を作って腕ごと捻ひねりあげた。そして、五右衛門が得意の体術で抜け出すより先に、そのまま甲板へと叩たたきつける勢いで投げ飛ばす。

　しかし五右衛門は投げ飛ばされる寸前、少女の金きん髪ぱつのウィッグを摑んでいた。瞬間、ウィッグに隠されていた銀髪の縦ロールがこぼれ落ち、モリアーティの素す顔がおが露あらわになる。

「あらそう、バレたのなら仕方ないわぁ。でもでもぉ、レディの服の下に手を突つっ込んで物を盗ぬすむなんてぇ、泥棒とはいえ、ちょっと許されないわよぉ！」

　投げ飛ばされた五右衛門はすぐさま見事な受け身を取って体勢を立て直していたが、モリアーティは怒いかり心しん頭とうの面おも持もちで追つい撃げきをかけた。

　ステッキを放り出して両手を前に構え、低く沈しずめた姿勢で五右衛門へと肉にく薄はくするモリアーティ。それはまさしく、ボクシングのファイティングスタイルだった。

　そして彼女は、戸と惑まどう五右衛門のガードを搔い潜くぐって大きく踏ふみ込み、左フックをブラフに使い、稲いな妻ずまの如ごとき速さの右ストレートを顔面に叩きこんだ。

「なっ……」

　モリアーティのスピードと反射神経、そして彼女の繰くり出したパンチのあまりの威い力りよくに、五右衛門の思考は一瞬どこかへ吹ふき飛んでしまった。今度は受け身を取ることもままならず、パンチの威力を物語る勢いで甲板を転がっていく。

「どお？　ミドル級プロボクサー並の威力を誇るあたくしの殺人パンチは？　女の子にエッチなことした報むくいよぉ」

　吹っ飛んだ五右衛門の姿を見下ろし、モリアーティは華か麗れいなシャドーボクシングを披ひ露ろうした。そうして彼女は、アルセーヌに扮ふんしていた白のドレスを脱ぬいで本来の黒のドレス姿に戻もどり、足元のステッキと、五右衛門が取り落とした黄金の懐中時計を拾い上げる。

「でも、一つ聞いておきたいことがあるわぁ。どうしてあたくしの変装を一目で見破ったのかしらぁ？　絶対に騙だませる自信があったのよぉ？」

　悠ゆう然ぜんと髪かみをかき上げるモリアーティを前に、上体を起こした五右衛門は一瞬声を詰つまらせたものの、すぐに鼻で笑う仕草を見せた。

「いくら僕たちが変装の名人でも、泥どろ棒ぼうは悪党だ。悪党は天使には化けられない」

　真顔で言ってのける五右衛門に対し、モリアーティは絶句した。

　そのまま彼女は、背後に隠してあった大きな黒いボストンバッグへと近寄り、ファスナーを開ける。

「よいしょっとぉ」

　そうしてモリアーティがバッグの中から取り出したのは、手て錠じようを掛けられたアルセーヌ本人であった。ご丁てい寧ねいに猿さるぐつわまでされている。

「アル！」

「むーむー！」

　どうやら五右衛門が船内を偵てい察さつしている間に、アルセーヌはモリアーティによって拉ら致ちされていたらしい。犯罪組織の構成員たちが大ホールを取り囲んでいた時点で、すでにアルセーヌは別の場所に移されていたのだろう。

「ちょっとごめんなさいねぇ」

　モリアーティはアルセーヌを甲板に転がすと、その体をしげしげと眺ながめた。すると彼女は急に何を思ったのか、アルセーヌの胸をむんずと摑む。

「むーむーむー！」

「んふふ、分かったわぁ」

　顔を真っ赤にして涙なみだ目めになるアルセーヌを尻目に、モリアーティは腰こしに手を当てて五右衛門へと視線を戻す。

「あたくしの変装は、セレモニー会場でミス・ルパンと隣席だった際に見定めたスリーサイズだったわぁ。まさか一週間でさらにおっぱいが大きく育っているなんて、いくらなんでも予想外よぉ。これこそ貴方あなたが変装を見破れた理由でしょ。どお、違ちがって？」

　得意げに推理を披露したモリアーティは、人差し指を五右衛門へと突き付ける。

　一方の五右衛門はモリアーティの指し摘てきに苦々しげな表情を浮かべていた。何も言わずとも、その反応で彼女の推測が正しかったことが分かる。

「なぁにが天使よぉ、くさいこと言ってくれちゃってぇ。男の子はエッチで困るわぁ。あたくしだって、おしりなら自信あるのよぉ！」

「むむー」

　モリアーティと、ついでにアルセーヌからの非難の眼まな差ざしが五右衛門へと突き刺ささる。

「……と、ともかくモリアーティ、どうしてキミはアルをさらったんだ。いや、それだけじゃない。大会の主しゆ催さい者しやを監かん禁きんし、偽にせの時計をバラ撒まいて大会を混乱させ、あまつさえこの客船を使って僕らを一いち網もう打だ尽じんにしようとした。キミが犯罪組織側の人間だからか？」

「んふふ、どうかしらぁ」

「いや、それだと辻つじ褄つまが合わない。大会参加者を誘おびき出すための偽の時計を、わざわざ犯罪組織の不利益になる場所に隠かくす必要はなかったはずだ。僕らのせいで、犯罪組織側も手痛い被ひ害がいを受けたはずだからね」

「そうよねぇ。つまりあたくしは、大会参加者と犯罪組織の両方に属し、そして両者にとって不幸を呼ぶ女ってことよねぇ」

「……キミの狙ねらいは何だ？　まさか、その時計というわけじゃないんだろう？」

　その問いかけに対し、モリアーティはゲームに興じているかのような愉たのしげな面持ちで、五右衛門とアルセーヌの顔を交こう互ごに見やる。

「時間も押していることだし、何から答えてあげようかしらぁ」

　焦じらすようなモリアーティの態度に、五右衛門は疑問を感じた。彼は訝いぶかしげに周囲に目を配ったが、甲板は静かなままだ。未いまだ、船内で暴れている面々が上へとやってくる気配もない。そして、船のライトの届かない夜の海は暗い。

　だが、泥棒である五右衛門の目は、遠く離はなれた暗くら闇やみの海に潜ひそむ、いくつもの大きな影かげを捉とらえていた。

「あれは……まさか船せん影えいか！」

　あまりに遠いため肉眼での判別が困難だと悟さとった五右衛門は、すぐさまドテラから望遠機能を備えた暗視スコープを取り出し、装着する。

「インターポールだと！」

　そして彼は、スコープ越ごしに視界に映った光景に悲鳴を上げた。豪ごう華か客船ビッグ・ベル号を取り囲むように四方に潜む船影には、インターポールとも呼ばれる国際刑事警察機構ＩＣＰＯ所属の船せん舶ぱくであることを示すマークが彫ほられていたのだ。

　泥棒にとって天敵の一つと言えるＩＣＰＯの登場に、五右衛門は露ろ骨こつに顔色を変えた。

「そうよぉ、あたくしが手引きしたの。今この船には、世界中の悪名高い泥棒たちやぁ、各犯罪組織の重じゆう鎮ちんたちが乗り込んでいるんですものぉ。これを一網打尽に出来ればぁ、警察にとって大おお手て柄がらだわぁ」

　モリアーティは挑ちよう発はつ的な視線を五右衛門へと向け、勝ち誇ほこる。

「偽の時計を悪党の楽園の主要な場所にバラ撒き、大会参加者に騒そう動どうを起こさせて、貴方たちと犯罪組織の対立を煽あおった甲か斐いがあったわぁ。おかげで今は双そう方ほうがこの船に集まっている……んふふ、インターポールに情報が漏もれているとも知らずにねぇ」

「何を悠ゆう長ちようなことを言っているんだ！　モリアーティ教授の末まつ裔えいであり、イギリスの犯罪組織のボスでもあるキミも逮たい捕ほされることになるんだぞ！」

「でもぉ、そうはならないのよぉ」

　そして彼女は甲かん板ぱんに転がしたままのアルセーヌを見下ろした。

「ミス・ルパンだけ連れ出したのは、あたくしも驚おどろかされちゃったけどぉ、この子が泥棒じゃなかったからよぉ。いくらアルセーヌ・ルパンの子孫とはいえ、何も悪いことしてないのに捕つかまえちゃうのは可哀かわい想そうだわぁ」

「むー？」

「……キミは一体何者なんだ？　そもそも、この大会でイギリス代表に選ばれたのはロビン・フッドのはずだったと聞く。キミは本当にモリアーティなのか？」

　五右衛門の問いかけに、モリアーティはますます笑えみを強めていく。

「もちろんよぉ。正しよう真しん正しよう銘めいモリアーティ教授の子孫になるわぁ。いつかのミス・ルパンの推理を否定するつもりもない……でもでもぉ、実はそれだけじゃあ百点満点には届かないのよねぇ」

　堪こらえきれないのかくすくすと笑い声をこぼしながら、モリアーティは言葉を続ける。

「ねぇ、お二人さん。貴方たちはぁ、悪事の限りを尽つくした歴代のモリアーティが本当に欲しかったものが何だったのか分かるかしらぁ？」

「むー？」

「あららぁ、ごめんなさぁい。猿ぐつわしていちゃ喋しやべれないわよねぇ。ミス・ルパンにも発言権をあげちゃうわぁ。また名推理を聞かせて頂ちよう戴だい」

　モリアーティは未だ転がったままのアルセーヌから猿ぐつわを取っ払ぱらってしまった。

「名推理と言われましても、今のわたくしの口からはマドモアゼルへの非難の言葉しか出て来ませんわよ。だって、先ほどまでバッグの中に閉じ込められていたんですもの！」

「そういう細かいことはいいからいいからぁ。早くしないと打ち切っちゃうわよぉ？」

　しかし、唐とう突とつにそう言われても、五右衛門にもアルセーヌにも目の前の少女の真意など分かるはずもない。

「ぶっぶぅー、時間切れぇ、残念でしたぁー、じゃあ正解の発表よぉ！」

「自分で言うのかよ！」

「ご自分で言うんですの？」

　心底楽しげなモリアーティへと、五右衛門もアルセーヌもつい野次を飛ばしてしまう。

「初代モリアーティは、この世に二人といない天才のはずだった……かの名めい探たん偵ていシャーロック・ホームズが現れるまではねぇ。彼はホームズを出し抜こうとしたけれどぉ、最後には一いつ騎き打ちの末にライヘンバッハの滝たき壺つぼに落ちてお亡なくなりになってしまったわぁ」

　呆あきれる二人のことなどお構いなしの様子で、モリアーティは懐ふところからハンカチを取り出し、涙ながらに喋り始めた。

「以降、モリアーティの子孫にとってホームズは宿敵以上の存在になってしまったのよぉ。彼とその子孫がいる限り、イギリス最高の頭脳という栄えい誉よは取り戻せない」

「ウイ、その通りですわね。ホームズの家系は今も優ゆう秀しゆうな探偵を輩はい出しゆつしていると耳にしたことがありますわ」

「だから先代のモリアーティ──あたくしのお母様は、とんでもない手段を選んだわぁ。先代シャーロック・ホームズから優秀な遺伝子を手に入れて、次代のモリアーティに受け継つがせたのよぉ」

「……え？」

　ハンカチを放り捨てたモリアーティの告白に、五右衛門とアルセーヌの表情が強こわ張ばる。

「そう、もう分かったでしょ？　あたくしのファーストネームはシャーロック。イギリスが誇る二人の天才の血を引く、当代の世界一の名探偵にして当代の犯罪界のナポレオン、シャーロック・モリアーティよぉ！」

　ステッキを手に、何やら可愛かわいげのある決めポーズを取りつつ、シャーロック・モリアーティは得意げにウインクしてみせた。

「た、探偵だって！　この大会に名探偵ホームズが紛まぎれ込んでいたのか！」

「そうよぉ。鹿撃ち帽デイアストーカーとインバネスコート、それに常時パイプを咥くわえていなければ、誰だれもシャーロック・ホームズだと思わないのよねぇ。んふふ、冗じよう談だんじゃないわぁ、ロンドンに住む英国紳しん士しが人前でそんなインフォーマルな格好するわけないじゃない！　あの間ま違ちがったイメージ像は名めい誉よ棄き損そんよぉ！」

「そのお気持ちはよく分かりますわ、マドモアゼル。わたくしも、シルクハットに夜会服に片眼鏡モノクルなどという誤ったルパン像にはいつも悩なやまされておりますもの」

「分かってくれて嬉うれしいわぁ、ミス・ルパン。有名人の子孫は苦労するわよねぇ」

　アルセーヌとモリアーティは心通じるものがあったのか、二人して深く頷うなずき合っていた。

　と、五右衛門の冷めた視線に気付いたのか、モリアーティは慌あわててポーズを取り直す。

「まあそれはともかくぅ、あたくしの表の顔と裏の顔──つまり当代のホームズとモリアーティが同一人物だと知られた以上、ただでは帰さないわぁ！」

「自分でバラしたんだろうが！」

　思わず突つっ込みを入れながらも、五右衛門は密ひそかにエドガーの言葉を思い出していた。彼は泥棒ではない何者かが紛れ込んでいると予想していたが、よりにもよって全すべての泥棒にとって最大の天敵である探偵が入り込んでいたのだ。

　いや、おそらくエドガーは、直感的にホームズの関かん与よに感付いたのだろう。

　何故なぜなら初代ホームズは初代ルパンに苦汁を飲ませた相手なのだ。先代のルパンであるエドガーを出し抜ぬき、彼を捕まえられた時点で、そんな芸当が出来る人物の候補は限られている──そう考えたからこそ、すぐさま脱だつ出しゆつしたに違いない。

「でも、どうしてあなた様が探偵ジム・バーネットの正体を知っていたのか、これで分かりましたわ。同じ探偵なら、ご存じでも不思議ではありませんものね」

「んふふ。探偵業界に詳くわしいことを指摘されたのは、ちょっぴり焦あせっちゃったわぁ」

「それに、相手がホームズだったのならアルに化けていた変装術の高さにも納なつ得とくが行く。初代シャーロック・ホームズは泥どろ棒ぼう顔負けの変装の名人だったことで有名だからね」

　相手の正体が分かり、五右衛門はより一層警けい戒かいした様子でモリアーティと対たい峙じする。

　だが、唐突にアルセーヌが不思議そうに小首を傾かしげた。

「ところで、遺伝子を手に入れるとはどういうことですの？　どういうことですのー？」

「いや。アル、引っ掛かかるのはそこじゃないだろう！」

「どういうことって決まってるじゃなぁい。先代モリアーティは先代ホームズと敵味方に分かれてロミオとジュリエット顔負けの大だい恋れん愛あいを繰くり広げた挙句、当初の目的も二の次で家庭円満の仲良し夫婦になって、それであたくしが生まれたってことよぉ？」

「まあ！　とっても素す敵てきですのね！」

「事細かに説明する必要もない！　そもそも恋愛結けつ婚こんだったのか！」

「説明しなくてもいいことまで口にして威い厳げんを欠くのは初代ホームズの遺伝かしらねぇ。未だにあの二人、あたくしも居場所に困るくらいのラブラブっぷりで参っちゃうわぁ」

　モリアーティは若じやつ干かんげんなりとした様子で肩かたをすくめる。

　そうして一同が騒さわいでいる間も、ＩＣＰＯの船舶は刻一刻と迫せまっていた。甲板からその様子を眺ながめ、モリアーティは満足げに唇くちびるの端はしを吊つり上げる。

「とはいえこれで万事計画通りよぉ。世界中の泥棒の末裔たちを捕まえればホームズとしてのあたくしの名も上がり、悪党の楽園の犯罪組織を全て片付ければ、あの島の利権は全てモリアーティでもあるあたくしが独り占じめに出来るって寸法よぉ」

　そして彼女は、懐から黄金の懐かい中ちゆう時計を取り出す。

「そうそう、この時計を手にしている以上、ついでに世界一の大泥棒の座も直じきにあたくしのものになるってことよねぇ。まさしく一石三鳥だわぁ」

　時計が示す時刻は、すでに午後十一時三十分だ。大会の終しゆう了りよう時間まで残り三十分というところまで迫っていた。

「だが今から時計を取り戻もどせば、キミの野望も一つは潰つぶせるだろう！」

「んー、まあ、この三つの中では一番いらないやつなのよねぇ。でもぉ、ゲームをするからには完全勝利がうちの家訓。もちろん、父方も母方も同じ家訓よぉ！」

　ダメージからようやく回復したのか、五右衛門は闇やみに紛まぎれ、音もなくモリアーティへと襲おそい掛かる。忍にん者じやの十八番おはこだ。

　しかし、迎むかえ撃うつモリアーティは手にしたステッキを突き出し暗がりを牽けん制せいすると、躊ちゆう躇ちよを見せた五右衛門の気配を察知し、再びボクシングスタイルでラッシュをかけた。

「一度見た技は読み切っているさ！」

　五右衛門は切り込んできたモリアーティのフックに惑まどわされず、ストレートを防ぎ反はん撃げきのチャンスを得る。だがその瞬しゆん間かん、モリアーティはステッキを構え、パンチを受け止めた五右衛門の手を搦からめ捕とった。

　さらに柔じゆう術じゆつの技を応用し、モリアーティはステッキを手にしたまま五右衛門の体を豪ごう快かいに投げ飛ばす。

「つ、強い……」

　再び甲板に叩たたき落とされ、五右衛門は受け身を取りつつもモリアーティと間合いを取る。

「あたくしもニンジャの秘術には興味あるけどぉ、こんな場所じゃ存分に扱あつかえないんでしょ？　今まで大会期間中に何度か見せて貰もらったけどぉ、代々のホームズの化学知識は深しん淵えんよぉ、原理さえ分かってしまえばニンポーなんて怖こわくないわぁ」

「くっ……」

「そして純じゆん粋すいな体術勝負でも、断然勝っちゃう自信があるのよぉ。初代ホームズはボクシングとステッキ術の達人。あたくしもお父様から護身術として手て解ほどきを受けているわぁ」

　ステッキを軽く振ふりながら、モリアーティは汗あせ一つかいた様子もなく、優ゆう雅がに甲板に佇たたずんでいた。

「ムッシュ！　気を付けてくださいまし！」

「……そうか、モリアーティが当代のシャーロック・ホームズでもあるのなら、アレを使ってくると予想をしておくべきだった」

「ええ！　先ほどの技もきっとアレですわ！」

　余よ裕ゆう綽しやく々しやくのモリアーティを前に、五右衛門とアルセーヌはこれ以上ないくらいの警戒を見せ、そして同時に叫さけぶ。

「初代ホームズが会え得とくしていた最強の格かく闘とう術、バリツ！」

　バリツ。初代シャーロック・ホームズが宿敵モリアーティ教授との最後の戦いで一度だけ披ひ露ろうした、謎なぞ多き格闘術。その実態を知る者は誰だれ一人おらず、初代ホームズの相棒のワトスン医師でさえ、その名をホームズ本人から聞かされたことがあるだけだという。

「ば、バリツぅ……？」

　だが、警戒する二人に対し、モリアーティの涼すずしげな笑顔は硬こう直ちよくしていた。圧あつ倒とう的てき優位に立っているにもかかわらず、彼女は何故か冷や汗さえ流し始めている。

「え？　どうしたんですの？」

「そ、そーよぉ！　これぞホームズの子孫のみが知る最強の必殺奥おう義ぎ、バリツよぉ！」

　モリアーティは自分でもよく分からないポーズを決め、ヤケクソ気味に叫んだ。

「まあ！　ムッシュ、やはりバリツでしたわ！」

「僕も噂うわさには聞いたことがある。何でも、初代ホームズが日本の柔術を始めとした格闘術を組み合わせて編み出した、究極の我が流りゆう総合格かく闘とう技ぎだとか」

「あまりの強さ故ゆえに、初代ホームズも常にバリツを封ふう印いんしていたとも聞きますわ！」

「こんな異国の地でバリツを相手に戦うことになるとはね！」

　盛り上がる五右衛門とアルセーヌを尻しり目めに、モリアーティは明らかに落ち着きを失ってしまっていた。変なポーズのまま、目は泳ぎ、口元は引きつっている。

「……勢いで言っちゃったけど、バリツって結局なんなのかしらぁ。お父様も知らないってなによぉ、ホームズの子孫が知らないならぁ、誰にも分かるわけないじゃない」

　と、モリアーティは誰にも聞こえない小声で、不意に愚ぐ痴ちをこぼした。

「でもでもぉ、ホームズの子孫がバリツを知らないなんて言えるわけがないわぁ……世界中のシャーロッキアンを幻げん滅めつさせちゃうわよねぇ……」

　バリツは、全世界の熱ねつ烈れつなホームズファンの心を捉とらえて放はなさないホームズ最大の謎の一つなのだ。そしてその正体は、モリアーティも、そして彼女の父である先代ホームズも知らないのであった。

　しかし、バリツこそ会得していないものの、モリアーティの実力は本物だった。

　彼女は柔術と拳けん闘とう術とステッキ術を見事に組み合わせ、五右衛門の攻こう撃げきをさばき切っていく。手しゆ裏り剣けんの投とう擲てきでさえ、彼女はダンスに興じるように華か麗れいに避よけた。

「んっふっふ、何回やっても無む駄だよぉ！」

「さあ、それはどうかな？」

　得意げに勝ち誇ほこるモリアーティを前に、劣れつ勢せいを強しいられているはずの五右衛門が急にほくそ笑えんだ。

「なぁに、負け惜おしみなんかしちゃって……」

　口では相手の態度を強がりと言いながらも、モリアーティは油断することなく五右衛門の視線の先を目で追う。

　そこには、五右衛門がモリアーティを狙ねらうと見せかけてワザと外した手裏剣を手て錠じようで受け止め、手首の縛いましめを取り除くことに成功したアルセーヌが立っていた。

「まったく、鍵かぎ開けもろくに出来ないなんて、困ったお嬢じようさんだ」

　五右衛門が会心の笑みを浮うかべる中、アルセーヌは微かすかに頰ほおを膨ふくらませる。

「不ふ名めい誉よな言われ様ですわ。わたくし、錠じよう前まえさんの開かい錠じようは一つ成功させたんですのよ！」

　アルセーヌは軽く憤ふん慨がいした面おも持もちで五右衛門を睨にらみつけたが、すぐさま油断なくモリアーティへと向き直る。

　戦意を漲みなぎらせるアルセーヌを前に、モリアーティはきょとんと首を傾げていた。

「ミス・ルパンの手錠が外れたからって、それが何になるのぉ？」

　モリアーティは知らなかったのだ。アルセーヌが彼女と同じく、柔術に精通した武道の達人であることに。
















「カリオストロ伯はく爵しやくの黄金の懐中時計、返していただきますわ！」

　今までの鬱うつ憤ぷんを晴らすかのようなスピードで、アルセーヌはモリアーティへと迫る。電光石火の強きよう襲しゆうを前に、モリアーティは少なからず面めん食くらう。

「ちょっとぉ、何よその動きはぁ！　世間知らずの箱入り娘むすめじゃなかったのぉ！」

　しかし、頰を膨らませて文句を言う余裕はあったようだ。モリアーティはステッキを手にアルセーヌの柔術を迎え撃つ。

　迫るアルセーヌ。背負い投げを狙う彼女の手が届く寸前、モリアーティが先手を打つ。ステッキによってアルセーヌの手の動きを阻はばみ、隙すきをついて逆にモリアーティが先に背負い投げの体勢に入った。

　だがその瞬間、間近に迫っていたはずのアルセーヌの体は、急にボストンバッグとすり替かわった。

「──はぁ？」

　間の抜けたモリアーティの声が甲かん板ぱんに響ひびく。彼女の視界の端では、五右衛門がこれ以上ないほどに意地の悪い、卑ひ劣れつな笑みを浮かべていた。

「伊い賀が流忍術、空うつ蟬せみの術」

「ちょ、ちょっとぉ！　待ちなさいよぉ！　こんなのありえないわぁ！」

　いかなる術を用いたのかアルセーヌとすり替えられたボストンバッグを受け止めながら、モリアーティが初めて狼ろう狽ばいを見せた。

「アルセーヌ・ルパンを甘く見、そして忍者の秘術を全すべて化学知識で解明できるなどと思い上がったキミの負けだ」

　そう言い放つ五右衛門の目には、すでに勝利が見えていた。

　忍術ですり替えたボストンバッグを囮おとりに、アルセーヌはモリアーティの背後に素早く回り込んでいたのだ。

「ごめんあそばせ」

　アルセーヌは後ろからモリアーティの襟えり首くびを摑つかむと、見事な半回転とともに一本背負いの体勢に入る。

「……ここがライヘンバッハの滝たき壺つぼじゃなくて助かったわぁ」

　モリアーティはボストンバッグを抱かかえたまま、自分の体が宙に浮くのを感じていた。観念する彼女の視界一面に、船上の夜空が映る。

　そして次の瞬間、彼女はボストンバッグを手放して受け身を取る余裕もなく、そのまま甲板へと真っ逆さまに叩きつけられていた。

「きゅぅー」

　哀あわれモリアーティは頭の上に大きなたんこぶを作り、目を回して気絶してしまった。

「マドモアゼル・シャーロック・モリアーティ。素晴らしい武術の腕うで前まえでしたわ。でも、あなた様がバーティツではなくバリツを使っていたならば、負けていたのはわたくしたちだったでしょう」

　そんなモリアーティを見下ろし、こんなときでさえアルセーヌはお淑しとやかに互たがいの健けん闘とうを称たたえていた。目を伏ふせてスカートの端を摘つまみ、優雅に一礼している。

「アル、無事かい？　ところでそのバーティツというのは？」

「ウイ。なんでも、昔ロンドンで誕生したらしい異色の格闘技ですわ。柔術に加えてパンチやキック、ステッキ術を組み合わせた流派と知り及およんでいましたので、マドモアゼルの格闘スタイルを目にするうちに思い出しましたの」

「もしかして、それがバリツの正体なんじゃ……」

「そんなまさか。わたくしたちがバリツを披露するに足る相手ではなかったのでしょう。現に、二対一でなければ勝てませんでしたもの。お互い精進致いたしましょう」

　あくまで謙けん虚きよな姿勢を崩くずさないアルセーヌは、モリアーティの懐ふところから黄金の懐かい中ちゆう時計を取り出し、見事ルパンの名めい誉よを取り戻もどした。

「ムッシュ、この時計はあなた様が持っていてくださいまし」

　アルセーヌは五右衛門へと時計を差し出す。残り数分で十二時というところまで迫せまっており、このまま手にしてしまえば今大会の優勝者は五右衛門になるだろう。

「何を言っているんだ、アル。取り戻したのはキミだろう、僕はその手助けをしたに過ぎない。モリアーティを倒たおしたのもキミじゃないか」

「いいえ。わたくし一人では何一つ成し遂とげられませんでしたわ。それに、あなた様はあのときの約束を守ってくれました。だから今度はわたくしが約束を守る番です。手を組んだ際にはっきり決めたはずでしょう、わたくしは時計を、あなた様は優勝の名誉を手に入れると」

「あ、ああ。……ところで、あのときの約束って？」

　幼い日の出会いを憶おぼえていないからか、五右衛門はアルセーヌの言葉に戸と惑まどいを見せた。そんな彼の手に有う無むを言わさず時計を握にぎらせ、アルセーヌは微笑ほほえむ。

「そもそもわたくし、ドロボウさんではありませんのよ？　ですので、世界一のドロボウさんの座なんて貰もらってしまっても困りますわ。時計そのものは、ムッシュが優勝した後に返していただければそれでいいのです」

「参ったな……。確かに、石川五右衛門の名を世界中に知らしめるのが僕の目的ではあるけれど……」

　渡わたされた時計をアルセーヌに返すべきかどうか五右衛門が頭を悩なやませる。

　だがそのとき、突とつ如じよとして周囲の海に大きな低音が響き渡った。

　見れば、ＩＣＰＯの船せん舶ぱくがビッグ・ベル号の包囲を完全に完かん了りようしてしまっていた。低音の正体は汽笛であり、包囲完了の合図だったのだろう。

「しまった。こんなに大型の船じゃ、インターポールの包囲網もうを突とつ破ぱできないぞ。モリアーティとの決着に時間がかかり過ぎてしまった」

　五右衛門が悔くいている間にも、ＩＣＰＯは船と船との距きよ離りをじりじりと詰つめて接近してきている。シャーロック・モリアーティを倒したものの、今が絶体絶命の窮きゆう地ちであることに変わりはなかった。
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　五右衛門とアルセーヌが手をこまねいている中、船内から階段を駆かけ上がってゾロを始めとした大会参加者たちが姿を現した。

「やっと合流できたなフランシス。悪い話だが、戦せん況きようはこちらが不利だ！」

「こんなときにどうした、今はそれどころじゃないんだが」

「あれを見ても同じことが言えるなら大したもんだぜアミーゴ」

　ゾロが指差したのは、一同を追って押し寄せてきた犯罪組織の大部隊だ。ゾロたちも他ほかの大会参加者たちと合流していたが、それは敵側も同じことだった。

「この状じよう況きようで、よくもまあ面めん倒どう事を増やしてくれる！」

　ＩＣＰＯも厄やつ介かいだが、かといってこのまま犯罪組織の構成員たちを無視するわけにもいかない。手をこまねいていれば、脱だつ出しゆつの案を思いつくより先に蜂はちの巣にされてしまうのは間ま違ちがいないだろう。

　五右衛門は歯ぎしりをこぼしながらも、忍にん術じゆつで犯罪組織を迎むかえ撃うつ。ゾロも得意の剣けんを振ふりかざし、ジェシーや洪吉童も最後の反はん撃げきに打って出る。

　だが、彼らに先んじて飛び出していった人物がいた。

「あの方たちは、悪者さんなのですわよね？　でしたら、少しお付き合い願いますわ」

　それは、あろうことかアルセーヌであった。彼女はドレスの裾すそを翻ひるがえしつつ、電光石火の足さばきで武装集団に肉にく薄はくすると、柔じゆう術じゆつでもって敵を打ちのめしていく。

「腕うでひしぎですわ」

　銃じゆうを持った敵の腕に飛び掛かかり、その体を押し倒して寝ね技わざに持ち込むと、敵の腕を自分の両腕と両足を使って締しめ付ける。腕ひしぎ十字固がためと呼ばれる高等テクニックだった。

「あれが、初代ルパンの得意技だったという伝説の腕ひしぎ……」

　ゾロを始めとした大会参加者たちがアルセーヌの技の完成度におののく中、五右衛門は背後からアルセーヌを襲おそおうとした敵を瞬しゆん時じに片付けつつ、叫さけぶ。

「キミたちも感心している暇ひまがあるならさっさと敵を倒さないか！　それにアル、なんて無茶な真似まねを！」

「申し訳ありませんわ、ムッシュ。でも──」

　腕ひしぎでアームロックした敵の肘ちゆう関かん節せつを逆方向に伸のばして難なく外しながら、アルセーヌは小さくはにかんだ。

「わたくしったら、体の熱が冷めないんですの。マドモアゼル・モリアーティとの戦いで高こう揚ようした気持ちの収まりがつかないのですわ」

　言うなり、アルセーヌは新たな犠ぎ牲せい者しやを求めて敵に襲い掛かっては、背負い投げや関節技を駆く使しして次々と蹴け散ちらしていく。

「おいおい」

　敵てき陣じんの只ただ中なかであることも忘れて呆あきれ果てる五右衛門だったが、大会参加者たちの必死の抵てい抗こうに、更さらなる敵の増ぞう援えんが甲板へと押し寄せてくる。

　それと同時に、客船の各所に散らばっていた大おお泥どろ棒ぼうの末まつ裔えいたちも集結の気配を見せた。

　姿を現すなり真っ先に渦か中ちゆうへと飛び込んできたのは、華きや奢しやな体格でありながらアルセーヌと同等あるいはそれ以上の武術の腕前を披ひ露ろうする中国代表の梁山泊頭領、天てん魁かい星せいの宋江であった。

「ほう、さすがはアルセーヌ・ルパン。この我われに匹ひつ敵てきする戦いぶり、相当の功クン夫フーを積んでいるようじゃな。だがのう、我が故国四千年の歴史を誇ほこる中国拳けん法ぽうの神しん髄ずいには、まだまだ遠く及およばぬ！」

　宋江は演えん舞ぶの如ごとき優ゆう雅がな動きで敵の攻こう撃げきを回かい避ひしつつ、緩ゆるやかに拳こぶしを構えた。しかし、そこから繰くり出される一いち撃げきは一転して神速の拳だ。

　盗とう賊ぞく団だんの全員が豪ごう傑けつ揃ぞろいの梁山泊を率いるだけあって、宋江の格かく闘とう能力は大会参加者の中でも破格のものだった。

「洪吉童！　僕はアルを守る、キミは宋江のフォローをしてやってくれ！」

「仕方あるまい、だがどうして俺にお鉢はちを回す！」

「いや、キミなら彼女のおムコさん候補に相応ふさわしいと思ってね！」

　五右衛門と洪吉童がそれぞれアルセーヌと宋江の露つゆ払はらいをする中、肉にく弾だん戦では敵かなわないと見た犯罪組織の構成員たちが、距離を取って銃を構える。

　だが次の瞬しゆん間かんには、彼らは強力無比な大型ショットガンの威い力りよくの前に、足場ごと吹ふき飛んでいた。

　そのショットガンを構えているのは、突とつ如じよとして甲板の床ゆかを突つき破やぶって現れたロボットと見み紛まがう鋼鉄の巨きよ体たいの持ち主、オーストラリア代表のネッド・ケリーだ。彼の鋼はがねのボディは敵の発はつ砲ぽうを軽々と弾はじき、この場に集つどう大会参加者たちの盾たてとなる。

「人生なんてこんなものさ」

　皮肉的なメタルヴォイスの呟つぶやきとともに、ネッドは兜かぶとのバイザーの奥でカメラアイを明めい滅めつさせながら、次なるターゲットを機械的にロックオンして無む慈じ悲ひな砲ほう撃げきを続けていく。

　他にも、犯罪組織の構成員を血祭りに上げるイタリアのサルヴァトーレ・ジュリアーノを始め、インドのプーラン・デーヴィーやマレーシアのハリマオ、ブラジルのランピアンとマリア・ボニータ夫妻など、別行動を取っていた義ぎ賊ぞくたちが次々と参戦する。

「やれやれ、こいつはオレも目立っておかないと活かつ躍やくの場がなくなりそうだぜ」

　そんな仲間たちの勇姿を頼たのもしげに見つめつつも、ゾロも見事な剣の冴さえでもって敵の一団を薙なぎ倒していく。

　結果、気絶したままのモリアーティが踏ふまれたり蹴けられたりする中、大会参加者たちの猛もう攻こうにより、甲かん板ぱんに押し寄せてきた犯罪組織の構成員たちは全て蹴散らされた。

　死し屍し累るい々るいと言って差し支つかえのない惨さん憺たんたる有様の中、ひとしきり暴れ終えたアルセーヌは、どこか満足げに夜風に髪かみをなびかせる。

「……アル。少しは落ち着いたかい？」

「ウイ、ムッシュ。背中を守っていただいたようで、お手を煩わずらわせてしまいましたわ」

「……いや、気にしなくていいよ。キミの気が済んでくれたのなら、うん」

　一方の五右衛門は、心身ともに疲つかれ切った調子で苦笑いを浮うかべていた。

「なあフランシス。これにて一件落着──といきたいところだが、それにしちゃあ嫌いやな予感がするぜ？　オレの目には、何故なぜかこの船がインターポールに囲まれているように見えるんだが」

　大会参加者たちが犯罪組織相手の大立ち回りに時間を取られている間にも、ＩＣＰＯの船舶は肉眼でも容易に視認できる距離まで近付いていたのだ。これにはさすがのゾロも焦あせりを見せる。

「詳くわしく説明している暇はないが、モリアーティがインターポールを手引きしたんだ。このまま留とどまっていては、間違いなく僕ら全員刑けい務む所しよ行きだろう。まあ、一人例外はいるけども」

「うい？」

「参ったぜ。オレもスペイン本国じゃ今の政府に恨うらみを買う真似も何度かしているからな。それに、警察に捕つかまったとあれば怪傑ゾロ末代までの恥はじだ」

　小首を傾かしげるアルセーヌを除き、この場に集まった大泥棒の末裔たち全員が、深刻な顔でお互たがい見つめ合う。

　と、進退窮きわまったかに思えた瞬間、ＩＣＰＯの包囲網を抜ぬけてビッグ・ベル号へと急接近してくる小型船が一同の前に姿を現した。

　夜風を受けて大きく広がる海かい賊ぞく旗が、月明かりに照らし出される。

「あれは、アン・ボニーの海賊船か！」

　その正体を知った五右衛門やゾロが驚おどろく中、彼らの隣となりでは、持ち主のアン・ボニー本人が一番驚いていた。

　海賊船の舳へ先さきに仁王立ちしていた人ひと影かげは、ビッグ・ベル号の甲板に集まっている大会参加者たちの姿を目にし、大きく手を振る。

「ごっちーん！　アルちーん！　無事かーい？」

　海賊のバンダナ代わりにほっかむりを被かぶったその人影は、島のルパンの隠かくれ家がに残っているはずの鼠小僧次郎吉だった。

「大会参加者たちを確認。あの船に接せつ舷げんするよ！　みんな、合点承知？」

「ヘイ、合点です、姐あねさん！」

　次郎吉の指示に雄お々おしく答えたのは、海賊船の船員を務めているジェシー・ジェイムズ強ごう盗とう団だんの面々であった。彼らの操そう舵だにより、ＩＣＰＯの意表をついて海域に侵しん入にゆうしてきた海賊船は、そのままビッグ・ベル号のすぐ隣まで接近してきた。

　巨きよ大だいな豪ごう華か客船と小型の海賊船が並走するのは難しい。おそらく接舷していられるチャンスはほんの数秒だろう。

「まさしく渡りに舟ふねだ！　助かったよ、じろちゃん！」

　この窮地から脱だつする術すべを得た大会参加者たちは、軽快な身のこなしで甲板のフェンスから宙へと身を投げ出し、二隻せきの船の高低差をものともせずに海賊船へと飛び移る。

「アル！　時間がない、僕らも急ぐぞ！」

「ウイ、ムッシュ。でも、マドモアゼルをこのままにしておくのは可哀かわい想そうですわ」

　焦る五右衛門を尻しり目めに、アルセーヌは気絶したままのモリアーティをボストンバッグに詰め込んでいた。

「そんな大荷物を抱かかえて海賊船に飛び移るのは難しいんじゃないかな……」

「よいしょ、っと」

　五右衛門の制止の声が届くより先に、アルセーヌはモリアーティを詰め終えたボストンバッグを背負うと、そのまま得意の柔術でもって海へと投げ飛ばす。

「え？　ムッシュ、今何かおっしゃいました？」

　下手をすれば当代のモリアーティが地中海の底へと沈しずめられるところだったが、アルセーヌも狙ねらいをつけて投げたのだろう、一応ボストンバッグは海賊船へと落下していった。

「いや、なんでもない……」

　五右衛門はアルセーヌを抱だきかかえると、ＩＣＰＯの船せん舶ぱくが間近にまで迫せまっていたビッグ・ベル号から飛び出す。

「ごっちん、アルちん、もうこれ以上は待っていられそうにないよ！」

「早く飛び乗れ！　フランシスたちで最後だ！」

　仲間たちの声を頼たよりに、今にも離はなれそうな海賊船の甲板目指し、五右衛門とアルセーヌは闇やみの中を落下していく。

　そうして二人は、受け身も取れずに無残に転がっていたボストンバッグの横へと着地することに成功した。

「ようし、全員無事だ！　帆ほをもっと強く張れ、全速力で海域を脱出するぞ！」

　二人の到とう着ちやくを待っていたゾロが、周囲へと声を張り上げる。その号令を合図に、洪吉童が曲芸師じみた身軽さでマストを駆かけ上がった。

　もっとも、海賊旗とマストが雰ふん囲い気き的な見かけ倒だおしでしかないことを重々承知しているアン・ボニーは、こっそりテヘペロっと舌を出しつつ、船のエンジンを全開にする。

　このご時世、風がないと進まない帆はん船せんで海かい賊ぞく稼か業ぎようを続けられるはずもないのだ。

「なーなー、海賊船なら大たい砲ほうくらいあるよな？　使ってもいい？」

　そんな中、ジェシーは手下を率い、海賊船の右う舷げんに備え付けられた大砲をビッグ・ベル号の横っ腹へと突き付ける。

「マドモアゼル、これが船の見取り図ですわ。動力部を狙うならご参考にどうぞ。先ほどボストンバッグの中で拾いましたの」

「よーし、閉会式が途と中ちゆうだったからな！　大会終しゆう了りようの祝しゆく砲ほうだ、喰くらえーッ！」

　アルセーヌから見取り図を受け取ったジェシーの歓かん声せいとともに、夜の海に強きよう烈れつな砲撃音が響ひびき渡わたった。放たれた大砲の弾たまは動力部に見事命中し、爆ばく発はつ炎えん上じようする。

　これにはＩＣＰＯの船舶も慌あわててしまい、包囲の陣じん形けいを乱れさせた。ビッグ・ベル号に置き去りにされた犯罪組織の構成員たちも航行を断念せざるを得なく、捕つかまるか沈むかの二に者しや択たく一いつを迫られる結果となる。

　海賊船に乗り移った泥棒の末裔たちだけが、巨大な爆発に喝かつ采さいを上げていた。

　結局、ＩＣＰＯは身動きの取れなくなったビッグ・ベル号は確保できたものの、足並みが乱れた隙すきをつかれ、海賊船に包囲網もうを突とつ破ぱされてしまった。

「ふう、何とかなりそうだな。それにしても、どうしてじろちゃんがここに？」

　背後から追ってくるＩＣＰＯから逃にげる最中、五右衛門はほっかむりを解ほどいた次郎吉にそう尋たずねた。

「うん、隠れ家で二人の帰りを待っていたらエドガーとかいう金きん髪ぱつのおっさんが来て、ごっちんたちのことを迎むかえに行かないと危ないって知らせてくれたの。それからすぐに手て頃ごろな船を盗ぬすんで追いかけてきたってわけ。合点した？」

　次郎吉の言葉に、彼女とともに海賊船を持ち出したジェイムズ強盗団の面々も笑えみを浮かべる。彼らも次郎吉同様、エドガーに声を掛かけられたらしい。

「とっても助かりましたわ、マドモアゼル次郎吉。お礼は千両箱でよろしいんですの？　わたくしどんなものかは存じませんけれど……」

「ああ、いいのいいの。アルちんからは無む報ほう酬しゆうでいいから。その分はごっちんからふんだくるし」

「鬼おにめ！」

　文句を口にする五右衛門だが、さすがに疲ひ労ろうがピークに達したのだろう、そのまま甲板の上に大の字になって寝ね転ころがる。

「フランシス、最後の最後までアンタには世話になったな」

　と、被っていたソンブレロを手に取り、ゾロは改まって五右衛門へと頭を下げた。

「まったく、最初から目的を教えてくれても良かったんじゃないか」

「あっはっは。オレとしたことが水みず臭くさかったな。だが、アンタたち二人には事情を知らせないほうがいいと思ったのさ。そのほうが目立ってくれると踏んだんでな」

「やれやれ、何から何までキミの思おも惑わく通りに動いていたわけか。まあいい、あの有名な怪傑ゾロに貸しを作れたわけだからね」

　大きく伸のびをする五右衛門を前に、ゾロはマスクも取り、訝いぶかしげに眉まゆをひそめた素す顔がおを見せた。

「怪傑ゾロ？　何のことだフランシス。オレはスペイン国内にごまんといるドン・ディエゴって名前のコソ泥どろだぜ？」

「は？　だってキミが自分でゾロだと名乗ったんじゃないか」

「あー、そりゃあれだな。昼間に食べたマーヤ・クッキーのせいで、自分がゾロだっていう幻げん覚かくでも見ていたんだろうぜ。いやー、我われながら人ひと騒さわがせな話だな」

「は……はははっ、言ってろ」

　すっとぼけるディエゴに対し、五右衛門は腹を抱えて笑った。

「おっと、ところで一応聞いておきたいんだが、黄金の懐かい中ちゆう時計はどうなったんだ？　この大会は結局誰だれの優勝ってことになるんだ？」

　ディエゴの問いかけに、五右衛門は懐ふところから時計を出した。アルセーヌから受け取って、結局そのままになっていたのだ。

　時計の針が示す時刻は、ちょうど十二時を過ぎたところだった。日付が変わり、大会は終わりを迎えていた。

「この時計は本物か、セニョリータ？」

「ウイ。アルセーヌ・ルパンの名にかけて誓ちかいますわ。初代ルパンのコレクションの一つ、カリオストロ伯はく爵しやくの黄金の懐中時計に間ま違ちがいありません」

「どうやら、優勝は日本代表の石川五右衛門で決まりらしい。ここにいる全員が証人だ、アンタが世界一の大おお泥どろ棒ぼうだよアミーゴ！」

　ディエゴの賛辞とともに、周囲の大会参加者からも惜おしみない拍はく手しゆが寄せられる。

「んふふ。それはどうかしらぁ」

　しかし、突とつ如じよとして響いた声が拍手を遮さえぎった。

　声の発せられた方向へと全員が目を向けてみれば、甲板に放置されていたボストンバッグのファスナーの隙すき間まから、モリアーティがボロボロの有様で顔だけを出していた。

「その時計、もしものときのために、実は一時間早めておいたのよぉ。だからぁ、本当は十一時を過ぎたばかり。まだ大会は終わってないのよぉ！」

「な、なんだって！」

「とまあそんなわけでぇ、延長戦も頑がん張ばって頂ちよう戴だい！」

　言うだけ言って、モリアーティはボストンバッグの中に顔を引っ込める。

　無論、彼女の言葉は周囲にいる大会参加者全員の耳にも届いていた。彼らは慌てて自らの時計で時間を確認し、そして大会がまだ終わっていないことを知った。

「だったら話は別！　勝つのはアメリカ代表ジェシー・ジェイムズだッ！」

「いいや、韓国・北朝鮮代表、洪吉童が優勝を貰もらい受ける！」

「やれやれ。スペイン代表の怪傑ゾロも最後くらいは付き合うか」

「ねーねー、鼠小僧次郎吉ももう一人の日本代表ってことで参加していい？」

　途と端たん、世界各国の大泥棒の末まつ裔えいたちは、意気投合していたのも束つかの間、全員がすぐさま身構える。

　俄が然ぜんやる気を見せるジェシーに、不敵に目を輝かがやかせる洪吉童、ディエゴもここぞとばかりにマスクを着け直し、次郎吉さえ飛び入り参加する気のようだ。

　無論、中国代表の宋江や、オーストラリア代表のネッド・ケリーを始めとした、その他ほかの大会参加者たちも臨戦態勢を整えている。今からタイムリミットまでの一時間、この海かい賊ぞく船せんを舞ぶ台たいに彼らの最後の祭が始まるのだ。

「くっ、来るなら来い！　石川五右衛門は受けて立つ！」

　もちろん五右衛門も起き上がって身を翻ひるがえし、時計を死守する構えを見せる。そうして始まる乱らん闘とう紛まがいの大おお騒さわぎに参加せず、小首を傾かしげている少女が一人。

「皆さん、とってもお元気ですのね。ムッシュー、頑張ってくださいましー！」

　騒ぎに乗じてこっそり逃げ出すボストンバッグを尻目に、アルセーヌは甲かん板ぱんの隅すみに腰こしを下ろして延長戦を観客気分で傍ぼう観かんし始める。

「伊い賀が流忍にん術じゆつ、空うつ蟬せみの術！」

「甘いわ！　遁とん甲こう術じゆつ、風ふう雲うん招しよう来らい！」

「ジェイムズ強盗団、一いつ斉せい射しや撃げきだ！　ヒーハー！」

「その時計にゾロのマークを刻んでやろう！」

　最初のうちは人じん智ちを超ちよう越えつした忍術や仙術が炸さく裂れつし、西部風のワイルドな銃じゆう撃げき戦せんへとなだれ込み、かと思えば優美な剣けん術じゆつや武術が披ひ露ろうされ、世界各国の大泥棒の末裔たちに相応ふさわしい戦いが繰くり広げられていた。

「優勝するのは僕だ！　全員いい加減諦あきらめろ！」

「俺にこそ世界一の大泥棒の座は相応しい！」
















「アタシだって言ってんじゃないのさー！」

「そりゃないぜアミーゴ！」

　だが、如何いかんせん大人数による大だい乱らん闘とうなど収拾が付くはずもない。卓たく越えつした泥棒のスキルもどこへやら、いつの間にか原始的で幼よう稚ちな奪うばい合いになってしまっている。そんな大だい喧けん騒そうの中にあっては、一時間などあっという間だった。

　争そう奪だつ戦せんの終了時間が刻一刻と近付く中、黄金の懐中時計が十二時を指す寸前、醜みにくく争う五右衛門たちの手からすっぽ抜ぬけた時計は、あらぬ方向へと飛んで行く。

　この先の結末を予期していた者は、一時間前の時点では一人もいなかっただろう。だからこそ参加者全員が呆あつ気けに取られた面おも持もちで、甲板の隅へと切なげな眼まな差ざしを向けた。

「うい？」

　彼らの視線の先で、時計は本来の持ち主の手の中へと、まるで予定調和のようにすっぽりと収まったのだった。

















終章









　つい一週間前まで悪党の楽園と呼ばれていた、地中海のとある島。

　そのリゾートホテルの巨きよ大だいな屋外プールを貸し切って、一人バカンスを楽しむ銀ぎん髪ぱつの少女の姿があった。

「んふふ、やっぱりあたくしって天才だわぁ。こぉんなこともあろうかとぉ、いざとなれば膨ふくらませて救命ボートになるボストンバッグを用意しておいたのよぉ」

　少女の名はシャーロック・モリアーティ。彼女は今、スリングショットという何とも露ろ出しゆつ度どの高いセクシーな黒の水着姿で、プールサイドのデッキチェアで優ゆう雅がに寝ねそべっていた。

　一度は泥棒たちに捕とらえられたモリアーティだったが、彼らが時計の奪い合いに夢中になっている隙に、アン・ボニーの海賊船から脱だつ出しゆつして島へと舞まい戻もどっていたのだ。

　モリアーティはデッキチェアから僅わずかに身を起こし、傍かたわらのテーブルに目を向ける。

　そこには、彼女がこの島で頻ひん繁ぱんに愛飲しているシチリア産のブラッドオレンジジュースの他に、ブタのぬいぐるみや、鉢はち植うえに入った綺き麗れいな花や、近くのビーチの露ろ店てんで買ってきたクッキーの包みが置かれていた。

　もちろんぬいぐるみには物ぶつ騒そうな銃じゆう器きが隠かくされていることもなく、花も無害の種類で、クッキーは正しよう真しん正しよう銘めいただのレーズン入りクッキーだ。

　ＩＣＰＯがビッグ・ベル号に乗船していた犯罪組織の面々を全員逮たい捕ほしたことで、各国の悪党たちはすでに島から一いつ掃そうされている。さらに、島の本来の所有国がこの好機を逃のがさず、二度と悪党たちに占せん拠きよされないよう、ＩＣＰＯの協力を得て厳重な管理を敷しいた。

　故ゆえに、島に残った唯ゆい一いつの悪党であるモリアーティも今は、ジュースのストローを咥くわえ、クッキーをかじり、花を愛めで、ぬいぐるみの鼻を指先で突つつくだけの、年相応の普ふ通つうの少女でしかない。

「ホームズとしての名声もモリアーティとしての利権も逃しちゃったけどぉ、久しぶりの休きゆう暇かを満まん喫きつしたと思えば惜しくはないわぁ。何せイギリスに戻れば、すぐさま十件余りの面白味に欠けた事件がひっきりなしに舞い込んでくるに違ちがいないものねぇ。息いき抜ぬきする暇ひまも無くなるんだわぁ。だってぇ、あたくしったら事件を引き起こす側にも立たなきゃいけないし、そうかと思えば解決する側にも立たなきゃいけないんですものぉ」

　色しき彩さいに欠けたロンドンの空模様のように顔を曇くもらせたモリアーティは、頭上の素晴らしい青さにうっとりとした目を向け、真っ赤なオレンジジュースを一息に飲み干す。

　すると突とつ然ぜん、プライベートプールであるはずのこの場所に、慌あわただしく一人の男が走り込んできた。身なりの良よい、まさに英国紳しん士しといった風体の五十代くらいの男だ。

　その姿を見たモリアーティは、最初から件くだんの男がやってくることを予想していたように、準備万ばん端たんの笑え顔がおで彼のことを出で迎むかえる。

「んふふ。やっと来てくれたわねぇ、待ってたのよぉ、ワトスンおじさま！」

　それは、モリアーティ教授の末裔と名乗るに相応しい悪女の笑みとはまるで別物の、あどけない純じゆん粋すいな笑顔だった。

「シャーリー！　君のようなうら若い乙女おとめがそんなはしたない水着を着ているだなんて、私は困ってしまうよ！」

　一方、ワトスンと呼ばれた男は、彼女の際どい水着姿を見るなり、顔を赤く火ほ照てらせてしまう。

「相変わらずムッツリねぇ、ワトスンおじさまはぁ。こういうの好みのくせにぃ！」

　銀髪の少女は口調こそ相変わらずだったが、まるで別人のような、それこそシャーリーという名のどこにでもいる少女のような振ふる舞いを見せていた。

　何故なぜなら彼女の前に現れた男は、かの有名な初代ホームズの相棒を務めたワトスン医師の子孫にあたるのだ。何代にもわたっての付き合いがあるのだろう、愛あい称しようで呼ぶことを許していることからも、シャーロック・モリアーティが彼に懐なついているのは明白だった。
















「さあシャーリー、休暇は満喫しただろう、そろそろロンドンに戻ろうじゃないか。私は君を連れ戻すために地中海までやって来たんだ。先代ホームズやその奥方も、君のことを心配しているんだぞ。君だって、そろそろ実家のストラディバリウスを弾ひき鳴らしたくなっている頃ころ合あいじゃないのかい？」

　ワトスンは、小こ悪あく魔まじみたシャーリーを前に早くもたじたじであったが、それでも一応紳士としての威い厳げんを取り繕つくろっていた。

「えぇー、いやよいやよおじさまぁ。あたくし、おじさまと一いつ緒しよにもっとバカンスしたいのぉー」

「かわいこぶっても駄だ目めだよ。君の手口は分かっているんだ、そうやって甘えれば私が強く出られないと思っているんだろう」

「ぶぅー、何よおじさまったら。どおせ、あたくしを捜さがすなんて名目でシチリアにでもよって美味おいしい物をいっぱい食べて一人で小旅行していたんでしょ？　ふぅーんだ。お父様に言いつけてやってもいいのよぉ」

「な、な、な、何を根こん拠きよにそんな」

　たじろぐワトスンに対し、シャーリーは灰色の瞳ひとみを細めて言葉を続ける。

「まずおじさま、前に会ったときからそうねぇ、七ポンド半は太っているでしょ。ここのところずっと美味しいものばかり食べている証しよう拠こ」

「うっ」

「次に、手から消毒液の臭においがまったくしない。長くお医者様のお仕事をサボっていることを意味するわぁ。おまけに靴くつの踵かかとは見事にすり減ったままで、ここしばらく一度も別の靴に履はきかえていないことが明々白々。即すなわち旅行中に散々寄り道していたってことねぇ」

「ううっ」

「そして最後に、シャツの袖そでの真新しいカフスが今シチリアで流行はやっている最さい先せん端たんデザインなのよぉ。お父様には黙だまっておいてあげるからぁ、ねぇおじさま、それ頂ちよう戴だい」

　シャーリーの名めい探たん偵ていらしい指し摘てきに、ワトスンは旅先で買ったばかりの袖口のカフスを取り外し、観念した様子で彼女へと手て渡わたした。

　しかしシャーリーは自らの観察眼を誇ほこるわけでもなく、むしろこの程度のことは至し極ごく当たり前の常識であるかのように、何でもないといった顔を浮うかべている。

「相変わらず鋭するどいなあ、シャーリーは。そういうところは父親譲ゆずりだ」

「お母様譲りでもあるわねぇ」

「おや？　彼女もそうなのかい？　あの偏へん屈くつな先代ホームズを見み初そめたあたり、奇き特とくな女性ではあると常々思ってはいたけれど、そうか、似た者夫婦だったわけか」

　シャーリーの母の正体、引いては彼女自身の持つモリアーティとしての裏の顔を知らないのだろう、ワトスンは能天気そうに首を傾かしげている。

　そんなワトスンを愉ゆ快かいそうに横目で眺ながめていたシャーリーは、年相応にイタズラっぽい笑みを浮かべ、わざとらしく考える素そ振ぶりを見せた。

「んふふ、そうねぇ、バカンスを取りやめにして帰ってあげてもいいけどぉ、一つ条件があるわぁ。おじさまが旅行してきた道を遡さかのぼってイギリスに向かいましょ」

「そんな！　今から何週間もかかってしまうじゃないか！」

「自業自得でしょお？　ハイ決定、そうと決まれば早さつ速そく二人きりの旅を楽しみましょ」

　言うなりシャーリーはデッキチェアから起き上がり、ステッキとぬいぐるみを抱かかえてプールに背を向けてしまった。

　彼女が残した鉢植えを手に、ワトスンは慌てた様子でその背を追う。

「シャーリー。実は先日私のもとへ先代ホームズから連れん絡らくがあってだね、さる英国貴族の末まつ裔えいである名家に、泥どろ棒ぼうたちから盗ぬすみの予告状が届いたらしいんだ。そう、ホームズ探偵事務所に舞い込んできた新たな依い頼らいだよ。これこそ私が気ままな一人旅を中断して君を連れ戻しに来た最大の理由だと言ってもいい」

「予告状？　なによそれぇ」

「ここに記された泥棒たちの名前を見てくれないか。私が慌てるのも分かってくれるはずだし、何より君の好こう奇き心しんが満たされることは間ま違ちがいない。一刻も早くイギリスへ戻りたくなったろう？」

　ワトスンが取り出した予告状のコピーを目にし、シャーリーの顔が引きつる。

　そこに記されていたのは、ドン・ディエゴ・ベガ、ジェシー・ジェイムズ、洪ホン・吉ギル童トンと、彼女もよく知る世界中の有名な泥棒たちの連名であったのだ。

　今回の彼女の計画を頓とん挫ざさせた石いし川かわ五ご右衛え門もんとアルセーヌ・ルパンの名こそないものの、他ほかにも大勢の大会参加者の名前が載のっている。

　そして、彼らの署名の最後には、大おお泥どろ棒ぼう同どう盟めいという名が記されていた。

「ミス・ルパンとあの男の名前がないみたいだけどぉ、何なのよこれぇ！　大会は終わったんだからさっさと自分の国へ帰りなさいよぉ！　それがよりにもよって大泥棒同盟ですってぇ？」

　若じやつ干かんモリアーティとしての顔つきに戻ってしまったシャーリーは、忌いま々いましげに予告状をステッキの先で突いてプールへと叩たたき落としてしまった。

「世界各国の大泥棒の末裔たちが手を組むなんてぇ、世界中の名探偵たちが黙っていないわよぉ！　なんたって、子孫が現代でも存続しているのは大泥棒たちだけじゃないわぁ。あたくしことシャーロック・ホームズもそうだしぃ、他にもデュパンやクイーンやポアロといった世界各国を代表する名探偵の末裔たちがいっぱいいるのよぉ！　その全員を敵に回すつもりぃ？　んっふっふ、こいつらむかつくわぁ！」

「ええと、ご機き嫌げん斜ななめなところ悪いんだが、知り合いなのかい？」

「つい最近この島で鉢はち合あわせたのよぉ。義ぎ賊ぞく連中が標的にするくらいだからぁ、おじさまの言う英国貴族のほうが怪あやしく見えてきたわぁ。お父様に言ってそいつを調べて貰もらったほうがいくらか見返りがありそうよぉ」

　うんざりと顔をしかめさせたシャーリーは、プールに落ちた予告状からプイと目を背そむけ、可愛かわいらしく頰ほおを膨らませた。

「そういえば、ここは悪党の楽園と呼ばれる島だったな。各国を代表する大泥棒の末裔たちが集まっていたということは、そうか、世界大泥棒選手権が行われていたんだね？」

「ちょ、ちょっとぉ、なんでワトスンおじさまがそんなこと知ってるのよぉ！」

「先代ホームズが前回の大会に紛まぎれ込んでいたことは、シャーリーも当の本人から聞いているだろう？　私も彼の助手として島まで付いてきたわけさ」

　あっけらかんと返答するワトスンを前に、シャーリーは納なつ得とくした様子で頷うなずく。

　彼女が大会の存在を知り得たのは、父である先代ホームズに教えられたからだった。そして、先代ルパンが今大会を開かい催さいするにあたり自分のコレクションを持ち出したことや、彼自身が主しゆ催さい者しやを務めることを調べ上げ、計画を練ったのだ。

「あのときは確か、先代のアルセーヌ・ルパンが優勝したんだったな。先代ホームズが逮捕寸前まで追いつめたんだが、結局出し抜ぬかれてしまったんだ。なら、先代ルパンも島に来ていたんじゃないか？　何せこの大会は、前回の優勝者が次の主催者を務める伝統があるからね」

「そ、そこまで知っていたのねぇ……おじさまのくせに侮あなどれないわぁ……」

　先代ルパンを捕つかまえたにもかかわらず逃にがしてしまったなどとは、口が裂さけても言えないシャーリーであった。

「しかし、再び大会が行われていたとは驚おどろきだ。先代ホームズの予想が外れるとはね」

「お父様の予想？　それってどういうことぉ？」

「ああうん、主催者なんていう損な役回りをあの欲よく深ぶかいルパンがするはずがない。それが当時のホームズの弁でね。何せ大会を主催しても一文の得にもならないのだから、すでに世界一の大泥棒であるルパンからすれば催もよおす価値もない、という話だったはずだ」

　首を捻ひねるワトスンの呟つぶやきに、シャーリーは突とつ如じよとして笑い声をこぼし始める。

「んっふっふ。分かってないわねぇ、ワトスン君。逆に考えればいいのよぉ。つまりぃ、先代ルパンが大会を主催するに足る理由、標的になる獲え物ものがあったってことよぉ」

「どういうことだい？　誰だれかが何かを盗とられたのかい？」

「おじさまの疑問を解消するには、物事を順序立てて考えていく必要があるわぁ」

　ワトスンを連れ、シャーリーはホテルのルームキーを取りにロビーへと向かった。道中、ステッキの先でプールの水面を揺ゆらしながら、彼女は上機嫌に言葉を続ける。

「まず、当代のアルセーヌ・ルパンと十四代目の石川五右衛門が事前に手を組んでいたことに注目すべきねぇ」

　シャーリーは自分の計画を破は綻たんさせた二人の顔を思い出してほくそ笑んだ。

「先代ルパンがわざわざ大会を主催し、自分のコレクションから黄金の懐かい中ちゆう時計を持ち出したのは、きっとあの二人を引き合わせるためだったのねぇ。泥棒としてはてんで素人しろうとの娘むすめを大会に参加させ、石川五右衛門のもとを訪おとずれるよう仕向けたんだわぁ。そこから推測される事実はぁ──」

　彼女は自らの天才的頭脳をフル回転させ、推測を理論立てていく。最も早はやワトスンに聞かせるためのものではなく、自身に言い聞かせるための独り言も同然であった。

「よく分からないが、どうやらシャーリーにはいい息いき抜ぬきになったようだ。一人で悪党の楽園に行くなんて、どうなることかと心配していたのだが」

　ワトスンは人の良い笑えみを浮かべ、親友そっくりの顔つきで推理に興じる少女の姿を、能天気に眺めていた。

　と、不意に彼のポケットから携けい帯たい電話の着信メロディが流れ出す。

「はい、もしもし。ん？　なんだホームズか。君は相変わらず唐とう突とつな男だな。君の大事な一人娘のことなら大だい丈じよう夫ぶだよ。今しがた合流した、うん、元気すぎて困るくらいだ。なになに？　イギリスに戻もどるのを至急中止しろ？　シャーリーをニッポンへ向かわせろだと？　ホームズ、君は本当に唐突な男だ。どうせ事情は説明してくれないんだろう？」

　取り出した電話を手に、ワトスンは親友と何やら話し込み始めた。

「ニッポンねぇ、一体どんな事件の依頼が舞まい込んできたのやら。そういえばあの国にも、偉い大だいな名探偵の末裔がいるんだったな。ええと名前は確か、明あけ智ち小こ五ご郎ろうだったか……」

　ワトスンが頭を悩なやませる中、推理に夢中だったシャーリーが急にその足を止めた。

「あぁん、それはそうとワトスンおじさまに一つ教えておいてあげないとぉ」

　これから日本に向かわされることになるとは知りもしないシャーリーは、ホームズでもなくモリアーティでもない屈くつ託たくのない笑顔を浮かべ、背後のワトスンへと振ふり返る。

　そうして彼女は、ステッキを地中海の青空へと掲かかげた。

「この島はもう悪党の楽園じゃないのよぉ。今は何て呼ばれているか知ってるぅ？　ズバリ、悪党不在の楽園ですってぇ！　あはは、なにそれ、そのまんまよねぇ！」







　一方その頃ころ、ここは地中海から遠く離はなれた日本。

　石川五右衛門は久しぶりに自宅へと戻ってきていた。その傍かたわらには、報ほう酬しゆうを受け取りに付いて来た鼠ねずみ小こ僧ぞう次じ郎ろ吉きちの姿もある。

　大会が終わった後、アルセーヌとはすでに別れてしまっていた。今頃はフランスの実家で泥棒とは無む縁えんの生活に戻っていることだろう。本来アルセーヌは五右衛門たちの側の人間ではないのだから、それも当然のことだ。

「まさかあれだけ苦労して、最後の最後でアルが優勝だなんてな……」

　奪うばい合いに躍やつ起きになる参加者たちの手からすっぽ抜けた黄金の懐中時計がアルセーヌの手に収まった際の光景を思い出し、五右衛門が頭を抱える。

　その瞬しゆん間かん、事態が吞のみ込めず首を傾げていたアルセーヌを除く全員の悲鳴が、海かい賊ぞく船せんの甲かん板ぱんに響ひびき渡わたった。もちろん、優勝を狙ねらっていた五右衛門の姿もそこにはあった。

「骨折り損のくたびれもうけとはまさにこのことだ。結局今回も世界一の大泥棒の座はアルセーヌ・ルパンのものになったわけか」

「いつまでもうじうじしてないの。それにしてもごっちん、一いつ緒しよに一味を組もうって怪かい傑けつゾロのお誘さそいに乗らなくて良かったの？」

　次郎吉の問いかけに、五右衛門は目を細めながらも苦笑いを浮うかべた。

「ああ、そろそろ日本が恋こいしかったからね。それに、石川五右衛門と鼠小僧次郎吉が揃そろって長らく留守にしていたんだ、この機を見み逃のがしてくれる我が国の名めい探たん偵ていたちじゃない」

「そういえば、あたしたちが地中海に行っている間に、まーた当代の怪かい人じん二に十じゆう面めん相そうちんが当代の明智小五郎と少しよう年ねん探たん偵てい団だんに逮たい捕ほされたんだって」

「またか。縄なわ張ばりをいつまでも空にしておくわけにもいかないし、なおさら戻ってきて正解だね。ディエゴから消息不明の父上の足取りも多少は聞けたし、それで充じゆう分ぶんさ」

　ディエゴを筆頭に今大会で知り合った世界中の大泥棒たちの顔を脳裏に思い浮かべつつ、五右衛門はしみじみと呟く。

「しかしまあ、大泥棒同盟ねぇ。名立たる泥棒のオールスターみたいな連中に目を付けられる悪党には同情するよ」

「でもさ、もしも大泥棒同盟にフランス代表メンバーとしてアルちんが参加していたら、ごっちんだって日本代表として加わっていたんじゃないの？」

「うっ……」

　さすがは幼おさな馴な染じみだけあって、完全に図星であった。

　痛いところを突つかれて頰を引きつらせる五右衛門を尻しり目めに、次郎吉はさっさと彼の家の奥に上がり込む。

「ごっちん、固まってないで早くあたしの千両箱出してよー」

「分かっているって。まったく、人の家で自由に振る舞わないで欲しいな」

　侵しん入にゆう者しや用トラップをすいすいとすり抜けて進む次郎吉に向けて五右衛門が釘くぎを刺さそうとした、そのときのことだ。ふと彼の目に映るものがあった。

　それは、持ち主の分からない白いリボンであった。棚たなの上に置かれたままになっている。

「まさかこれは、アルのリボンか？」

　リボンを手に取り、五右衛門が首を傾かしげる。彼の留守中に、何者かが家の中に忍しのび込んだ形けい跡せきはない。となると、出発前にアルセーヌが置き忘れた物に違ちがいないだろう。

「まったく、そそっかしいな」

　親愛の笑みを浮かべてため息をこぼす五右衛門だが、リボンをまじまじと見ているうちに、急に眉まゆをひそめた。

「もしかして……」

　何やら一人呟くと、先を行く次郎吉を追い越こす勢いで、五右衛門は家の蔵へと駆かけ込む。

「どうしたの、ごっちん？」

「ああうん、ちょっとね、見覚えがあって」

　訝いぶかしむ次郎吉にさっさと千両箱を用意すると、五右衛門は慌あわただしく家や捜さがしを始めてしまった。蔵の鍵かぎ付きの棚の全すべてを針金一本で開かい錠じようし、手当たり次第に掘ほり返していく。

「これだ……」

　そうして五右衛門が見つけ出したのは、先日アルセーヌが忘れていったリボンとまったく同じ色、同じ生き地じの、もう一つの古いリボンであった。

「それって確か、昔ごっちんの家にやって来た外国人の女の子が忘れていったリボンだっけ。子どものときにそんな話を聞かされた覚えがあるよ」

「ああ。父上の知り合いの娘さんだったはずだけど……」

　二つのリボンを見比べ、そして五右衛門はようやく思い出した。

　十年前、自分が幼い頃のアルセーヌと出会っていたことに。

「そうか、あの子がアルだったんだ。彼女とは、以前にも会っていたんだ」

　感かん慨がい深げに呟き、五右衛門が目を細める。

　屋や敷しきの罠わなに引っ掛かかり、落とし穴に落ちたり天てん井じようから吊つるされたりしていた小さな少女。おぼろげだった古い記き憶おくの中の彼女の姿が、今のアルセーヌと重なる。

「もしかして、アルは覚えていたのか？　だから僕の家に？　こうしちゃいられない！」

　五右衛門はリボンを摑つかんだまま慌てて蔵の黒電話に駆け寄り、受話器を引っ手た繰くると、別れの際にアルセーヌから聞いていた彼女の連れん絡らく先さきへと国際電話をかける。

「え？　もしかしてアルちんに電話するの？　へぇー、あの奥手なごっちんがねぇー」

　緊きん張ちように震ふるえる指先でダイヤルを回す五右衛門を前に、幼馴染のそんな姿が意外なのか、次郎吉はつい笑みをこぼしていた。

『ボンジュール。どちら様かな？』

　ところが、期待に胸を弾はずませた五右衛門の耳に受話器越ごしに聞こえてきたのは、まったく別の男の声だった。

「その声は……まさかエドガーか！」

『おお。そういう君は十四代目の石川五右衛門か。今回は大だい活かつ躍やくだったそうじゃないか、君にうちの娘を任せて正解だったよ』

「やっぱりお前が先代のアルセーヌ・ルパンだったのか」

『ははは。でなければ、ルパンの屋敷にかかってきた電話を私が取るはずもないだろう』

　五右衛門の声に、電話の向こうでエドガーが愉ゆ快かいそうに笑い声を上げた。

『しかし、正体が分かっていながらどうして私のことを未いまだにエドガーと？』

「僕にとってのアルセーヌ・ルパンの名は、一人の女性のことを指す。お前じゃない」

『いやいや、それで結構。若い世代の君がうちの娘をルパンとして認めてくれたのだから、親としては誇ほこらしいとも。まあ、うちの娘も今や名実ともに世界一の大おお泥どろ棒ぼうである当代の怪かい盗とう紳しん士しルパンなのだから、どうあっても認めざるを得ないだろうがね』

　エドガーの発言を聞き、五右衛門の眉が訝いぶかしげに反応する。

「待て。大会の決着をどうしてお前が知っているんだ？　アルは自分の勝利をひけらかしたりしないはずだ」

『当然だとも。私の可愛かわいい娘は、実力で勝ったわけでもないのに偶ぐう然ぜんの勝利を自じ慢まんするような恥はじ知らずではないよ。彼女からは大会の話など一つも聞いていない。決着の行方ゆくえは、私自身の目で見届けたのさ。何せ私はほら、一応主しゆ催さい者しやだからね』

　おどけた口調のエドガーの言葉に、思わず五右衛門は自分の耳を疑った。

「あのときアン・ボニーの海賊船にいたのか！」

『君の連れの鼠小僧やジェシー・ジェイムズの子分たちに声をかけた後、変装して一緒に船に乗り込ませてもらった。ああそうそう、ついでに最後の一時間で行われた時計の取り合いにもそのまま参加させてもらったよ』

「なんだって？」

『決着の瞬間、わざと時計を取り落とすフリを演じ、それを娘むすめの手の中に放り込んだんだ。ははははは！　やはり優勝すべきは怪盗紳士ルパンだと思ったからね！』

　電話の向こうで勝ち誇るエドガーの声を聞き、五右衛門は絶句していた。体中から力が抜ぬけ、その場で立ちくらみが起きそうにさえなっていた。

「お、お前の仕し業わざだったのか……」

『ルパンは代々負けず嫌ぎらいで強ごう欲よくなのだよ。勉強になったろう』

「つまり、大会を主催したのも、泥棒としては素人しろうとの娘を参加させたのも、最後には自分の手で勝たせるつもりだったからなのか……」

『んー。いや、残念ながらその推理は正解とするには不十分だ。それなら最初から大会など開催しないほうがいいじゃないか。ルパンが動くからには、狙う獲え物ものが必ずあるものだ。まあ、そこまで推理できるのは世界広しといえども名探偵シャーロック・ホームズだけだろうがね』

　がっくりと膝ひざをつく五右衛門を尻目に、先ほどからの受話器の声が届かない次郎吉はずっと首を傾げている。

　やがて待ち飽あきたのか、千両箱を持ち出して中身の確認を始めてしまう次郎吉だったが、彼女の不ふ審しんな銭ぜに勘かん定じようさえ目に入らない様子で、五右衛門はエドガーとの会話に夢中になっていた。

「なら、お前の狙いは一体何だったんだ！」

『教えて欲しいかね？　別に私の口から教えなくても、いずれ君も気付くことなのだが、まあいいだろう』

　焦じらすようなエドガーの物言いに、五右衛門の苛いら立だちは募つのる。

『君のお父上である十三代目の五右衛門と私の仲は知っているだろう？　とすれば、我われ々われにまつわる因いん縁ねんも色々と聞いているはずだ』

「まあね」

『これは私自身も口にしたくない類たぐいの思い出なのだが、かつて私は自らの腕うでを驕おごるあまり、どんな鍵でも開けられると豪ごう語ごしていた。だが、君の父上の自慢の品である百もも地ち丹たん波ばのからくり錠じよう前まえは開錠することが出来ず、鼻っ柱を折られた』

「その話は父上から一番よく聞かされた話さ。あのルパンの鼻をあかしてやったと父上も大喜びだったからね。めでたく我が家の家宝となった」

『先ほど言ったばかりだが、ルパンは負けず嫌いで強欲だ。だから私は何としても敗北を塗ぬり替かえ、そしてその錠前を手に入れなければならないと心に誓ちかったのだ。しかし、君の父上は錠前が狙ねらわれていることを察し、私から遠ざけてしまった。十年前、君が幼かった頃ころに娘と一緒にそちらにお邪じや魔ました際も、結局盗ぬすみ出すことは出来なかった』

「おいおい、うちの家に真正面から盗みに入りに来ていたのか……」

　エドガーの言葉を聞いているうちに、ふと五右衛門の胸中に不安が芽生え始めた。

　こうまでして百地丹波のからくり錠前を狙っているなどとルパン本人の口から明かされれば、誰だれだって警けい戒かいするし不安にもなるだろう。となれば、盗まれないようさらに厳重に保管しようと思うのは極きわめて自然なことだ。

　なのに何故なぜエドガーはいたずらにリスクを高めるようなことを口にしているのか。

『ところで一つ尋たずねるが、君は最近、例の錠前を誰かに見せたかね？』

「あ、ああ。アルの腕うで前まえを測るためのテストで──」

『そうだろうとも。当代のアルセーヌ・ルパンが現れれば、当代の石川五右衛門は必ず、絶対に、間ま違ちがいなく、彼女の腕を試ためすために私がしくじった錠前を持ち出し、再さい挑ちよう戦せんのチャンスを与あたえてくれると確信していた。ルパンが二代続けて失敗すれば、石川五右衛門の勝利はより確固たるものになる。かの怪盗紳士ルパンに対して優位に立てるという誘ゆう惑わくは、世界中のどんな泥棒であっても、まったくもって抗あらがい難がたいものだからだ』

「エドガー、何を言っている！」

『幸い私の娘は完全無欠の一いつ般ぱん人じんで、本人に一いつ切さいの悪気もなく、警戒される可能性はゼロだった。世界大泥棒選手権などという大おお掛がかりな催もよおし物は、娘が君の家を訪おとずれるに足る理由を用意するためだけに開催したものなのだよ。目くらましは大きければ大きいほど良よい。それがルパン流の大だい胆たん不ふ敵てきな盗みの手口だ。ふははははは！』

「おい、エドガー！」

　五右衛門の叫さけびを無視し、そこで電話は切れた。エドガーが向こう側で受話器を下ろしたのだろう、切れる寸前に微かすかに聞こえた彼の笑い声が、五右衛門の不安を大いに煽あおる。

「も、もしかして！」

　不意に彼は受話器を放り出して立ち上がった。

　そのまま、呆あつ気けに取られる次郎吉を尻目に、蔵の奥に隠かくしておいた錠前コレクションを引っ張り出す。それらは全て、つい最近アルセーヌの鍵開けテストに使ったものだ。

「な、ない！　百地丹波のからくり錠前だけが、どこにもない！　どういうことだ、僕の留守中に先代ルパンが忍び込んだのか！」

　しかし、その中に五右衛門の捜し求める錠前は影かげも形もなかった。顔面蒼そう白はくになって慌てふためく五右衛門を尻目に、次郎吉は首を傾げる。

「なんかショックを受けているみたいだけど、気が変わって報ほう酬しゆうをゴネられでもしたら大変だ。それじゃ、おじゃましましたー」

　五右衛門が呆ぼう然ぜん自じ失しつの状態になっている隙すきに、次郎吉はほっかむりを被かぶり、報酬の千両箱を余分に抱かかえてこっそり蔵から逃にげ出してしまう。

　五右衛門は次郎吉が密ひそかに蔵から出て行ってしまったことにも気付かない様子で、必死に家宝の錠前を捜し続けていた。

「そ、そんな馬ば鹿かな……」

　よろめく五右衛門の脳裏に、とある情景が思い出される。アルセーヌに最初に挑いどんでもらったテスト。そして、三時間もかけて不慣れな鍵開けに挑戦していた彼女。まぶたを閉じなくても今も鮮せん明めいに思い出せる、当代のアルセーヌ・ルパンの姿。長い金きん髪ぱつに、大きな碧へき眼がんに、驚おどろくような白い肌はだ、華きや奢しやな体格の割に大きい胸──と、余計なところまで思い出しつつも、五右衛門は愕がく然ぜんとした面おも持もちで顔を上げた。

「ま、まさか……」

「何がまさかなんですの？」

「まさかアルが……」

「わたくしがどうかしたんですの？」

「え？」

「うい？」

　耳に慣れ親しんだ柔やわらかな声を聞き、五右衛門は背後を振ふり返った。

「ムッシュ？」

　いつの間にか次郎吉の姿はどこにもなく、代わりにアルセーヌがちょこんと腰こしを下ろしており、慌あわてふためく五右衛門の姿を物もの珍めずらしげに眺ながめている。

「……じろちゃん、もしかして変装して僕をおちょくっているのか？」

「マドモアゼル次郎吉でしたら、つい先ほどお屋敷の玄げん関かんでお会いしましたわよ。何でも、急用を思い出したからすぐに帰るとおっしゃっておりましたわ」

　おっとりとアルセーヌが微笑ほほえみを浮うかべる。

「あ！　分かりましたわ、変装ではないかと疑っていらっしゃるんですのね。どうぞ隅すみから隅までご覧くださいまし、わたくし正しよう真しん正しよう銘めいのアルセーヌ・ルパンですわ！」

　自信満々に胸を張るアルセーヌに言われた通り、五右衛門は彼女の姿を隅々まで見回す。

「また大きくなっているのか……しかしこれは間違いなく本物……絶景かな絶景かな」

「どこを見ていらっしゃるんですの！」

　アルセーヌの胸元を直視する五右衛門を前に、彼女から非難の声が上がった。

　真っ赤な顔で怒おこるアルセーヌだが、彼女は五右衛門の手に握にぎられていたリボンを見つけるなり、すぐさま柔にゆう和わな微び笑しようを見せる。

「あ、これですわムッシュ。わたくし、うっかりお気に入りのリボンを忘れてしまいまして、それを取りに来たんですの」

「このリボンを？」

　アルセーヌの言葉に、五右衛門は両手のリボンを彼女へと手て渡わたす。

　リボンが二つもあることにアルセーヌは戸と惑まどいを見せていたが、不意に瞳ひとみを大きく見開いた。

「まあ！　こちらの古いリボンはまさか、わたくしが子どもの頃にどこかで無くしてしまった……」

「ああそうさ。一つはキミがつい最近忘れて行ったもの。そしてもう一つは、キミと僕が初めて出会ったときの忘れ物だ」

　五右衛門はアルセーヌの美しい金髪を丁重に手に取り、彼女の髪かみを二つのリボンで結んだ。

　その髪かみ型がたは、幼いアルセーヌが初めて五右衛門の家を訪れたときと同じものだ。

　途と端たん、アルセーヌは青い瞳を潤うるませ、五右衛門の胸に飛び込む勢いで顔を近付ける。

「嬉うれしい！　ムッシュも覚えていてくれたんですのね！」

「面めん目ぼくないんだけど、さっき思い出したばかりなんだ……」

　そう口にしようとした五右衛門の唇くちびるを、アルセーヌの白く長い指が塞ふさぐ。

「噓うそつきはドロボウさんの始まりと言いますけれど、ムッシュはすでにドロボウさんなのですから、女の子が喜ぶ噓は口にすべきですわ。そのくらいの噓は、むしろ望ましいものですのよ」

「あはは、ごめん。でも僕は、女の子相手にそういう修行はしたことがないものでね」

「でしたら当分の間、わたくしがその修行相手になって差し上げますわ」

「え？」

　驚く五右衛門を前に、アルセーヌは何やら気が変わった様子で満面の笑みを見せる。

「わたくし前々から、柔じゆう術じゆつの本場であるニッポンに留学したいと思っていましたの。ホームステイ先を探す必要もなくなりますし、これはお互たがいにとってもいい機会ですわ。もちろん、住まわせていただくお礼に、炊すい事じに掃そう除じに洗せん濯たくにと何でもさせていただきますわ」

「そりゃ、僕もありがたいけれど……いいのかい？」

　顔を赤らめ胸をどぎまぎとさせる五右衛門の前で、アルセーヌはポシェットからとある品物を取り出す。

「ムッシュ五右衛門には大会でお世話になったばかりか、こんな素す敵てきなプレゼントまで頂いてしまっていますもの。そのくらいの家事手伝いはむしろ当然のことですわ」

　それは紛まぎれもなく、百地丹波のからくり錠前であった。

「なっ、なっ、なんだと！」

「ど、どうかされたんですの？」

「間違いなく百地丹波のからくり錠前……ど、どこでこれを！」

　震ふるえる指先を錠前へと突つき付けた五右衛門の問いかけに、アルセーヌは不思議そうに小首を傾かしげる。

「どこって、ここでですわよ？　わたくし、ムッシュに言われて錠前の鍵かぎ開けテストに挑戦していたでしょう？　そのときのものですわ」

「まさか、あのとき盗み取っていたのか！」

　その瞬しゆん間かん、五右衛門の目に映る天使のようなアルセーヌの姿が、一転して彼には悪あく魔まのように見えた。

　泥どろ棒ぼうとしては素人しろうとであることも、出会ったときから散々ドジを踏ふんでいたことも、全すべては五右衛門を誑たぶらかし、騙だまして利用するためのブラフ。そう思い込んだ途端、五右衛門は先祖代々受け継つがれてきた家訓を思い出した。

「や、やはり石川五右衛門は女の子に弱い……まさかこうも簡単に騙されるとは」

　だが、五右衛門の言い様に、アルセーヌは僅わずかに気分を害したのか、あくまで穏おだやかに眉まゆをつり上げた。

「ムッシュ五右衛門。突とつ然ぜんの不ふ名めい誉よな言われ様で、わたくし困ってしまうのですけれど、この錠じよう前まえはムッシュがわたくしにプレゼントしてくれたものですのよ」

「え？」

「ちゃんとムッシュの許可も貰もらいましたわ。わたくし、この錠前さんを記念に頂いてもよろしいですかと伺うかがいましたわよね？」

　アルセーヌの言葉に、ようやく五右衛門は思い出す。三時間も費ついやして錠前の開かい錠じようを一つ成功させ、大はしゃぎでぴょんぴょんと飛び跳はねていたアルセーヌ。彼女が開けた錠前を、五右衛門はついぞ確認しないままプレゼントしてしまったのだ。

　しかし、五右衛門は優ゆう秀しゆうな泥棒であるが故に、にわかにはその事実を信じることは出来なかった。

「この錠前はコレクションの中でも最も難度の高い代しろ物ものだぞ！　現に先代ルパンでさえ失敗したんだ、鍵開けに初めてチャレンジしたアルに開けられる代物じゃない！　だってこれは、仕掛けを知らなければ僕でさえ手も足も出ないほどのものなんだ！」

　混乱する五右衛門の目の前で、アルセーヌは鍵がかけられた状態の百地丹波のからくり錠前を、ほんの十数秒であっさりと開錠させてしまった。

「ほ、本当に開けてしまった……」

「ウイ。とはいえ、三時間も挑ちよう戦せんさせていただきましたけれど、成功したのはこの子だけでしたもの。お恥はずかしい限りですわ」

「い、一体どうやって？　だって、この錠前が一番難しいはずなのに」

　五右衛門の問いかけに、アルセーヌは幼い頃ころを懐なつかしむかのように、軽く目を細めて手の中の錠前を見下ろした。

「実はこの錠前さんは、偶ぐう然ぜんだと思うのですけれど、父が昔プレゼントしてくれた手作りのオモチャと同じ仕掛けだったんですの」

「お、玩具おもちやだって？」

　またしても、先代ルパンの仕業らしい。

「ウイ。初めてムッシュ五右衛門の屋や敷しきを訪れた直後、フランスの実家に戻もどってから渡わたされたと記き憶おくしておりますわ。わたくしこう見えて結構負けず嫌ぎらいですので、何とか仕掛けを解き明かそうとして色々と切せつ磋さ琢たく磨ましてきましたの」

　可愛かわいらしく表情を引き締しめて、アルセーヌは錠前を手に得意げなポーズを取る。

「十年かかったでしょうか、めでたく攻こう略りやく法を編み出せたのはつい最近のことですわ。そう、ちょうど世界大泥棒選手権の招待状が届く、ほんの数日前のことですの」

　小首を傾げたアルセーヌを前に、五右衛門は力なくその場にへたり込む。

「そうか、そういうことか……」

　アルセーヌの言葉を聞き、ようやく彼の中で全てが繫つながった。

　彼女が十年挑戦し続けたという錠前のコピー。目くらましとして用意された今回の世界大泥棒選手権の開かい催さい。盗ぬすまれたと思わせたカリオストロ伯はく爵しやくの黄金の懐かい中ちゆう時計。それら全てが、泥棒としては素人の当代のアルセーヌ・ルパンに百地丹波のからくり錠前を手に入れさせるための、先代ルパンの計画だったのだ。

　先ほど電話越ごしにエドガーが口にしていた台詞せりふの意図に気付き、今になって五右衛門にも理解が及およぶ。

　結果としてアルセーヌ・ルパンは世界一の大泥棒の座を守りつつ、さらには因いん縁ねんの相手の家宝を盗み出すことに成功した。

「アル、一つだけ腑ふに落ちないことがある。鍵開けが成功したのはいいとして、どうしてその錠前が欲しくなったんだい？」

「え、ええっ！」

　まじまじと顔を覗のぞき込んできた五右衛門に対し、アルセーヌはその頰ほおを赤らめる。

「う、うい。はしたない女だとは思わないでくださいましっ。その、えっと、ムッシュに格好いいところを見せようと思って頑がん張ばって、一つだけとはいえ成功できたのですから、記念に手元に置いておきたくなった……というわけですの」

　照れた様子でからくり錠前をいじりながら、アルセーヌはもじもじと答えた。

「無性に欲しくなったと？」

「うい……」

「泥棒としては素人でも、天使のような女の子でも、やはりルパンはルパン……エドガーはそこまで見越して計画を立てたわけか。完全にしてやられたよ……僕の完敗だ……」

　その場にぐったりと倒たおれ込んだ五右衛門は、アルセーヌが目を白黒とさせているのを気にする余よ裕ゆうもなく、死にそうな顔で蔵の天てん井じようを見上げた。

「ムッシュ、突然どうなさったんですの、ムッシュ！」

「気にしないでくれ。安やす請うけ合いしてプレゼントした僕が全面的に愚おろか者なだけさ」

　アルセーヌは突とつ然ぜん倒れてしまった五右衛門を前に、動転した様子で慌てふためいている。

　そんな彼女の姿を見上げているうちに、五右衛門にはなんとなく、エドガーがアルセーヌを泥棒として育てなかった理由が分かった気がした。

「確かに、アルセーヌ・ルパンは世界一の大泥棒だ。その盗みの技術を絶やすのは惜おしい。でもまあ、天使に悪事を教え込むのは、それ以上に勿もつ体たいないか」

　その呟つぶやきは、アルセーヌの耳にさえ届かないほど、今にも消え入りそうな声だった。

「ムッシュ、あーんムッシュったら！　一体全体どうなさったんですの！」

　あまりにアルセーヌがおろおろと困り果てるものだから、五右衛門もすまなく思い、残された力を振ふり絞しぼって起き上がった。

「……実はその錠前、我が家の家宝なんだ」

「まあ！　それでは、やはりお返ししなければいけませんわよね……」

　途端、アルセーヌは素直に錠前を五右衛門に返そうと差し出してきた。自分が他人の家の家宝を持ち出していたことを知り、彼女はすっかり申し訳なさそうに身を縮こまらせてしまっている。笑え顔がおも曇くもってしまい、しょげかえっていた。

「いや、いい。もういいんだ。それはすでにアルのものさ」

「でも……」

　見るからに落ち込んでしまったアルセーヌを前に、よし返せ、などと口に出来るはずもなかった。五右衛門の泥棒としての矜きよう持じがそれを許さなかった。

「……よろしいんですの？」

「構わない。僕にもプライドがある」

「……本当にいいんですの？」

「僕の気が変わらないうちに早くしまえ」

「メルシー、ムッシュ！」

　アルセーヌは再び天使のような笑顔を取り戻し、からくり錠前を大切な宝物を扱あつかうように愛いとしげに抱だき締める。

　一方の石川五右衛門は痛つう恨こんの面おも持もちで肩かたを落とし、今まさにデビューを果たした当代の怪盗紳士アルセーヌ・ルパンに向けて、力なく呻うめいた。

「もってけ、ドロボー」





了りよう










あとがき









　それではご挨あい拶さつを。

　読者の皆みな様さま、初めまして。岬みさきかつみと申します。




　あいつもこいつも大ドロボウの末まつ裔えい揃ぞろい、というコンセプトの作品でしたが、お楽しみいただけましたでしょうか。世界各国の泥どろ棒ぼうの正体が醍だい醐ご味みの一つなところもあるので、先に挿さし絵えやあとがきを見ちゃうタイプの方はご注意をお願いいたします。

　特に大ドロボウ名めい鑑かんは、先に読んでしまうと凄すさまじいネタバレになりますので、どうかご注意を。

　投とう稿こう作「大ドロボウは小こ粋いきに盗ぬすむ」が第二十六回夏期ファンタジア大賞金賞を受賞し、今作「オー・ドロボー！」として出版されるまで、色々ありました。こうして皆様のお手元にお届けすることが叶かなったのは、たくさんの方々のご厚意あってのことです。深く感謝しております。

　この投稿作時代のタイトルが、本作のメインタイトル及およびサブタイトルのもとになっております。なので「恋こいき」は「小こ粋いき」と発音してくださいませ。

　ちなみに校正チェック時、理由は不明ですがサブタイトルが「怪かい盗とう熟女は恋きに盗む」になっておりました。

　あーダメダメ、ポルノすぎます。

　皆様のお手元のアルセーヌ・ルパン嬢じようは、ちゃんとお淑しとやかでしょうか？




　初めての怪かい盗とう紳しん士しルパンとの出会いは、実を言うとあまり憶おぼえておりません。

　ルパンと聞くと三世が、奇き巌がん城と聞くと海底鬼き岩がん城が、昔は真っ先に脳裏に浮うかんでおりました。しかし、いつの間にかアルセーヌ・ルパンは岬の頭の中に住みつき、ちょくちょく顔を出すようになっていました。

　最初、歴史に名を残す大ドロボウたちが世界大会で争うというコンセプトを打ち立てた際、各国代表の全員を実在の泥棒にしようと考えておりました。

　当時のフランス代表は、フランソワ・ヴィドック。

　もちろん実在の泥棒です。変装のプロでもあり、度重なる逮たい捕ほと脱だつ獄ごくで様々な犯罪者とのコネクションを作ったという札付きの悪党です。

　しかし彼は、そうして手に入れた暗黒社会の情報や犯罪の手口をパリ警察に売りつける密みつ偵ていとして活かつ躍やくし、しまいには国家警察の犯罪捜そう査さ局の初代局長に就任します。

　さらに凄すごいのがここからで、彼は捜査局を辞めた後も個人事務所を開き、スパイとして培つちかった経験をもとに様々な難事件を解決する仕事を始めます。この仕事は、今でこそ有名ですが、当時はまだ誰だれも生なり業わいにしていなかった職種でした。

　そう、探たん偵ていです。ヴィドックは泥棒でありながら、世界初の探偵となったのです。

「しめしめ、こんないいキャラクターがいるなら、使わない手はない」

　人選に自信満々の岬でしたが、頭の中から何者かが怪あやしく囁ささやきかけてきました。

「確かに彼の起用は素晴らしい配役となるだろうが、さて、主役を務めるにはいささか知名度に乏とぼしくないだろうか」

「えっ？」

「やはりここは、アルセーヌ・ルパンの出番ではないかな？」

「いやでも、あんた架か空くうの存在じゃね？」

「もう少し頭を柔やわらかくしたまえ。小説の中なのだ、架空の存在も実在しているということにしてしまえばいい」

「まあ確かに、ドロボウといったらルパンだよね」

「ウイ、ムッシュ」

「でも、あんたヒロイン役ね。女の子にするから」

「……ウイ？」

　とまあそんな脳内寸劇があって、フランス代表は怪盗紳士アルセーヌ・ルパンに決まりました。

　しかし泥棒でありながら探偵でもある、という役どころは美味おいしかったため、別のキャラクターに任せることにしました。本編をお読みくださった読者の皆様には、誰のことを指しているかはお分かりのことだと思います。

　まだ読んでないという方は、ネタバレを回かい避ひしつつ本編をお楽しみくださいませ。




　それでは謝辞を。

　まずはイラストを担当していただいた、れい亜あ様。

　まことにありがとうございまず。大ドロボウたちの魅み力りよくあふれる姿に、岬が一番うきうきしていたと思われます。デザイン案を拝見させていただいたときには、誰が主人公でもおかしくないなとニヤニヤしておりました。




　次に、良きパートナーの担当編集のＡ様。数々の助言、本当にありがとうございます。

「ディエゴは、キツネ耳の男装の美少女案も捨てがたくて悩なやみました」とお伝えした際、「ちょっと考えさせてください」と本気で悩んでおられた姿は、実に頼たのもしかったです。

　大ドロボウ名鑑コーナーは、岬と担当さんの二人での立案でした。

　しかし実現が叶ったのは、れい亜さんと担当さんのご尽じん力りよくあってのことなので、お二人とも、重ね重ねありがとうございます。




　さらに、ファンタジア編集部の皆様、富士見書しよ房ぼうや株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡの皆様、先せん輩ぱい作家の皆様、同期受賞者の皆様、校正や営業を担当していただいた皆様や、本書を販はん売ばいしてくださっている書店の皆様。いつもお世話になっております。今後ともよろしくお願いいたします。




　モーリス・ルブラン様、アーサー・コナン・ドイル様、ジョンストン・マッカレー様、そして実在した偉い大だいな大泥棒の皆様。皆様のご活躍あっての作品です。感謝の気持ちを忘れないよう心がけたいと思います。




　何より本書を手に取ってくださった読者の皆様に、最大の感謝を。




　本書と同じ九月二十日に発売しておりますドラゴンマガジン十一月号にも、恐おそれ多おおい話ですが「オー・ドロボー！」の短編小説「ルパン、はじめてのドロボウ？」が掲けい載さいされております。もしご一読いただけましたら幸いです。

　本編では語られなかった大会期間中のエピソードでして、五右衛門とアルセーヌのコンビが、中国代表の宋江や、オーストラリア代表のネッド・ケリーと一戦交えております。




　そして、実はこのあとがきを書いている時点で、すでに次のエピソードとなる二巻の原げん稿こうを担当さんにお渡わたししております。

　次回はアルセーヌとシャーリー、そして新キャラクターとなる当代の明あけ智ち小こ五ご郎ろうが、日本を舞ぶ台たいに難事件に挑いどみます。奪うばわれた国宝。事件の裏で暗あん躍やくする泥棒、悪党、名探偵。容疑者はまさかの五右衛門──？　という話でして。

　発売を心待ちにしていただければ、これ以上ない喜びです。





二〇一四年七月　　岬　かつみ

























































オー・ドロボー！




1．怪かい盗とう淑しゆく女じよは恋こいきに盗ぬすむ？








岬みさきかつみ
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